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昨年に引き続き、皆様のおかげで平成14年度に行なった中の池遺跡発掘

調査の報告ができますことをうれしく思います。

1976年 より始めた当遺跡の発掘調査も、本報告書をもって第H次に達し
ました。これまでの調査において、この地に住んだ先人たちの営みが、生

き生きと私達の眼前によみがえってきております。巨大な環濠、膨大な土

器、精巧な石器を作り上げた古代の人々の知恵と努力は、わたしたちの想

像をはるかに超えるものがあり、見る者を圧倒します。

今回の調査でも多数の土器・石器、そして環濠も見つかりました。さら

に、弥生時代から古墳時代の初めにかけての水田が見つかつたことは大き

な喜びです。讃岐国はとかく早魃に弱い国ですが、先人達は英知を結集し

て万難を排し、秋には黄金の穂が満ちる国づくりをした痕跡です。それが

ここ丸亀の地で見つかった事は、郷土に生きるものにとって感慨無量です。

はるか二千数百年前、この地に生まれ、育ち、そして土に帰っていった先

人達は、郷土丸亀の現在の姿をどのように見つめているのでしょうか。よ

りよい郷土、そして未来を築くためにも私達はこの度の貴重な文化遺産を

調べ、守り、そして祖先に学ぶ姿勢を未来へと伝えてゆかねばなりません。

本書がその一助となれば、郷上の教育にかかわるものとして慶びにたえま

せん。

後になりましたが、発掘調査、報告書の作成に際して、各方面より多大

なるご支援を頂きました。

ここに篤くお礼を申し上げます。

丸亀市教育委員会 教育長
小 佐 古  公 士



例言

1.本書は香川県丸亀市金倉町に位置する、中の池遺跡で行われた中の池遺跡第11次発掘調査について

の報告書である。

2.現地調査は岡本広義、佐藤亜聖、橋本英将 ((財)元興寺文化財研究所)が行い、平成14年 10月 3日
～平成15年2月 25日 までを調査期間とした。

3.本書に使用した方位は、特に指定の無い限り座標北を指し、遺跡の測量は国土調査法第IV座標系に

よる。

4.遺構の実測は主に岡本、佐藤、橋本、片岡忍、松崎恵子 ((財)元興寺文化財研究所)が行った。
5。 遺物の実測は佐藤、岡本、橋本、武田浩子、仲井光代、鉛谷曜子 ((財)元興寺文化財研究所 )、 船

築紀子 (奈良女子大学大学院)が行った。
6。 遺構の写真は主に岡本、佐藤、橋本が撮影した。

7.遺物の写真は大久保 治、鍋田二朗 ((財)元興寺文化財研究所)が撮影した。
8。 石器の解説文中法量にカッコ ()が付されているものは残存部の計測値である。

9。 自然化学分析については以下の担当で行った。

花粉分析・プラントオパール分析 (株式会社 古環境研究所 )
石器使用痕分析 (株式会社 アルカ)
磨石蛍光X線分析・災化物成分分析・不撹乱試料軟X線写真観察 ((財)元興寺文化財研究所 )

9,本書の執筆は第 1～ 2章までを東信男 (九亀市教育委員会)が、第3・ 4章を佐藤が、第5章を東の監

修のもと岡本、佐藤、船築が、第7章第1～ 4節を東との協議のもと佐藤が、第5節を東との協議のもと

船築が執筆した。第6章 自然科学分析は先述の分担で行い、本文中に執筆責任を記載した。

10。 本書の編集は東の監修のもと佐藤が行った。
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中の池遺跡の位置と周辺の弥生時代遺跡

第1章 中の池遺跡の位置と周辺の弥生時代遺跡
中の池遺跡は、現在の行政区分では香川県九亀市金倉町に所在する。香川県は四国東北部に位置する四国最小の

県であり、北では瀬戸内海を挟んで岡山県と相対し、南では阿讃山脈で徳島県と画されている。土地面積に占める

平野の割合が高く、主な平野として西から三豊平野・九亀平野・高松平野・志度平野などがある。このなかで中の

池遺跡が位置する九亀平野には現在西から弘田川、金倉川、土器川、大束川の4主要河川があり、善通寺市付近と

坂出市付近は弘田川 。金倉川・大束川の沖積作用によつて形成された沖積平野であることがわかっている。中の池

遺跡のある平野中央部北よりの九亀市付近は平野の東・西部と異なり、緩扇状地形を呈した洪積台地が大半を占め

ている。

中の池遺跡の存在は1940年代から知られていたが、近年の開発に伴う調査によって周辺の弥生遺跡についても多

くの所見が蓄積されてきている。中の池遺跡に近接する地域では、遺跡に南接する平池の東西 。南において弥生時

代の遺跡が確認され、それぞれ平池東遺跡、平池西遺跡、平池南遺跡と呼称されている。平池東遺跡では、弥生時

代の溝状遺構が検出されている (東 1996)。 平池西遺跡では、縄文時代晩期から弥生時代前期の遺物を包含する河

道、弥生時代前期と後期の溝状遺構が検出された (東 1999)。 平池南遺跡では、弥生時代前期末から後期中ごろの

遺構・遺物が検出されている。中期に属する土器棺墓が検出され、後期に属するとされる集落内の溝からは青銅製

鋤先が出土した。これらの遺跡はいずれも中の池遺跡と有機的な関係を持つことが期待でき、弥生時代の周辺の景

観を復元するうえでも、これらの遺跡間の比較検討の必要性が指摘されている (木下1995)。

九亀平野全体に目を転ずると、弥生時代前期には下川津遺跡、三条番ノ原遺跡、龍川五条遺跡、五条遺跡などで

人間活動の痕跡が確認できる。下川津遺跡は環濠集落とはならないが、竪穴住居・溝・土坑などから前期古段階の

土器を多量に出土している (藤好 。西村 1990)。 三条番ノ原遺跡では、水量調節を目的としたと見られる杭痕を伴

う溝が検出されている (片桐 1992)。 龍川五条遺跡では環濠を持つ集落の基本構造が完成し、円形住居、掘立柱建

物、円形周溝墓や木棺墓、用水路などが確認されている (宮崎 1996、 森下 1998)。 五条遺跡はいまだその詳細は明

らかでないが、前期後半から後期初頭にかけての大規模集落の存在が想定されている。中期になると平野部におい

て確認されている遺跡数は減少し、丘陵上を指向する遺跡が増加する。山麓部において青銅器の埋納が確認される

のもこの段階からである。平野部では旧練兵場遺跡で本格的な集落形成が始まり、拠点集落としての展開がはじま

る (狭川2001)。 後期になると、再び平野部の遺跡が増加し始める。旧練兵場遺跡の拠点集落としての拡大はピー

クに達し、周辺にも稲木遺跡や九頭神遺跡などで集落が確認される。下川津遺跡では集落が再開し、また、郡家

原 。三条黒島・三条香ノ原などでも集落が新たに確認され、この段階で成立した集落は基本的に古墳時代初頭まで

継続する傾向が指摘されている (宮崎1996)。

〔参考文献〕

東信男 1996 F平成7年度丸亀市内遺跡発掘調査概要報告書』丸亀市教育委員会
東信男 1999 『平成10年度丸亀市内遺跡発掘調査概要報告書』九亀市教育委員会
片桐孝浩 1992 F三 条香ノ原遺跡』四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告 第11冊 香川県教育
委員会 。 (財)香川県埋蔵文化財調査センター 。日本道路公団
木下晴- 1995 『平池南遺跡』陸上競技場建設に伴う埋蔵文化財発掘調査概報 平成6年度 香川県教育委員
会・ (財)香川県埋蔵文化財調査センター

狭川真二 2001 『旧練兵場遺跡J市営西仙遊町住宅建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書 善通寺市 。 (財)元
興寺文化財研究所

西岡達哉 1989 F稲木遺跡』四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査 第6冊 香川県教育委員会・
(財 )香川県埋蔵文化財調査センター・日本道路公団
藤好史郎・西村尋文 1990 F下川津遺跡』瀬戸大橋建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告VⅡ 香川県教育委員会・
(財)香川県埋蔵文化財調査センター・本州四国連絡橋公団
宮崎哲治 1996 『龍ナ|十五条遺跡I』 四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査 第23冊 香川県教育委員
会 。 (財 )香川県埋蔵文化財調査センター・日本道路公団
森下英治 1998 『龍チII五条遺跡II・ 飯野東分山崎南遺跡』四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査 第
29冊 香川県教育委員会 。 (財 )香川県埋蔵文化財調査センター・日本道路公団
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Fig。 1 中の池遺跡の位置と周辺の弥生時代遺跡  (1:50,000)



調査の経緯と経過

第2章 緯と経過

第1節 調査の経緯
調査区は、江戸時代に造られた溜池である平池の北側に位置し、昭和51年度と56年度の調査により九亀市金倉町

字中の池993、 994-1番地で確認された弥生時代前期の環濠集落である「中の池遺跡」の範囲内に位置する。平成5

年度に平池の南側で県立丸亀陸上競技場の建設が決定し、市において平池周辺に総合運動公園の整備を行うことと

なった。総合運動公園整備事業 (以下「整備事業」という。)に際しての遺構保護については、関係機関の事前協

議により、耕作土より下層は掘削せず、盛土造成を行うことで遺構の保護を図り、全体発掘調査は行わないことと

した。

平成 12年度整備事業の一環である水路整備及び遊水池建設に伴い、平成12年 6月 29日 から7月 3日 にかけて試掘調

査を実施した。調査の結果、土器を多量に包含する層が確認され、本格的な埋蔵文化財発掘調査の必要性が認識さ

れた。整備事業を所管する丸亀市都市経済部都市計画課からの要請により、九亀市教育委員会文化課 (以下「文化

課」という。)が関与し、香川県緊急地域雇用特別基金事業の一環として発掘調査を実施することとなった。発掘

調査は、 (財)元興寺文化財研究所に業務を委託し、平成12年 10月 30日 から平成13年 1月 12日 まで行つた。調査地は

九亀市金倉町字中の池974-1、 977-2、 980-1、 981、 992-1、 993番地で調査対象面積は946ポである。

平成13年度調査は、前年度に引き続き総合運動公園建設予定地内において、緊急地域雇用特別基金事業実施要領

に基づく中の池遺跡発掘調査業務として実施した。事業は平成13年 6月 27日 から平成14年 3月 15日 まで、 (財)元興

寺文化財研究所に業務を委託し、発掘調査を平成13年 7月 16日 から平成14年 2月 15日 まで行った。調査地は丸亀市金

倉町字中の池980-1、 981、 982-2、 984、 985-1、 986-1、 987-1、 987-2、 987-5、 987-6、 988-1、 989-1、

992-1、 993番地で調査対象面積は3500ポである。

平成14年度も総合運動公園建設予定地内において緊急雇用創出基金補助事業に基づく中の池遺跡発掘調査業務と

して実施した。事業は平成14年 8月 1日 から平成 15年 3月 15日 まで、 (財)元興寺文化財研究所に業務を委託し、発掘

調査を平成 14年 10月 3日 から平成 15年 2月 25日 まで行った。調査地は九亀市金倉町字中の池893-1・ 2、 894、 896、

898、 899、 900、 901-1、 903-1、 960、 962-1、 963、 973-1、 974、 975番 地で、調査対象面積は2600ポ である。

調査の体制は以下の通りである。

九亀市教育委員会

教 育 長  小佐古公士
教育次長  小橋清信
文 化 課

課  長 直江安俊
副 主 幹 横北廣美
主  査 香川芳一

副 主 任 佐川比呂子
副 主 任 東 信男 (調査担当)
主任主事 後藤幸功
主  事 合田桂子
主  事 長築史子

経調査の

財団法人元興寺文化財研究所

理事 長  辻村泰善
所  長  坪井清足
副所 長  鈴木嘉吉
事務局長 奥洞二朗
研究部長 狭川真一

考古学研究室

室   長 塚本敏夫
主任研究員 岡本広義 (調査担当)
研 究 員 佐藤亜聖 (調査担当)
専門研究員 橋本英将 (調査担当)



現地調査には地元有志の参加を得た。整理作業参加者は以下のとおりである。

大西美奈、小田真由美、武田浩子、仲井光代、鉛谷曜子 (以上 (財)元興寺文化財研究所 )、 船築紀子 (奈良女子
大学大学院)

現地調査および整理作業に際しては以下の方々のご協力をいただいた。記して謝意を表する。(五十音順、敬称略)

江浦 洋 大久保徹也 大野宏和 片桐節子 片桐孝浩 蔵本晋司 佐藤竜馬 鹿野 塁 島内洋二 田崎博之 西村
尋文 信里芳紀 乗松真也 藤好史郎 堀 純子 松田順一郎 松本和彦 宮崎 武 宮武 進 森下英治 水野正好
吉田広 低湿地遺跡研究会諸氏

第 2節 調査の経過 (調査日誌 (抄 ))
20024F

10月 3日 (木 )

現地にて調査前打ち合わせ及び調査区の設定、各種

資材の搬入。

10月 4日  (金 )

第1調査区重機掘削開始。

10月 11日 (金 )

SD101掘 削開始。東西方向の近現代畦畔からは多数の

杭孔検出。地区杭設定。

10月 16日 (71t)

地区杭設定終了、遺構配置略図作成。

11月 1日 (金 )

雨天のため作業中止。第2調査区掘削のため重機会社

と打ち合わせを行う。

11月 6日 (水 )

第2・ 3調査区重機掘削開始。第1調査区写真撮影用全

体掃除開始。

11月 20日  lk)
第1調査区下層遺構確認のため深掘開始。撹乱4直下

より石鏃を検出、下層遺構の存在が考えられたが、下

層に明確な遺構存在せず、撹乱からの混入と思われる。

12月 4日  (71t)

S X401掘 削開始。 (財)香川県埋蔵文化財調査セン
ター信里芳紀氏来訪。

12月 6日 (金 )

第4調査区D区遺構精査開始。香川県教育委員会佐藤
竜馬氏来訪

12月 13日  佳銭)
第1・ 2・ 3調査区埋め戻し完了。

12月 17日  (ク()

第4調査区A区完掘写真撮影。
12月 19日 ◆ヽ )
雨天。愛媛大学田崎博之氏水田調査指導。香川県埋

蔵文化財センター信里氏来訪。

12月 20日 (金 )

田崎氏指導の下、第4調査区BoC区 上層水田検出開
始。 (財 )香川県埋蔵文化財調査センター信里氏、乗松
真也氏来訪。

12月 27日 (金)～ 1月 7日 (火 )
年末休み。

2003年

1月 8日  lk)
調査再開。 (財 )香川県埋蔵文化財調査センター信里
氏来訪。

1月 9日 (木 )

第4調査区D区完掘、3次元計測を行う。
1月 10日 (金 )

第4調査区D区完掘写真撮影。
1月 15日 しに)
(財 )大阪府文化財センター江浦洋氏、鹿野塁氏、
島内洋二氏水田調査指導。

1月 21日  (ク()

第4調査区BoC区 上層水田検出写真撮影。
1月 30日  ◆代)
第4調査区BoC区 上層水田完掘写真撮影、上層水田
3次元計沢1、 下層水田検出開始、第5調査区完掘写真撮

影。

2月 1日 (土 )

愛媛大学田崎氏水田調査指導。香川県埋蔵文化財セ

ンター信里氏、乗松氏、森下英治氏来訪。

2月 5日 しk)
第4調査区B・ C区下層水田覆土除去開始。
2月 6日 (木 )

第4調査区B,C区 下層水田完掘。元興寺文化財研究
所坪井清足、狭川真一、 (財 )大阪府文化財センター江
浦氏来訪。

2月 11日 (火 )

第4調査区B,C区 、下層黒色粘土層上面にて畦畔検
出作業開始。 (財)大阪府文化財センター江浦氏調査指
導。

2月 13日 ◆代)
各種試料採取。九亀ユネスコ協会にて遺跡説明会及

び現地見学会開催。

2月 14日 (金 )

試料採取、第4調査区B・ C区深掘。
2月 17日  (月 )

埋め戻し開始。

2月 25日  (クk)

現地調査終了、立会ののち撤収。
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中の池遺跡における既往の調査と調査区の位置

第3章 中の池遺跡における既往の調査と調査区の位置 (Fig。 2)

中の池遺跡の発見は1947年、水田地下げの際に、地元の方によつて多量の土器片が採取されたことを発端とする。

しかし本格的な発掘調査は1976年 、香川県教育委員会による第1次調査を待たねばならなかった。第1次調査は90♂

の小規模なトレンチ調査であったが、複数の溝が確認され、出土遺物から弥生時代前期の遺構であることが確認さ

れた。

1981年 、九亀市教育委員会によつて行われた第2次調査では、調査面積が700ご と、比較的広い範囲の調査が行わ

れた。調査の結果、弧を描いて並走する4条 の溝が確認され、香川県で初めて確認される環濠集落であることが判

明した。続いて第2次調査の西狽1付近で行われた第3次調査では、幅約2m、 長さ20m程度の トレンチ3本が設定され

た。その結果第2次調査で見つかつた環濠の延長と考えられる2本 もしくは3本の溝が見つかり、環濠集落の形態を

推測する資料となった。また、第2区では環濠の外狽1と 考えられる位置からも多数の柱穴等が見つか り、環濠の外

側にも居住地が存在した可能性が指摘された。

続いて1998年 には、丸亀市総合運動公園整備事業に伴い、丸亀市教育委員会、松本考古学研究所によつて第4

次 。第5次調査が行われた。第4次調査はこれまでの調査区とはやや離れた、現集落の南俣Iで行われた。推定される

集落域から大きく離れているにもかかわらず、弥生時代前期の溝が検出され、第3次調査で指摘された環濠外にお

ける集落域の存在が確実なものとなった。第5次調査では、第3次調査調査区の西 。南側で多くの溝が見つかり、環

濠西恨」の状況について検討課題を与えた。

1999年 、九亀市教育委員会によって行われた第6次調査は、第3次調査における調査区の東狽Jで行われた調査であ

る。範囲確認調査のため詳細は不明であるが、複数の溝が複雑に切り合つて検出されている。さらに同年、それま

で調査の及んでいなかった南側地区で行われた第7次調査では、南へと続 く溝と、暗褐色粘土を埋土 とする落ち込

みが見つかつている。

2000年 に九亀市教育委員会と (財 )元興寺文化財研究所によつて実施された第8次調査は、それまでの調査の結

果から、環濠内部の居住域と推定されていた地点の調査である。居住域の中心部と目される区域において、断面

「V」 字形を呈する環濠が柵列を伴って検出され、また、松菊里型住居の存在も確認されるなど、環濠集落内部の居

住空間の様相について多くの所見が得られた。

続く2001年 には九亀市教育委員会と (財)元興寺文化財研究所によつて第9次調査が行われた。この調査はスタ

ジアム建設のための調査で、調査面積3,500だ という中の池遺跡最大規模の調査であった。調査の結果多数の環濠が

みつかり、これらの環濠が時期差をもって掘削され、再掘削を含めた環濠の維持管理が行われたことが判明したほ

か、内狽1の土塁の存在については否定的な結果が出された。また、環濠南恨1に は旧河道が形成する浅谷を利用した

小規模不定形な水田が存在する事も明らかになった。同時に第7次調査で見つかつた暗褐色粘土を埋土とする落ち

込みは、この水田の痕跡である事も判明した。さらに水田域と環濠の境には木棺墓が2基みつか り、中の池遺跡の

生活空間と生産空間、葬送空間を確認する事ができた。

今回の調査区はこれら既往の調査が行われた範囲の縁辺部に

多数の調査区を設定した。既往の調査データを踏まえたうえで、

今回の調査課題として、

①環濠東狽↓地域の弥生時代における空間利用形態の確認。

②水田域の範囲確認。

③平池周辺の土地利用の確認。

④環濠から派生する大型溝の確認。

などを設定し、調査を行った。

Tab.1 検出溝対応表

今 回 の 調 杏 笛 2次調 否 第 8次調 否
SD203 SD209
SD412 SD209
SD535 SD8105 SD006 SD083
SD536 SD8101 SD005 SD081
SD537 GD167
SD538 SD134
SD539 S D085

SD540 SD131
SD546 SD8105 SD006 SD083
SD547
S D54R SD8101 SD005 SD081



第4章 基本土層
調査区一帯は全体的に1.5m程度の盛土が行われており、調査はこの盛上の除去から始まった。盛土を除去すると、

造成以前の水田耕作土と考えられる暗灰色粘土が出現する。水田耕土上面は旧水田面の高低差を残しており、造成

以前の計画地図に見られる畦畔の位置に一致する形で段差が形成されている。この耕土内も詳細に観察すれば複数

の層理で成り立っているものと考えられるが細分しなかった。

旧耕土直下には明掲色粘質土が存在する。この層は比較的均質で、層厚の厚い部分では部分的に級化や葉理が見

られることから近世以降現代以前の洪水砂を母材とした層であると考えられる。第4調査区 S D410は この明褐色粘

質土を埋土としている。第9次調査ではこの層より18世紀後半頃の染付椀が出土している。

明褐色粘質土の直下には暗灰色砂質土が存在する。この層は直接的に遺構面を被覆する層で、葉理や粒子の級化

現象が見られず層中均質に砂を含むことから、著しく擾乱を受けた層であることがわかる。8次調査で条里と同一

方向の溝がみつかっており、その埋土がこの層と同一であつたことなどから、近世以前中世以降の耕作土であった

と考えられる。

暗灰色砂質土直下は遺構検出面であり、黄灰色細砂のベースである。

第9次調査 と今回の調査に伴う深掘で、黄灰色細砂以下のベース直下に複数の旧河道と考えられる礫層が存在 し

ている。礫層は礫種を違えたものが調査区全域に存在したが、これは複数の流路が何時期にもわたり交錯して存在

したほか、これらが供給した扇状地堆積物が複雑に堆積した結果と考える。



第1調査区の調査

第 圭早 調査の成果

第1節 第1調査区の調査

第1項 概要
第1調査区は先代池西狽↓の調整池横、中の池遺跡の東側付近に位置する調査区である。スタジアムの形状に合わ

せ、東辺約60m、 西辺約35m、 南・北辺各約18mの扇形の調査区を設定した。現代造成上、現代耕土、床土とみられ

る灰色砂質上の3層 を基準層位とし、ベースは淡黄褐色土である。相当の地下げがあつたものと思われ、遺構面は

旧耕作地形と同様の高低差を有していた。撹乱を掘削した際に地山付近より石鏃を採取したため調査区西半を1面

掘り下げたが、遺構の確認はできなかった。

検出遺構はS D101・ 102・ 113・ 116・ H7な どの溝が主であるが、この他に大小の土抗と小ピット群を検出した。

時期のわかるものは少ないが、大半が近世以降のものである。

第2項 検出遺構・遺物
溝

S D101(Fig.3)

調査区を南から北方向に走る溝で、幅40cm前後、深さ15cm前後を測り、底部の形状は安定している。埋土は灰

褐色砂質土、暗灰褐色砂質土、暗黄掲色土である。北に向かうほど削平の影響を受けており、調査区内北側で消滅

している。暗灰褐色砂質土内から弥生土器の細片が出土している。

ｍ

柳一Ｅ

セクションA
SD102

灰褐色砂質土

暗灰褐色砂質土

暗黄褐色土

L=9900m  セクシヨンC
E

0                      1m
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S D102 (Fig 3)

S D101と 平行するように南から北方向に走る溝で、規模および埋土はS D101と ほぼ同じである。南端より13m

あたりで消滅するが、本来 S D l13と 同一の溝であつたと考えられる。 S D 101と 同様、調査区北側で消滅している。

S Dl13 (Fig.4)

調査区中央で検出した南北溝で、幅50cm前後、深さ20cm前後である。南端は旧耕作面の撹乱で切られ、北端は

北側付近で削平のため消滅している。埋土は3層で、灰褐色砂質土、暗灰褐色砂質土、暗黄褐色土である。埋土よ

り近世の陶磁器類、弥生土器細片が出土しているが、近世の陶磁器類は旧畦畔にかかる部分のみ出土しており、混

入と考えられる。

S Dl16 (Fig 5)

調査区の中央南側で検出した南北溝で、長さ7m、 幅40cm前後、深さ6cm前後である。北端は撹乱に切られ不明で

ある。埋土は灰褐色砂質土と暗灰褐色砂質土の2層である。この溝に関係すると考えられるS D105。 109を調査区

南端付近で検出した。それぞれの間に撹乱があるため両者の関係は不明であるが、埋土の状況や方向性から同一の

溝と考えられる。

S Dl17 (Fig.5)

調査区中央部で検出した溝である。 S D101の途中から北西方向に枝分かれし、北西端で消滅している。長6.5m、

幅50cm前後で深さは一定ではなく最深は20cmを測る。埋土は主に灰褐色砂質土と暗灰褐色砂質土で、弥生土器細

片が出土している。

畦畔

S X145

調査区南端で造成以前の畦畔を検出した。現在の坪境に当たる畦畔で、最下層は地山を

削り出して成形する。形成土からは近世の土器や古式土師器が出土 している以外顕著な遺

物が無く、畦畔の形成年代については不明である。

S X145出土遣物 (Fig.6)

土器

古式土師器甕が出土した。

残存高4.Ocmを 測 り、強 く「く」字状に外反する日縁部を有し、回縁端部を上方に

摘み上げる。内外面表面劣化のため調整等は不明である。胎土は5～ 7mmの長石粒を

多量に含み、暗赤褐色を呈する。古墳時代前期のものと考えられる。

0            5cm

―Fig。 6 S X 145出 土

土器 (S=lβ )

曲‖熱
◇

0                          5cm

S=2/3

Fig.7 S K121出 土石器

その他の遺構出土遺物 (Fig,7)

石器

撹乱直下で検出した S K121か ら石鏃1点が出土した。凹基式の石鏃である。背腹両

面に素材面を残す。先端 と基部を折損 し、また逆刺の一部を欠損する。最大長

(2 3cm)、 最大幅 (1.5cm)、 最大厚0.4cm、 重量 (1.18)、 サヌカイト製。

第2節 第2調査区の調査

第1項 概要
第2調査区はこれまで行われた中の池遺跡の調査の中で最も南に位置する調査区である。第3調査区とともに平池北

堤の際に幅約2m、 長さ約90mに わたつて設定し、水路を挟んで東端を第2調査区、西側を第3調査区として分割した。

第2調査区の基準層位は最下層に河川堆積物と考えられる礫混じりの灰褐色細砂層、礫層が存在し、河川の最終

堆積層と考えられる浅谷が存在する。この浅谷は第4調査区で検出した水田の存在する浅谷の延長であると考えら

れる。この浅谷が暗灰褐色シルト質粘土 (おそらく水田作土)に より埋没した後 S D201'202が掘削される。その

後の堆積層はほとんど存在せず、現代造成土と旧耕土、黄灰色細砂を除去した面が遺構検出面である。検出遺構は

溝 S D201・ 202以外はまばらである。

10
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第2調査区の調査

第 1調査区南壁土層断面図 (S=]/80)
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1 造成上
2 黒灰色上 (現代耕土)
3 灰色砂質土
4 暗黄褐色砂質土
5 淡費褐色砂質■ (地山)
6 淡黄色砂質土
7 淡責色砂質土
(褐色土のカ ック含む)
8 淡掲色砂質土
(褐色上のカ ック含む)

17 暗灰掲色粘質土
(酸化マンガン結核多く沈着する)
18 灰白色粘質土
19 褐灰色粘土
(酸化マンガン結核多く含む)
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12 暗褐色砂質■         26 暗褐灰色粘土
13 灰褐色砂質±         27 暗黄褐色粘質土
14 暗灰褐色砂質■        28 黄灰色粘質土
15 暗黄褐色■          29 暗灰色砂質土
16 黄灰褐色粘質■        30 暗黄色粘土
(酸化マンガン結核多く沈着する)

0                                        4m
第 ]調査区西壁土層断面図 (S=]/80)

Fig.9 第1調査区土層断面図
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Fig.10 第2調査区平面図・土層断面図

第2項 検出遺構・遺物
溝

S D201(Fig.lo)

調査区東端を南北に横切る溝である。検出幅

70cm前 後、深さ40cm前後で、底部の形状は起伏が

激しく安定しない。埋土は暗灰褐色砂混じリシル

トを中心とし、多くの部分に葉理が見られるなど

流水の痕跡を示している。断面観察からは複数の

人為的擾乱が見られ、底部の形状等を勘案すると

浚渫が繰り返されたものと考えられる。南北方向

の底部レベル差は不明確で、調査の範囲から流水

の方向等を明らかにする事ができなかった。埋土

内からは多数の弥生時代前期の土器・石器が出土

した。第4調査区Att S D406と 同一の溝の可能性がある。

S D201出土遺物 (F咆 .11。 12)

土器 (日 g。 11)

弥生土器壷 (1)が出土した。

Fig.1l S D201出土土器 (S=1/3)
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第2調査区の調査

(2)S=1/2

励

(3～ 6)S=V3

Fig。 12 S D201出 土石器
璽

底部から胴部中央付近まで残存し、復元底径8,8cm、 残存高11.9cmを 測る。胴部最大径はやや下位に来るものと

考えられ、外底面は平坦である。内面ナデ調整、外面密なヘラミガキを行う。胎土は暗褐色を呈し、5～7mmの長

石粒をやや多く含む。

石器 (日 g12)

磨製石包丁 (2)、 流紋岩素材 (3)、 打欠石錘 (4)、 砥石 (5)、 敲き石 (6)が出土した。

磨製石包丁

2は磨製石包丁である。欠損が著しく、全体の形状は不明である。刃部に横方向の擦痕がみられる。紐部は腹面

側からの穿孔の後、背面側から穿孔を行つている。最大長 (4.Ocm)、 最大幅 (3.2cm)、 最大厚 (0,7cm)、 重量



(13.Og)、 流紋岩製。

流紋岩素材

3は流紋岩の素材である。板状を呈し、側辺部から若干の調整が加えられている。素材や形状から磨製石包丁の

素材であると考えられる。最大長9.5cm、 最大幅 11.Ocm、 最大厚 1 9cm、 重量255.Ogを測る。

打欠石錘

4は打欠石錘である。扁平の河原石の長辺側に剥離を加え、紐掛け部を作 り出している。最大長 12.4cm、 最大幅

14.lcm、 最大厚2.7cm、 重量734.Og、 軟質砂岩製。

砥石

5は砥石である。砥面は2面確認でき、中央部の砥面に5条の筋が確認できる。それぞれの筋の長さや幅、深さは

異なっており、研磨の対象物が異なっていた可能性が考えられる。被熱によると考えられる変色が見られる。欠損

しており、最大長 (7 8cm)、 最大幅 (13.6cm)、 最大厚 (6.lcm)、 重量 (669.03)ヽ 砂岩製。

敲き石

6は敲き石である。表面と側面端部に敲打部が確認できる。敲打部以外の磨滅が著しいことから、磨石の転用で

ある可能性が考えられる。欠損しており、最大長9.3cm、 最大幅 (5.3cm)、 最大厚3 9cm、 重量284.Ogを 測る。花商

岩製。

S D202

調査区中央付近をS D201と 平行して南北に横切る溝である。完掘後の断面観察から本来3本の溝が切 りあつたも

のであった事が半1明 した。各溝はいずれも断面「U」 字形を呈し、埋土は暗灰褐色細砂を主体とする。それぞれ葉

理を形成することから、水流があったものと考えられる。切 り合いからは、東から順に西側へと掘 りなおされてい

ったものと考えられ、溝毎の浚諜痕跡は見られない。埋土内から古墳時代の土師器が出土しており、古墳時代の遺

構と考えられる。2003年 に行われた中の池遺跡第12次調査では、北側グラウンドにおいてこの溝と関連すると考え

られる溝が検出されており、そこからは7世紀前半の須恵器が出土している。

S D202出土遺物 (Fig。 13)

土器

暗灰褐色細砂

古式土師器奏が出土した。

頸部から肩部が残存 し、復元顕部径H.8cm、 残存高4.6cmを 測 
′

る。器壁は3～ 4mm程度とやや薄く、強く「 く」字状に外反する

口縁部を有すると思われる。表面劣化のため調整等は不明である  Fig。 13 S D202出 土土器 (S=1/3)

が、外面にはオサエによる凹凸が見られる。胎土は5～ 7mm程度

の長石粒、赤色酸化土粒を多く含み、赤褐色を呈する。

第3節 第3調査区の調査

第1項 概要
第2調査区同様平池北堤際に設定した調査区である。河川堆積物と考えられる砂混じリシルトをベースとし、西

端で検出したS D 203と 、少数の近現代の耕作に伴うと考えられる起伏以外顕著な遺構は見られない。

第2項 検出遺構・遺物
清

S D203 (Fig.15)

第3調査区西端で検出した溝である。幅330cm、 最深部深さ88cmを測 り、断面形態緩やかな「u」 字形を呈する。

埋土は最下層に微細な葉理を形成する暗灰色粘土、灰色粘土 (図中10・ H層 )が存在し、その後微細な暗灰色、灰

ｒ
ぺ
ふ
４
ミ
、
ふ
、４
ｓ

ｃｍ
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第3調査区全体図 (S=1/160)

暗灰褐色粘土 (ラミナ形成 )

灰褐色細砂 (ラミナ形成 )
暗灰色砂 (ラミナ形成 )

灰色砂 (ラミナ形成 )
灰褐色綱砂 (径 10mm前後の地山ブロック多く合む )
灰褐色細砂 (5層 に比して地山カ ック少ない)
灰褐色粘質土 (酸化マンガン結核多く合む)

暗黄灰色砂質土

暗灰褐色砂質土 (酸化マンガン結核多く含む)
暗灰色細砂 (ラミナ形成 )
暗灰色砂 (ラミナ形成 )

暗褐色細砂 (ラミナ形成 )

暗褐色細砂 (ラミナ形成 )

黒灰色細砂 (ラミナ形成 )
暗灰褐色細砂 (ラミナ形成 )

暗褐色砂質土

褐灰色砂質上 (ラミナ多く形成する)

暗灰褐色砂質土 (ラミナ多く形成する)

褐灰色砂質土

黒灰色細砂 (ラミナ形成 )

灰褐色細砂

暗褐色砂質土 (ラミナ形成する)
黒灰色粘土

灰色砂 (ラミナ形成 )

灰褐色砂 (ラミナ形成 )

褐色砂質土 (造成土 )

黒灰色細砂 (現代耕土 )

28 責灰色細砂 (床土 )
29 暗褐色砂質土
30 黒灰色砂質土 (ラミナ形成 )
31 灰褐色砂質土 (ラミナ形成する)
32 暗灰褐色砂質土 (ラミナ形成 )
33 暗褐色粘質土
34 暗黄褐色砂質土
35 暗灰色砂質土 (ラミナ形成 )
36 褐灰色砂質土
37 褐灰色砂質土 (ラミナ形成 )
38 黒灰色細砂 (ラミナ多く形成 )
39 暗灰褐色砂質土 (ラミナ多く形成 )
40 黄灰褐色砂質土 (ラミナ多く形成 )
41 灰褐色細砂 (ラミナ形成 )
42 暗灰色粘質土 (ラミナ形成する)
43 褐灰色中粒砂
44 暗黄褐色粘土 (酸化マンガン結核多く含む)
45 暗灰褐色粘質土 (砂粒やや多く含む)(上層水田作土 )
46 黒灰色粘土 (上層水田畦畔形成上 )
47 暗灰褐色砂質土 (黄橙色粘上のブロックを多く含む)
(上層水田畦畔 )

/
黄灰色粘土 (ベース)

黒色粘土 (ベース)

明黄灰色粘土 (ベース)

暗灰白色粘土 (ベース)

暗灰色粘土 (ベース)

黒色精土

暗灰色砂質土

黄灰褐色礫を主体とするシルト層

暗褐色粘質土

黄褐色砂質土 (撹乱 )

暗灰色礫を主体とするシルト層 (撹乱 )

暗灰褐色礫を主体とするシルト層

褐灰色砂 (ベース)

暗褐灰色粘質上 (礫含む)

暗灰色粘質土 (礫含む)

暗黄灰色細砂 (礫合む)

暗黄褐色粘土

褐灰色粘土

灰色粘土

黒色粘土

褐色砂質土

黄灰色ンルト
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74暗灰色砂質土

褐灰色砂質土 (黄橙色粘土ブロック多く含む)

暗灰褐色砂質土 (黄橙色粘土ブロックを含みラミナ多く形成)
暗灰褐色砂質土 (黄橙色粘上ブロック主体的に含む)

L=1l lXlllm

>

(下層水田畦畔 ?)

52 暗黄灰色粘土

0                         4m
49  53    54  47   53

Fig.14 第3調査区全体図・北壁土層断面図
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SD203(Fig 1 5に 土層記載)

53  54 47 54 53
第3調査区北壁土層断面図 (S=1/80)



第3調査区の調査

1 灰褐色砂 (礫 ,遺物多く含む )
‐     2 暗褐色粘質土 (礫 ,遺物多く合む)
3 黒褐色粘質土 (礫 ,遺物多く合む)
4 褐灰色砂質土
5 暗灰褐色砂質土
6 暗灰色砂質土
7 暗灰色粘質土
8 灰褐色砂質上
9 黒色粘土
10 暗灰色粘土 (ラミナ形成 )
m 灰色粘土 (地山ブロック含む)

0                       2m

Fig.15 S D 203土 層断面図 (S=1/40)

褐色の砂混じリシルト (7・ 8層 )が堆積する。これを切って葉理を形成する黒色粘土 (9層 )が堆積し、その後砂

礫を多く含む4～ 6層が堆積する。さらにこれらを切る形で遺物や礫を多量に含む1～ 3層が堆積する。土器類の出土

状況は一定の規則性を持たず、縦横不規則に埋まっていた。これらの堆積状況は第9次調査で検出した環濠の埋土

と近似し、複数回の浚諜行為があった事を窺わせる。しかし、この溝は後述する第4調査区D tt S D412と 同一の溝

であり、第9次調査 S D209と も同一である第4調査区D区の断面観察からは浚渫痕跡が一切見られない事から、同

一の溝において掘削後の管理に差がある点を指摘したい。埋土内からは弥生時代前期の上器・石器などが大量に出

土した。

S D203出土遺物 (Flg.16～ 19)

土器・土製品 (日 g16～ 18)

黒褐色土出土土器・土製品 (日g16)

弥生土器重 (1・ 2)、 甕 (4～ 8)、 甕蓋 (3)、 土面 (9)が出土した。

重

1は復元口径20.6cm、 残存高3.6cmを測り、広 く広がる日縁部の破片である。表面劣化のため調整等は不明である

が、内外面ユビオサエの痕跡が残る。21よ頸部から体部上半が残存する。胴部復元最大径 17.Ocm、 残存高12 3cmを

測 り、やや歪な長 く伸びる頸部と強く張る胴部を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明である。胎土は1が

3mm程度の長石粒をゃや多く含み赤褐色、21よ 3mm程度の長石粒と赤色酸化土粒を多く含み灰褐色を呈する。

甕

4は底径7.5cm、 残存高6.Ocmを測 り、やや ドーナツ状に窪む底部と直線的に立ち上がる体部を有する。内面ナデ

調整を行うが、外面調整は表面劣化のため不明である。5は復元日径 19.Ocm、 残存高5.3cmを測る如意状口縁のもの

で、日縁部直下には2条の沈線と刺突文を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明である。6は復元回径21.8cm、

残存高9 6cmを 測り、直線的な体部とわずかに外反する口縁部を有する。外面口縁部直下には6条の沈線を有するが、

内外面表面劣化のため調整等は不明である。7は復元口径27.8cm、 残存高14.4cmを 測り、如意状口縁を有する。日

縁端部はやや肥厚し、端部に小さく面を持つ。口唇部のキザミや日縁部直下の沈線はみられない。内外面表面劣化

のため調整等は不明である。8は残存高5.4cmを測 り逆「 L」 宇状口縁を有するもので、日縁部上面を傾斜させる断

面三角形の貼り付け回縁を有する。日縁部外面直下には11条以上のヘラ描き沈線を有する。内面ヘラミガキを行う。

胎土は4・ 6・ 8が径3～ 5mmの長石粒をやや多く含み褐色、7が5～7mmの 長石粒を多く含み赤褐色、5が 1～ 3mmの 長

石粒を多く含み淡褐色を呈する。

甕蓋

3は天丼部径6.8cm、 残存高5.5cmを測 り、直線的に開く体部を有する。表面劣化のため外面調整は不明であるが、

内面はナデ調整を行う。胎土は2mm程度の長石粒を少量含み、暗褐色を呈する。

土面

9は残存長7.Ocmを測 り、稜線の明瞭な鼻部を有する。鼻部と眉は一体化 していたと考えられ、鼻部には2つの鼻

腔が存在する。目に相当する円孔はなく、日の周囲には刺青の表現と考えられる弧状の線刻が存在する。胎土は径

3～ 5mmの 長石を多く含み褐色を呈するなど、他の在地の土器類と同様である。



褐灰色砂質土出土土器 (Fig 1 6)

弥生土器甕 (10,11)が出土した。

10は残存高9.lcmを測 り如意状口縁を有する。器厚は3～4mm前後と薄く、口縁端部を欠損するためキザ ミの有無

は不明であるが、外面口縁部直下には5条のヘラ枯き沈線を有する。表面劣化のため内面調整は不明であるが、外

面ナデ調整を施し、若千煤が付着する。Hは残存高3.lcmを 測 り、断面三角形の逆「LJ字状口縁を有する。内外
面表面劣化のため調整やキザミ・沈線の有無については不明である。胎土は共に3mm程度の長石粒をやや多く含み、

10は暗褐色、Hは褐灰色を呈する。10は 5mm程度の赤色酸化土粒を多く含む。

黒色粘土出土土器 (Fig,刊 6～ 17)

弥生土器甕 (12～ 15)、 鉢 (16)、 甕蓋 (17)が出土した。

甕

12は復元口径52.8cm、 残存高8.3cmを 測り、「くJ字状に折 り返す如意状口縁を有する。内外面表面劣化のため調
整等は不明で、日唇部のキザミや外面日縁部直下の沈線は持たない。13は残存高12.Ocmを 測り、如意状口縁を有す

る。外面丁寧なナデ調整を施し、内面は表面劣化のため調整不明である。外面口縁部直下には5条の沈線を有する

が、最上段以外は半裁竹管による可能性がある。14は残存高9.2cmを測 り、短 く外反する如意状回縁を有する。器

厚は3mm前後と薄く、2次焼成のため表面著しく劣化している。不明瞭だが外面口縁部直下には沈線を有する。 15

は残存高3,7cmを 測る逆「 L」 字状口縁を有するもので、上面を水平にするやや薄手の貼 り付け回縁を有する。内

外面ナデ調整を行い、日唇部にはキザミを、外面口縁部直下には5条のヘラ構き沈線を有する。胎土はいずれも

3mm程度の長石粒をやや多く含み、12・ 14・ 15は褐灰色、13は橙褐色を呈する。

鉢

16は底径5 2cm、 残存高5.lcmを測る。平坦な底部と強く立ち上がる体部を有し、器厚はlcm前後と厚い。内面板

状工具によるナデ調整、外面縦方向のヘラミガキを施す。胎土は1～3mmの長石粒を少量含み暗褐色を呈する。

甕蓋

17は天丼部径6.2cm、 残存高8.Ocmを 測り、平坦な天丼部と湾曲しながら広く開く体部を有する。表面劣化のため

外面調整は不明であるが、内面にはナデ調整を施す。胎土には3～ 5mmの 長石粒をやや多く含み、暗褐色を呈する。

暗灰色粘土出土土器 (日 g17)

弥生土器壷 (18～ 22)、 甕 (23～ 26)が出土した。

重

18は復元日径 14 7mm、 残存高6.7cmを 測り、広 く広がる日縁部と直立する頸部を有する。表面劣化のため調整等

は不明瞭であるが、内外面ともヘラミガキの痕跡を有する。頸部外面には5条のヘラ描き沈線を施し、周囲を掻き

取る事により削り出し突帯状に成形する。19は復元日径 18.4cm、 残存高6.8cmを測り、広 く広がる日縁部を有する。

内外面ヘラミガキを施し、頸部外面には3条のヘラ描き沈線を有する。201よ底径7.lcm、 残存高10.2cmを 測 り、底部

から肩部まで残存する。最大径は胴部中央付近に位置すると考えられ、若干ソロバン玉形の器形を有する。底部は

厚さ2cm程度と肉厚で、内面ナデ調整、外面ヘラミガキを施す。21は復元底径6.Ocm、 残存高8.5cmを測 り、直線的

に開く体部を有する。内外面ナデ調整を施す。22は底径8.2cm、 残存高6.Ocmを測り、平坦な底部と、直線的に開く

体部を有する。内外面ヘラミガキを施す。胎土はいずれも灰褐色を呈し、3mm程度の長石粒を含むが、201よ長石粒
の含有量が少ない。

甕

23は復元口径 16.lcm、 残存高6 7cmを測る逆「 L」 字状口縁を有するもので、上面を内傾させる貼 り付け日縁を

有する。内外面ナデ調整を行い、外面口縁部直下には7条のヘラ描き沈線を有するが、口唇部のキザミはみられな

い。24は復元日径 16 4cm、 残存高14.lcmを 測る逆「 L」 字状口縁を有するもので、上面を内傾させる貼 り付け口縁

を有する。内外面ナデ調整、外面板状工具によるナデ調整を行い、日唇部にはキザミを、外面日縁部直下には7条

のヘラ描き沈線を有する。25は復元口径21.4cm、 残存高11.Ocmを 測る逆「L」 字状回縁を有するもので、上面を水

平にするやや厚手の貼り付け口縁を有する。内外面ナデ調整を行い、外面口縁部直下には5条のヘラ描き沈線を有

する。口唇部のキザミはみられない。26は復元口径30.3cm、 残存高5 8cmを測る逆「L」 宇状口縁を有するのもの

20



第3調査区の調査
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ノ
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1～9 黒掲色土出土土器 土製品         /8

0                                                     20cm

11 掲灰色砂質土出土土器

|       .1

12～ 17 黒色粘土出土土器

(12) S=1/4

Fig.16 S D203出土土器 (1)(S=1/3)
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18～26 暗灰色粘土出土土器

Fig,17 S D203出 土土器 (2)(S=lβ )
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第3調査区の調査

0         2フ
、28 灰色粘土出土土器   20cm

Fig.18 S D203出 土土器 (3)(S=1/3)

で、上面を水平にする断面三角形の貼 り付け口縁を有する。内面ナデ調整を行い、外面は表面劣化のため調整不明

である。外面口縁部直下には5条のヘラ描き沈線を有するが、日唇部のキザミはみられない。胎土はいずれも灰褐

色を呈し、3mm程度の長石粒をやや多く含む。

灰色粘土出土土器 (日 g18)

弥生土器重 (27～ 28)が出土した。

27は肩部のみ残存する。外面にはキザミを施す突帯を4条貼 り付ける。内面表面劣化のため調整等は不明である

が、外面突帯以下にはヘラミガキを施す。28は底径7.4cm、 残存高3 6cmを測 り、平坦な底部を有する。内外面表面

劣化のため調整等不明であるが、内面にはユビオサエの痕跡が残る。胎土はいずれも3～ 5mm程度の長石粒を多量

に含み、27は橙褐色、28は暗褐色を呈する。

石器 (同 g.19)

黒褐色土出土石器 (Fig。 19)

スクレイパー (29・ 30)、 楔形石器 (31)、 石核 (32)が出土した。

スクレイパー

29・ 30はスクレイパーである。29は粗割素材Ⅱを素材とする。刃部は両面調整が施され、磨減痕と微細剥離痕が

確認できる。背部は自然面である。両端を欠損 しており、最大長6.6cm、 最大幅 (H.4cm)、 最大厚2.lcm、 重量

(142,98)、 サヌカイト製。30は背部に研磨による背潰し加工を行つている。刃部は両面調整を施し、微細剥離痕が

確認できる。全体に磨減している。一部欠損しているがほぼ完形で、最大長5,5cm、 最大幅6.Ocm、 最大厚 1.3cm、 重

量 (34.4g)、 サヌカイト製。

楔形石器

31は楔形石器である。板状石材を分割して素材としており、分割面から背面体部に向かって階段状剥離がみられ

る。上端部に自然面をとどめる。完形で、最大長5。9cm、 最大幅4.9cm、 最大厚2.2cm、 重量79.8g、 サヌカイト製。

石核

32は石核 (楔形石核)である。板状剥片の分割石材を素材とし、3枚の剥片を剥離している。下端部に自然面を

とどめる。一部欠損しているがほぼ完形で、最大長6.6cm、 最大幅9.6cm、 最大厚 1.5cm、 重量 (83.5g)、 サヌカイト

製。

黒色粘土出土石器 (Fig 1 9)

石棒 (33)が出土した。

石棒

33は石棒である。先端部と基部を欠損する。最大長 (10.8cm)、 最大幅6.5cm、 最大厚3.lcm、 重量342.Og、 点紋黒

色片岩製。

23
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29～ 32 黒褐色土出土石器

38 黒色粘土出土石器

S=1/2

Fig。 19 S D203出 土石器
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第4節  第4調査区
A区の調査

第1項 概要
第2・ 3調査区の北25m

付近に設置した調査区で

ある。第9次調査同様スタ

ジアムの建設予定地にあ

たる。ベースは黄灰色シ

ル トで、現代造成土 。現

代耕土・床土と考えられ

る淡掲色細砂除去後すぐ

に検出した。近世と考え

られる溝 S D405、 古墳時

代後期～飛鳥時代と考え

られる溝 S D406～ 409、

時期不明の溝 S D429、 時

期不明の土坑 S K411な ど

を検出した。

第2項 検出遺構・
遺物
溝

S D405 (Fig.22)

調査区北側を東北方向

から南西方向へ走る溝で

ある。 S D406～ 409を 切

る。幅184～ 312cm、 深さ

SD40フ～409

X=140040000

10 褐灰色細砂(ラミナ形成し粒子細かい) 18 時灰色細砂(水平ラミナ多く形成する) 0

Ｈ
＝
〕
３

∞
ｏ
ｏ
ｏ
ｏ

第4調査区の調査

SD407ヘン409

0                         8m

Fig.20 第4調査区A区全体図 (S=1/160)

＝

＝

――

十

１

１

1 褐色■(造成上)
つ 暗青灰色砂質土 (現代却f■ )
3 淡褐色砂質上
4 淡IFJ灰色細砂
5 灰褐色砂質土(ベースt)
6 黄灰色細砂
7 黄褐色細砂
8 褐灰色lu砂
9 褐灰色細砂 (ラミナ形成し粒子粗い)

■ 暗褐灰色砂質土
12 褐灰色砂質土
13 暗灰色砂質■
14 黒灰色砂質土(水平ラミナ多く形成する)22 '音褐色粗砂(水平ラミナ多く形成する)
15 暗灰色砂質上(水平ラミナ多く形成する)23 灰褐色砂(水平ラミナ多く形成する)
16 褐灰色砂質■(水平ラミナ多く形成する)24 褐灰色砂質■(地山ブいック少量含む)
17 灰褐色砂(水平ラミナ多く形成する)  25 掲灰色砂質±           27 淡灰色細砂
18 暗灰色細砂(水平ラミナ多く形成する) 26 1音褐色砂FFR1           28 灰IP色細砂

Fig.21 第4調査区A区壁面上層図 (S=1/80)
25
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21 暗灰色細砂|よ平ラミナ多く形成する)

L=11000m

西壁土層断面図

南東壁面上層断面図



40～ 50cmを測る。断面緩やかな「u」 字形を呈し、底部形態は一

部起伏を有するものの、基本的にはなだらかである。底部標高は

100m前後で、5cmの高低差を有して西側へ傾斜する。埋土は基

本的に葉理を形成する黄灰色細砂で、浚渫などの痕跡は一切見ら

れず、洪水等による短期間の埋没を窺わせる。出土遺物は少ない

が、近世のものと考えられる焙烙片が出土していることから、近

世以降に埋没する溝と考えられる。この溝の埋土は中の池遺跡全

域に広がる旧水田床土となっている黄灰色シルトと類似し、第9

は灰褐色を呈し、2mm程度の長石粒を含む。

甕

2は底径8,7cm、 残存高6.5cmを測 り、やや ドーナ

ツ状に窪む底部と直線的に立ち上がる体部を有す

る。内外面表面劣化のため調整等は不明である。胎

土は灰褐色を呈し、3～ 5mm程度の長石粒を比較的

多量に含む。

S D407～ 409 (Fig。24)

調査区中央付近を南東から北西に横切る

溝群である。3本の溝が一体となって存在し、

S D 405に切られる。 S D409、 408、 407の

順に形成されたものと考えられる。 S D 409

は推定幅260cm前後、深さ40cm前後が想定

され、断面なだらかな「U」 字状を呈し、底

部形態はやや起伏 に富む。 S D408は 幅

190cm前後、深さ36cm前後を測 り、断面形

態は逆台形を呈する。底部形態は比較的フ

ラットである。 S D407は 幅13cm前 後、深さ

30cm前後を波jり 、断面「U」 字形を呈する。

1 黄灰色細砂   4 褐灰色細砂
2 黄褐色細砂  5 褐灰色細砂 (ラミナ形成し粒子粗い)
3 灰白色lfI砂   6 褐灰色細砂 (ラミナ形成し粒子細かい)

0                        2m

ｍ

〓・０６・Ｓ

次調査ではこの層から18世紀の染付椀が出上していることを考え Fig.22 S D405土 層断面図 (S=1/40)

ると、 S D405の埋没の契機となった洪水が、付近全域を覆ったものであった可能性がある。

S D405は北側7mの位置にある里道に平行しており、条里境界線に当たる可能性がある。

S D406

調査区東半を南北に走る溝である。 S D405に切られる。幅128～ 152cm、 深さ10～ 20cm程度を測る。断面浅い

「U」 宇形を呈し、底部形態はフラットである。調査区北端と南端で底部のレベル差はほとんどない。埋土は褐灰色

砂質土を主体とし、擾乱のため堆積構造は不明瞭である。埋土内から弥生土器、須恵器、石器が出土した。

S D406出土遺物 (F1923)

弥生土器鉢 (1)、 甕 (2)が出土した。

鉢

口唇部にはキザ ミがみられやかで短い。１

　

ヽ
　

タ

ず

内

0                          10cm

Fig。23 S D406出 土土器 (S=1/3)
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Fig。24 S D407～ 409土層断面図 (S=1/40)

底部形態は比較的フラットである。埋土はいずれの溝も暗褐色砂質シルトを主体とし、葉理を形成することから、

流水があったものと考えられる。 S D409の 底部レベルは標高9,9m前 後で、調査区北西端と南東端でほとんどレベ

ル差は見られない。

う
々



第4調査区の調査

S D408 出土遺物 (日 g.25)

二次加工ある剥片が出土した。

自然面を打面とした粗割素材IIを 素材とし、両側面は斑晶によつ

て折損している。折損面と剥片端部に調整を施す。完形で、最大長

13.5cm、 最大幅6.7cm、 最大厚 1 9cm、 重量 186.Og、 サヌカイト製。

S D429

調査区南西隅に位置する溝である。幅64cm、 深さ34cm前後を測

り、断面形態は「u」 字形を呈する。埋土は褐灰色砂質土を主体と

し、堆積構造は擾乱のため不明瞭である。第2調査区ではこの溝の

延長は確認しておらず、第2調査区と第3調査区の間の現状水路の場

所に続くものと考えられる。遺物等は出土せず、時期等は不明であ

る。

S K4刊 1(Fig.26)

調査区南西隅 G・ H4区 に位置する土坑である。長軸 116cm、 短

軸70cmの隅丸長方形を呈し、断面逆台形を呈する。底部形態はフ

ラットで、埋土は上層が灰色細砂、下層が暗灰色細砂である。当初木桔墓

の可能性を疑つたが、埋土の状況および断面形態等からその可能性は低い

と考える。遺物の出土がなく、時期等は不明である。

第5節 第4調査区BoC区の調査

第1項 概要
A区同様スタジアムの建設予定地である。第9次調査で検出した水田の延

長が存在する事が予想された。調査の結果、第9次調査で検出した旧河道と

同一の堆積構造を持つ旧河道が存在し、弥生時代前期の下層水田、弥生時

代終末～古墳時代前期の上層水田の2面の水田を検出した。また、上層水田

の上面においても溝などの遺構を検出し、合計3面の遺構面を確認した。以

下各遺構面ごとに解説する。

第2項 第1遺構面の検出遺構 。遺物
溝

S D402 (Fig 27)

レ

L=10800m
S N

1 黄灰色細砂 (黄褐色シルトブロックを主体とする)
2 灰色細砂
(暗灰色粘土ブロック合み酸化マンガン結核多量に含む)
3 暗灰色細砂

0                        2m

Fig。 26 S K4H平面図・土層断
面図 (S=1/40)

黄褐灰色ンルト

Fig.25

S=1/3

S D408出 土石器

調査区を西から東にかけて横切る溝で、 S D404を 切 り、 S X401に 切ら

れる。幅56～ 72cm、 深さ26cm前後を測

り、断面「U」 字形を呈する。底部の形
L弓
評
Om                    

「
  丁

状はフラットであり、底部のレベル差は                          1黄 灰色ンフレト

調査区西端と東端でほとんどない。若干     ~~~~~― 二覇未■主竿Z奮至
==三
イ  ::藝据侯甜 ;SX401    ゥ

湾曲しつつ座標東西線に沿って存在 し、

W5° 11′ 39″ Sの方位を有する。この
卜10 800m             L=10800m

方位は那珂郡条里や地形傾斜に沿った弥  N        S       N      S
1

舗雛⊆縦γ崩握魂濯籍彊
―
早
円
と
電
プ
琳
符は不明確である。埋土内より石器や奈良     SD4C

時代の瓦などが出土した。      Fig。 27 第4調査区B・ C区第1遺構面各種遺構土層断面図(S=1/40)
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Fig.28 第4調査区 B

S D402出土遺物 (日g.29)

土師器土製品 (1)、 平瓦 (2)が出土した。

土師器土製品

1は最大径2.7cmを 測る円錐形の形態を有

し、手づ くねで成形する。表面劣化のため

調整等は不明である。胎土は2mm程度の長

C区第1遺構面全体図 (S=1/160)

″ :

Fig.29 S D402出土土器・瓦 (S=1/3)

28

2は厚さ2.3cmを 測る広端面の破片である。



第4調査区の調査

端面を斜めに切っており、凸面に縄日、凹面に粗い布目を有する。胎土は砂粒が少なく精良で、焼成は灰褐色で堅

緻である。表面は磨減が進んでおらず、残存良好である。

S D404 (Fig 27、  Fig.30)

調査区を北西から南東にかけて横切る溝である。 S D402、 S X401に 切られる。 S D404よ り北東狽1は微高地に

なっており、この溝は微高地直下の傾斜変換点に存在することになる。幅48cm～ 56cm、 深さ10cm前後を測 り、断

面形態は浅い「U」 字形を呈する。底部形態は比較的なだらかである。調査区北西端と南東端の底部レベルは約

5cm程度の高低差を持って南東側へ傾斜する。埋土は暗灰色粘質土を主体とし、葉理を形成することから流水があ

ったと考えられる。埋土内より弥生土器の細片が出土したのみで、時期決定は困難だが、下層に存在する溝 SD
426が弥生時代末から古墳時代初頭のものであることから、それ以降の時期が考えられる。

不明遺構

S X401 (Fig 27)

調査区北東隅に位置する浅い落ち込み状の遺構である。深さ18cm前後を測り、断面浅い「U」 宇状を呈する。底

部は起伏に富み、底部レベルも一定しない。埋土は黄灰色シルトを主体とし、葉理を形成するなど水流に伴って埋

没したことがわかる。埋土はAtt S D405と 類似 し、位置的にもS D405延長

付近に位置することから、S D 405廃絶の契機となった洪水によつて廃絶し

た遺構と考えられる。埋土内から石器、古墳時代の須恵器壺などが出土した

が、遺構の年代を決定するものではない。

第3項 第2遺構面の検出遺構 。遺物
溝

S D426 (Fig 30)

調査区を北西から南東にかけて横切る溝である。第1遺構面 S D404と ほぼ

同じ位置にあたり、 S D404同様微高地直下の傾斜変換点に存在することに

なる。幅68cm～ 104cm、 深さ30cm前後を測り、断面形態は浅い「U」 字形を

呈する。底部形態は比較的なだらかである。調査区北西端と南東端の底部レ

ベルは約5cm程度の高低差を持つて南東狽」へ傾斜する。埋土は灰褐色細砂を

主体とし、葉理を形成することから流水があったと考えられる。

S D426出土遺物 (Flg 31)

古式土師器甕が出土した。

水口付近から出土した土器で、復元口径 14.6cm、 残存高4 6cmを 測 り、「くJ

字状に強く外反する日縁部を有する。器壁は3mm前後と薄く、胴部は強く張

る。内外面表面劣化のため調整等は不明である。胎土は3mm程度の長石粒を

少量含み橙褐色で、比較的精良である。調整等が不明なため正確な型式比定

は困難であるが、下川津IV式もしくはv式に相当するものと思われる。

水田 (上層水田 Fig 32・ 37)

調査区東側で検出した。Fig 37断面土層図中の12層 を母材とした10層 を作

土とし、初生の堆積構造を残す堆積土と考えられる9層で被覆される。9層は

暗灰褐色粘土であり、部分的に葉理を形成する。擾乱により堆積構造は明確

ではない。10層 は暗黄褐色粘土であり、9層 に比して葉理は見ら

れず、粒形は均質である。9層 はS D426と 一体のものであること

から、水田の灌漑用水路であった S D426を 中心として洪水堆積

物が運ばれたと考えられる。しかし洪水は急激なものではなかっ

たと考えられ、9層 ・10層の違いはわずかであつた。このため水

日の面的な検出は困難であつただけでなく、覆土である9層 その

0                         10cm

Fig。 31 S D426水口付近出土土器

(S=1/3)

ｍ

軸一Ｗ
1 灰白色細砂 (水平ラミナ多く形成する)
2 灰色粘土 (貫入)
3 灰褐色細砂 (寸断されたラミナみられる)
4 灰褐色細砂 (水平ラミナ形成し径5mmの角のとれた地山ブロンク合む)
5 灰色細砂

0                     1rn

SD426土層断面図

褐色土 (造成上)     9 暗褐色f.q砂 (SD426)
暗緑灰色砂質土 (或代耕土)10暗 黄褐色粘土
灰白色砂頸土      H暗 黄灰色粘土

暗灰色粘質土 (SD404)  12黄 灰色粘土
暗灰色粘質±      13黒 色粘土

(砂礫多い)(SD404)   14黄 白色粘土
灰褐色砂質±      15暗 灰色粘土

灰褐色細砂        16灰 色粘土

暗灰褐色粘±      17暗 灰色粘質土

SD404・ 426南壁土層断面図

Fig.30 S D404。 426土層断面図

(S=1/40)
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ものについても初生の

堆積構造を残 した層で

あるか、耕作による撹

乱をうけた層であるか

で意見が分かれた。こ

の土層の評価について

は第7章6節 において詳

述するが、結論を述べ

ると、9層 は南壁付近

東側のみが初生の堆積

構造を残 した層で、そ

れ以外の部分は決水堆

積物を母材 とした作土

であったことが判明し

た。したがって検出し

た水田面は初生の堆積

構造を残す堆積物で覆

われた畦畔 (実線)と 、

1面 上層 に存在 したは

ずの水田の畦畔 (いわ

ゆる擬似畦畔 B。 破線

部分)を 混同して検出

したことになる。資料

の使用に際してはこの

点 に留意 いただ きた

い。

以上の前提を踏まえ

て検出畦畔を槻観する

と、 各 水 田 は一 筆

作土 ヽ

破線部分|よ擬似河畦畔

―
＝

――

十

Ｉ

Ｔ

＜
＝
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⇔
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Ｎ
や

Φ
Φ
Φ

く́
―‐
＝
］
⇔
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〇
〇
〇
〇
〇

X線試料B
採集地点

へが

X==140020000

0                         8m

Fig。32 第4調査区B・ C区第2遺構面 (上層水田)全体図 (S=1/160)

200cm× 250cm前後の方形を呈し、それぞれに水口を有する。調査区南東端と中央北寄 り付近には畦畔で挟まれた

水路状の空間があり、それぞれ S D426に 取 り付 く。水日は畦畔が複雑に配置され、 S D426に 取 り付 く部分には島

状の高まりを有する。 S D426に は堰状の遺構は見られない。水田面のレベルは北西から南東へと傾斜する。これ

らの事からS D426は調査区付近では排水の機能を有していたものと考えられる。これらの水田を灌漑した基幹水

路は今のところ不明であるが、地形傾斜の点からも調査区西側のいずれかの地点に求められよう。

水田の時期についてであるが、水日付近 S D426埋没段階の上層から弥生時代終末期～古墳時代初頭の土器が出

土していることから、おおむねその時期に該当するものと思われる。

上層の水田耕作の際畦畔の部分にあたつていたため

削り残された初生の堆積構造を残す氾濫堆積物   上層の作上下画

上層水田作土

上層の水田耕作の際畦畔の部分に
あったため削り残された上層水田作土

※この他にも破線部分は上層水田作土内に残さ4た上層
水田畦畔の形成する擬似畦畔の可能性も考えられる。
いすれにせよ破線部分の扱いには注意が必要である。

Fig.33 第4調査区B区上層水田堆積状況模式図

”
〔

遺構検出面
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第4調査区の調査

上層水田覆土 (初生の堆積構造を残す部分)
Ⅷ 上層水田作土
の 下層水田覆土
‐ 下層水田作土

満 m――一一一―一
―

ツト
ー
⌒ヽ

一

―
―――
=rr_二 =―― =fr―

主主
==二
Er~

V姜 等 攀 尋 等 義 券 等 奉 義 峯 學 察 幕
=

Fig.34 第4調査区BoC区 壁面上層概念図 (縦方向を倍に強調 )
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Fig,35 第4調査区BoC区第3遺構面 (下層水田) 全体図 (S=1/160)
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第4項 第3遺構面の検出遺構 。遺物

水田 (下層水田)(日 g35～ 38)

調査区東側で検出した。調査区下層に存在す

る河川の最終堆積時に生 じた浅谷を利用 して形

成されている。断面土層図中の50層 を母材 とし

た22層 を作土 とし、初生の堆積構造を残 した氾

濫堆積物 と考えられる19層 で被覆される。19層

は暗灰色細砂であり、部分的に葉理を形成する。

22層 は暗灰色細砂であり、19層 に比 して葉理は

見られず、粒形 もやや砂が混じる。また、酸化

鉄斑紋をやや多 く含むことも特徴である。 19層

は上層水田9層 に比 して堆積構造は比較的明確

で、初生の堆積構造を残 した氾濫堆積物である

可能性が高い。 しかし上層水田同様シル ト・粘

土サイズの粒径の堆積物によつて構成されるた

め、作土との判別は上層水田同様困難であつた。

水田の形態は第9次調査で検出したものと非常

に類似 しており、一筆15m2～ 5.2m2程度の不定形

な形態を有する。主に浅谷の方向に沿って長軸

を有 し、断面観察からは東狽‖微高地方向へは広

がっていなかったと考えられる。しかし西側ヘ

は若干微高地方面への作土の広が りが見られ、

部分的に標高の高い部分も存在 した可能性があ

る。灌漑水路等は見られず、畦畔越 しの配水を

行ったものと考えられる。作土は複数の土層で

構成されており、作土直下には溝状の窪み (S

D427・ 428)が存在する。 S D428は 断面「U」

字形を呈 し、底部は若千起伏を有する。溝底部

は北壁―南壁間で約5cm程度の高低差を持って北

側へ傾斜する。埋土はセクションA― Afでは作土

である3層 に覆われ、溝内には水田作土と非常に

類似する7層が存在する。しかし肩部には作土と

類似 し、亜角礫状の粘土ブロックを含む層が存

在する。セクションB_BIでは砂を主体とし、葉

理を形成する10層 の上位にやはり粘土ブロック

を含む9層が堆積、更に上位に作土に類似 し葉理

などを形成しない8層が存在、これらを切る形で

作土に類似する7層が存在する。この事からSD
428は 水流があったものの、埋め戻しと掘削が複

数回行われ、最終的に下層水田の作土によって

埋められている。このような状況は経年耕作の

中で、耕作に伴い掘削 して水路 として使用する

場合と、埋めて耕作面として使用する場合があ

/

0                              10m

Fig.36 第4調査区B・ C区下層水田作土除去後 (S=1/250)
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柱状試料

採取地点

料

４ 4   17  11

試
料
Ｄ

18   13  20 13 19 1 241 24 20 1 31   22 21 1 25

49中 11

ｍ０６０〇

一
Ｅ

〓

試
料
Ａ

28 29 30

22  23 27    22

プラント オパール分析ほか試料採取地点

0                         4m

48 黄灰白色ンルト
49 褐灰色砂質土 (ラミナ形成せず均質 )
50 暗灰褐色砂質土
51 灰黄褐色砂
52 嗜灰褐色砂質土 (黄褐色粘土プロック少量含む)
53 黄灰色砂 (SX401)
54 暗灰色粘土
55 灰白色細砂 (SD402)

L=10700m
W

第4調査区BoC区南壁土層断面図 ※。|よ試料採取地点

第4調査区B・ C区北壁土層断面図

16 褐色中粒砂
17 暗灰色粘質土 (粒形細かく鉄斑文多く含む)
18 暗褐灰色粘質土 (粒形細かく鉄斑文多く含む)
19 暗灰色細砂 (粒形非常に細かくラミナ形成 )
20 暗灰色細砂 (径5～ 30mmの黄褐色粘土ブロックを主体とする)
21 暗褐色細砂 (径5～ 10mmの黄褐色 暗灰色粘土ブロックを多量に合む)
22 暗灰色細砂 (鉄斑文多く含む)
23 暗褐灰色細砂
24 暗褐灰色細砂 (径5～ 20mmの黒色粘土ブロック多く含む)
25 暗灰褐色粘土 (鉄斑文含み粘性強い)
26 黄灰色粘土 (不純物少なく粘性強い)
27 黒色粘土 (下面の凹凸淑しく一部水平層あり。有機物多く含咎)
28 黄自色粘土 (不純物少なく粘性強い)
29 暗灰色粘土 (不純物少なく粘性強い )
30 灰色粘土 (不純物少なく粘性強い)
31 黒灰色粘土 (起伏少なく粘性強い )

"L=10700m

試
料
Ｃ

拇５．４０

1 褐色土 (造成土 )
2 暗緑灰色砂質土 (現代耕土 )
3 灰白色砂質土 (床土 )
4 暗灰色粘質土 (酸化マンガン結核多く含む)
5 暗灰色粘質土 (水平ラミナ多く形成する。SD4∝埋土 )
6 灰褐色細砂 (寸断されたラミナ形成しやや粒子粗い。乾燥するとブロック
状に崩壊。8層との境界付近に横方向のラミナ多く形成する)

7 灰白色細砂 (ラミナ)
8 6層と同質だが粒子細かい
9 暗灰褐色粘土 (ラミナ形成するがやや寸断される)
10 暗責褐色粘土 (ラミナほとんど形成せず粒形均質 )
11 灰白色細砂 (洪水砂 ?鉄斑文含む)
12 暗黄灰色粘土 (ラミナほとんど形成しない)
13 灰白色細砂 (ラミナ)
14 灰褐色細砂
15 暗褐色細砂

32 暗灰褐色粘土 (有機物多く含む )
33 褐灰色粘質土 (土器・礫多く含む)
34 灰褐色細砂
35 褐灰色砂質土 (礫多量に含む)
36 黄灰白色ンルト
37 灰褐砂 (こぶし大の礫多量に含む)
38 灰褐色細砂 (6層と類似し、粒子網かい)
39 暗黄褐色粘土 (10層 に類似し、粒形細かい)
40 暗灰色砂 (ラミナ形成し粒子やや粗い)
41 暗灰色粘質土 (17層 に類似し、やや砂粒多い)
42 褐色中粒砂 (土器少量合む)
43 褐灰色砂質土 (ラミナ形成せずしまり良い)
44 帽灰色シルト
45 暗灰色ンルト
46 暗褐色シルト
47 暗褐灰色シルト(砂粒少量含む )

Fig.37 第4調査区壁面上層断面図 (S=1/80)
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つたと説明することが可能であると考える。

各水田のレベルはFig。35の通りであり、全体とし

て北に向かって僅かに傾斜する。第9次調査で検出

した水田と一連のものと考えられ、堆積や規模な

ど類似点が多い。第9次調査検出水田面の標高が

98m前後であり、今回検出した水田の田面とはお

およそ20cm前後の高低差を有する。

水田の時期については覆土からの遺物の出土が

なく、下限は上層水田の年代をあてざるを得ない

が、上限については下層の S D428か ら弥生時代前

期中葉の土器が出土していることや第9次調査の成

果を合わせて考えると水日の時期は弥生時代前期中葉を前後する時期と考えられる。

暗灰色細砂 (下層水田作土)出土遺物 (Fig,39)
石器

打欠石錘が出土した。

扁平な軟質砂岩を素材とし、紐掛け部以外に一部調整を加えて

整形している。完形で、最大長8.4cm、 最大幅7.7cm、 最大厚 1.8cm、

重量 177.9g。                         _
S D428出土遺物 (Fig,40・ 41)

土器 (Fig 40)

弥生土器壼 (1)が出土した。

1は肩部の破片である。残存高3.3cmを 測 り、3条以上の沈線を施

し、沈線際を掻き取る事によつて削 り出し突帯状に仕上げる。内

外面表面劣化のため調整等は不明である。胎土は1～ 2mmの 長石粒

をやや多く含み、橙褐色を呈する。

石器 (Fig 41)

スクレイパー (2)、 楔形石器 (3)が出土した。

スクレイパー

2は スクレイパーである。背部および両側辺を折損しているが、折損面に調整がみられる

ことから、剥片の打面および両側辺を意図的に切断したと考えられる。刃部は両刃で、腹面

側を調整した後、背面側に調整を施している。背面左側・腹面右側の刃部の稜線の磨滅が著

しく、微細剥離痕が背面左側刃部に確認できることから、使用が背面左側に偏つていたこと

が伺える。完形で、最大長4.3cm、 最大幅5,7cm、 最大厚 1.lcm、 重量30.6g、 サヌカイト製。

楔形石器

3は楔形石器 (楔形石核)である。対向する2側縁から中心に向かって小型の剥片が剥離されている。下端部は階
段状剥離が顕著であり、上端部は自然面で構成される。最大長3 5cm、 最大幅4 1cm、 最大厚 1.lcm、 重量20.5g、 サ

ヌカイト製。

第4調査区の調査

L=10500m

L=10500m
W  B

Fig.38 第4調査区BoC区 第3遺構面 S D427・ 428及び
水田断面図 (S=1/80)

0                10cm

S=1/3

Fig.39 暗灰色細砂 (下層水田作土 )

出土石器
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Ｒ
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学

F18・40 S D428出

土土器 (S=1/3)

0                                        10cm

S=1/2

S D428出土石器
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第5項 第4遺構面の遺構
今回の調査では土層図中第27層 の黒色粘土が形成する起伏が、耕作関係の遺構である可能性を考えるため、27層

直上での遺構検出を試みた。結果、27層 の起伏は平面では斑紋状に見え、均質に展開し、特に畦畔を形成したりは

しなかった。後節にて詳述するが、この27層の起伏は地震によつて形成された変形構造であると考えられる。

第6節 第4調査区D区の調査

o                           8m

Fig.42 第4調査区D区全体図 (S=1/160)

♭

10    SD412
1 桐色土 (遣成■)       10 黒色粘土

2 H音青灰色砂質上 (現代耕上)  11 灰樹色砂質上 (15層とは粒径楽なる)
3 淡褐色細砂
4 淡褐灰色Fll砂

12 暗灰色砂質上(炭化杉多且に含む)
13 f■灰色粘上

L=■ 0011n

♭

蜀F::藩餐侯雹欺砂ψミナ形硼  ユ揆琶缶衰踏
7 褐色砂質■ (ラミナ形成し粒子Ilい )15 灰褐色砂質■
8 黒灰色粘質■         16 晴褐色粘質」:

9 黒褐色砂質±         17 暗灰樹色鶏lll上 (しまり長い)

Fig。43 第4調査区D区南壁土層図 (S=1/80)
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第4調査区の調査

第1項 概要
A・ B・ C区同様スタジアムの建設予定地である。第9次調査で検出した大溝 (S D209)の 延長が存在する事が

予想された。調査の結果、第9次調査 S D 209の 延長に当たる大溝 S D412を 検出したほか、近世の溝、不定形小型

ピット群多数等を検出した。不定形小型ピット群は調査区東半に集中し、部分的に密集する。埋土は暗褐色シルト

を主体とし、部分的にベースの黄褐色シル トと葉理状に交錯する部分も見られる。第9次調査南区で大量に検出し

たものと同じものであり、その性格は不明である。耕作痕跡の可能性もあるが、ベース土と混じつている部分もあ

り、一概には決定しがたい。広範囲に分布し、その範囲が旧河道上のシルト分布範囲に限定されるなど立地に規制

されて分布する傾向がある。あるいは地

震による変形構造の一部かもしれない。

第2項 検出遺構・遺物
溝

S D410 (Fi9 44)

調査区西側を南北に走る溝である。幅

76～ 100cmと 一定しない。断面形態は浅

い皿型を呈するが、底部は起伏がある。

埋土は黄灰色細砂を主体とし、円礫状責

褐色粘土ブロックを少量含む。形態 。埋

土の状況ともにB ttS X401に 類似し、洪

水により廃絶した近世の遺構と考えられ

る。埋土内より弥生土器細片、須恵器

壷・甕、土師器釜などが出土したが、図

イとできるものは無かった。

1 黄灰色細砂
2 黄灰色細砂
(黄褐色粘土プロック含む)
3 黄灰色細砂
(暗褐色粘土プロック多く合む)
4 褐色砂質土

ｍ

柳一ＷS D412(Fig 45)

調査区西側 を南北に走る溝である。幅

416～ 504cmと 一定しない。断面なだらか

な逆台形を呈し、底部は比較的平坦であ

る。埋土はほぼ水平堆積を示し、人為的

な浚渫等の痕跡は見られない。最下層に

0                       2m

Fig,44 S D410平面図・土層断面図 (平面 S=1/160、 断面 S=
1/40)

L=10600m
W E

欄色砂質Ji(ラミナ形成し粒子狙tう

黒灰色粘質主 (砂粒多く合み、鉄斑設沈をする)
fTH灰 色粘■ (砂粒と炭イヒ物少鳳舎む)
噌灰色III t(3殖 に比して砂壮少なくラミナ形成する)
黒色粕■ (有機物多く合み 下部が乱れる)
黒掏色砂lR■ (経5mm程度の際を合みラミナ形成する)
灰色粘■(炭イヒ物含みラミナ形成する)

資灰色砂 (ベースの砂に女褐色4tt■ プロックまじる)

13 H旨 灰褥色砂質士(径 10～ 30mmの角のあるブロック■含む)
14 灰将色砂質■ (径 10～ 30mmの 角のあるブロック■含む)
15 灰欄ζ砂質土 (灰 色粘■ブロックを多1とに含む)

Fig.45 S D412縦横土層断面図 (横断面S=1/40、 縦断面 S=1/80)



は暗灰色粘土ブロックを多量に含む灰褐色シルト質粘土 (15層 )、 その上層に混入物が少なく、葉理を形成する灰

色粘土 (7・ 9層 )が堆積する。その後有機物を多量に含む5層が堆積するが、この層の下面は者しく乱れ、断面観

察からは動植物など生物による擾乱が行われた結果であると考えられる。おそらく湿地状となり植物等が繁茂する

環境となったと思われる。その後再び葉理を形成する暗灰色粘土 (4層 )が堆積し、最終的には砂礫を多く含む黒

灰色シルト質粘土 (2層 )で埋没すると考えられる。縦断面の観察からは各土層が南から北に緩やかに傾斜してお

り、下層の葉理も、南から北へと非常に緩やかな水の流れが存在したことを示している。第3調査区S D203と 同一

の溝と考えられるが、堆積状況は著しく異なり、部位によつて溝の管理方法が異なる可能性がある。

S D412出土遺物 (Fじ 46～ 54)

土器 (Fig 46～51)

黒灰色粘土出土土器 (Flg。46)

弥生土器壺 (2)、 甕 (1)が出土した。

重

2は復元底径 H.7cm、 残存高5,7cmを 測 り、やや上げ底の底部と広 く開く体部を有する。内外面表面劣化のため調

整等は不明であるが、外底面には僅かにヘラミガキが残存する。胎土は2～ 7mmの 長石粒を多く含み、暗褐色を呈

する。

甕

1は復元口径27 7cm、 残存高16.Ocmを 測る。直線的な体部と口縁部を有し、外面口縁部直下には突帯を有する。

突帯直下には8条のヘラ描き沈線を施し、口縁部及び沈線直下には竹管文を施す。内外面被熱により調整等は不明

である。胎土は2～7mmの 長石粒を多量に含み、暗褐色を呈する。

黒褐色砂質土出土土器 (日946)

弥生土器壷 (3)が出土した。

3は復元口径 17 7cm、 残存高12.2cmを 測り、直立する頸部と広く広がる口縁部を有する。頸部外面には7条の
ヘラ

描き沈線と2条のキザミを有する貼り付け突帯を有し、日縁部内面にも断面三角形の貼 り付け突帯を施す。日縁部

内面の突帝は全周せず、一部分で捲れ返る。口唇部には僅かに沈線を有するが不明瞭である。内外面表面劣化のた

め調整等は不明である。胎土は2～ 7mmの長石粒を多量に含み、橙褐色を呈する。

暗灰色粘土出土土器 (Flg.46・ 47)

弥生土器壼 (4～ 13)、 甕 (14～ 19)、 鉢 (20)が出土した。

重

4は復元回径 15,8cm、 残存高11,lcmを 測り、広く広がる日縁部を有する。頸部外面には5条のヘラ描き沈線を有す

るが、表面劣化のため不明瞭であり、内外面の調整等も不明である。5は推定回径 19 0cm、 残存高12.2cmを 測 り、

長 く伸びる頸部と、広 く広がる日縁部を有する。頸部外面には8条のヘラ描き沈線を施す。内外面表面劣化のため

調整等は不明である。6は残存高6.5cmを 測 り、広 く広がる口縁部の破片である。頸部外面には4条以上の
ヘラ描き

沈線を有するが、内外面表面劣化のため調整等は不明である。7は復元口径 17.Ocm、 残存高5.Ocmを測 り、広く広が

る日縁部を有する。口縁部外面に縦方向のヘラミガキをした後、頸部外面に横方向の密なヘラミガキを施す。内面

はユビオサエの後横方向の粗いヘラミガキを行う。8は復元口径20.3cm、 残存高7.2cmを測 り、長 く広 く広がる日縁

部を有する。頸部外面には1条以上の断面台形の貼 り付け突帯を有し、突帝際はヘラ状工具によりなでつける。内

外面表面劣化のため調整等は不明である。91よ復元胴部最大径 18.Ocm、 残存高9 2cmを 測り、胴部最大径が下位にく

るやや寸胴の壺である。胴部中央には1条のキザミを有する貼り付け突帯を有する。内外面表面劣化のため調整等

は不明である。10は底径 14.2cm、 残存高7.2cmを 測 り、平坦な底部と湾出しながら立ち上がる体部を有する。内外

面表面劣化のため調整等は不明である。Hは広口壺の頸部と考えられる。残存部の最大径 10 4cm、 残存高7.lcmを

測 り、外面に5条以上の貼 り付け突帯と、円形浮文を貼り付ける。円形浮文は不規則な配置を見せる。内外面表面

劣化のため調整等は不明である。12は底径4.8cm、 残存高7 6cmを測 り、やや上げ底の底部と、緩やかに湾曲しなが

ら立ち上がる体部を有する。内面表面劣化のため調整等は不明であるが、外面はナデ調整を行う。13は底径9,8cm、

残存高11.8cmを 測り、平坦な底部と直線的に立ち上がる体部を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明である。



第4調査区の調査

胎土は4・ 9・ 12が褐灰色を、5'6・ 11・ 131ま橙褐色を、7・ 8・ 10は 暗褐色を呈する。4・ 8・ 10。 12・ 13は 1～ 5mm

の長石粒を多量に、5'6・ 7は2～4mmの長石粒を少量、Hは 1～4mmの 長石粒とチャートを少量含む。

甕

14は復元口径 19。 2cm、 残存高7.5cmを 測り、逆「L」 宇状口縁を有するもので、日縁部上面を水平にする断面四角

形の口縁を有する。口唇部にはキザミを、日縁部外面直下には8条以上の半裁竹管による沈線を有する。本来8条沈

線であったが、一部沈線が切り合い9条を呈する。内面縦方向のヘラミガキ、外面ナデ調整を行い、外面には一部煤

が付着する。15は復元口径26.4cm、 残存高7.6cmを 測り、逆「 L」 字状口縁を有するもので、国縁部上面を外傾させ

る断面三角形の貼 り付け口縁を有する。日縁部外面直下には11条のヘラ描き沈線を有する。内外面表面劣化のため

調整等は不明である。16は復元回径20.6cm、 残存高13 0cmを 測 り、逆「 L」 字状口縁を有するものと考えられる。

日縁部外面直下には12条のヘラ描き沈線を有する。内外面ナデ調整を施す。17は復元口径 15,3cm、 残存高7.8cmを 測

り逆「 L」 字状口縁を有するもので、口縁部上面を水平にする断面四角形の日縁を有する。口縁部外面直下には4条

を1単位とする16条の櫛描き文を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明である。18は残存高7.Ocmを 測り、逆

「LJ字状口縁を有するもので、日縁部上面を水平にする断面三角形の貼り付け口縁を有する。口縁部外面直下には

櫛描き文と貼り付け突帯を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明である。19は残存高3.5cmを 測る如意状口縁

の破片で、長 く伸びる日縁部を有する。内外面ナデ調整を施す。胎土は15が褐灰色を、18・ 19は橙褐色を、 14・

16・ 17は暗褐色を呈する。17は 1～ 5mmの長石粒を多量に、14・ 15・ 16・ 18・ 19は 2～4mmの長石粒を少量含む。

鉢

20は残存高4,9cmを 測る破片である。細片のため詳細は不明である。胎土は橙褐色を呈し、3mm程度の長石粒を

多量に含む。

この他にも結歯式の堅櫛が出土しているが、図化できなかった。

灰色粘土出土土器 (日 g.47～ 50)

弥生土器壷 (21～ 31)、 甕 (32・ 33・ 35～ 47)、 鉢 (34・ 49・ 50)、 高杯 (48)、 甕蓋 (51)が出土した。

壺

21は復元口径 18 5cm、 残存高8.3cmを 測り、強く湾曲して広がる日縁部を有する。頸部外面に7条のヘラ描き沈線

を施し、内外面表面劣化のため調整等は不明である。22は復元口径23.6cm、 残存高6.8cmを測 り、広 く広がる日縁

部を有する。日唇部には大きな単位のキザミを有し、内面横方向のハケ調整の後横方向のヘラミガキ、外面縦方向

のハケ調整の後縦横のヘラミガキを行う。口縁上端外面には横方向のハケ調整も見られる。23は残存高8.5cmを 測

り、細 く窄まった頸部と直線的に広がる日縁部を有する。日縁部内面に1条以上の突帯を貼り付ける。頸部外面に

は5条のヘラ描き沈線を施し、内面下半にはユビオサエの痕跡が残るが内外面表面劣化のため調整等は不明である。

24は復元口径 14.8cm、 残存高7 5cmを測 り、日縁部直下から強く屈曲して広がる口縁部を有する。頸部外面には2条

のヘラ描き沈線を有する。回縁部内外面に横方向のヘラミガキを施し、内面下半にはユビオサエの痕跡が残る。25

は復元口径 14.2cm、 残存高8.2cmを 測り、湾曲して広 く広がる口縁部を有する。頸部外面には2条のキザミを持つ突

帝を貼 り付ける。内外面表面劣化のため調整等は不明である。261よ頸部のみの破片である。頸部径 13 2cm、 残存高

8,7cmを測 り、比較的直立する頸部を有する。頸部外面には1条の突帝を貼り付ける。突帝際はヘラ】犬工具によリナ

デ付けるが、不明瞭である。表面劣化のため調整等は不明だが、外面には横方向のヘラミガキが残る。27は底径

7.Ocm、 残存高 H.9cmを 測り、平坦な底部と球胴形の体部を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明である。

28は底径6 0cm、 残存高9 9cmを沢Iり 、平坦な底部と球胴形の体部を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明で

ある。29は底径8.5cm、 残存高7.2cmを測り、平坦な底部と直線的に立ち上がる体部を有する。内外面表面被熱によ

る劣化のため調整等は不明である。30は底径7 5cm、 残存高9.8cmを測 り、円盤状の底部と湾曲しながら立ち上がる

体部を有する。底部付近にユビオサエ、体部外面に密なヘラミガキを、体部内面にナデ調整を施す。31は 底径

10.2cm、 残存高9.5cmを 測 り、平坦な底部と直線的に広 く開く体部を有する。表面劣化のため調整等は不明である

が、内底面にはユビオサエの痕跡が顕著に残る。胎土は21・ 23・ 24・ 28・ 29・ 30が掲灰色を、26・ 27・ 31は橙褐色

を、22・ 25は暗褐色を呈する。21・ 22・ 26・ 30は 1～ 7mmの長石粒をやや多く、23・ 27・ 29は 1～5mmの長石粒を多

量に、31は 1～2mmの 長石粒を多量に、24・ 25・ 28は 2～4mmの長石粒を少量含む。

39



奏

32は復元口径 18 2cm、 残存高12 5cmを 測る如意状口縁を持つものである。口縁部の屈曲は強く短い。日唇部には

キザミを、外面口縁部直下には2条のヘラ描き沈線を施す。体部内外面に板】犬工具によるナデ調整を施し、体部外面

には煤が付着する。33は復元口径23 4cm、 残存高11.8cmを 測る如意状口縁を持つものである。日縁部の屈曲は短い。

口唇部のキザミの有無は不明で、外面口縁部直下には10条のヘラ描き沈線を施す。体部外面に板状工具によるナデ

調整を施すが、表面劣化のため内面調整は不明である。体部外面には煤が付着する。35は復元口径36.5cm、 残存高

25 0cmを 沢1る 如意状口縁を持つものである。日縁部は短く、強く屈曲する。胴部はやや強く張る。日唇部のキザミ

の有無は不明であり、外面口縁部直下には4条のヘラ描き沈線を施す。内外面表面劣化のため調整等は不明であるが、

体部外面の一部には煤が付着する。36は復元回径30.2cm、 残存高10.4cmを 測る如意状口縁を持つものである。日縁

部の屈曲は「く」字状に強く短く屈曲し、胴部の張りは強い。口唇部にはキザミを、外面日縁部直下には6条のヘラ

描き沈線を施す。体部内外面に板状工具によるナデ調整を施し、体部外面には煤が付着する。37は残存高7.3cmを 波1

る如意状口縁を持つものである。器厚は7～ 8mmと厚手で、日縁部の屈曲は短い。口唇部にはキザミを持たず、外面

口縁部直下には1条の非常に細いヘラ描き沈線を施す。体部内外面に横方向の密なヘラミガキを施し、表面に化粧土

を塗布する。38は残存高9.3cmを 測る如意状口縁を持つものである。日縁部は短い。回唇部のキザミの有無は不明で、

外面口縁部直下には9条のヘラ描き沈線を施す。体部内外面に板状工具によるナデ調整を施し、内面には横方向のヘ

ラミガキを施す。体部外面には煤が付着する。39は残存高5.8cmを 測り、逆「L」 宇状日縁を有するもので、口縁部

上面を水平にする断面四角形の貼り付け口縁を有する。回縁部外面直下には8条のヘラ描き沈線を有する。内外面ナ

デ調整を施し、外面下半には煤が付着する。401よ残存高13.8cmを 測り、逆「 L」 字状口縁を有するもので、日縁部

上面を水平にする断面四角形の貼り付け回縁を有する。口唇部にはキザミを、日縁部外面直下には6条のヘラ描き沈

線を有する。内面ナデ調整、外面左上がりのハケ調整を施し、外面には煤が付着する。41は復元口径 16.Ocm、 残存

高10.Ocmを 測り、逆「LJ字状口縁を有するもので、口縁部上面を外傾させる断面三角形の貼り付け回縁を有する。

口縁部外面直下には4条 を一単位とする16条の櫛描き文を有する。表面劣化のため調整等は不明であるが、内面上端

には口縁部貼り付け時のユビオサエが残る。421よ復元口径20 7cm、 残存高17 3cmを 沢1り 、逆「LJ字状回縁を有す

るもので、日縁部上面を水平にする貼 り付け日縁を有する。日縁部外面直下には7条のヘラ描き沈線を有する。内面

下半を板】犬工具によるナデ調整した後、上半部をナデ調整する。外面は縦方向のハケ調整の後日縁部を貼り付ける。

体部外面には煤が付着する。43は復元口径29 0cm、 残存高8.lcmを 測り、逆「 L」 字状口縁を有するもので、口縁部

上面を外傾させる貼り付け回縁を有する。口縁部外面直下には4条のヘラ描き沈線を有する。内外面表面劣化のため

調整等は不明である。441よ残存高4.Ocmを 測り、日縁部外面直下には1条の貼り付け突帯と7条以上のヘラ描き沈線を

有する。内外面表面劣化のため調整等は不明である。45は底径6 1cm、 残存高7.4cmを測 り、平坦な底部と直線的に

立ち上がる体部を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明だが、底部には焼成後に円子しを穿つ。46は底径6.8cm、

残存高7.5cmを 測り、平坦な底部と直線的に立ち上がる体部を有する。外面ナデ調整、内面板状工具によるナデ調整

を施し、底部には焼成後両側から穿った円孔を有す。47は底径6.4cm、 残存高7.8cmを測 り、平坦な底部とやや窄ま

って直線的に立ち上がる体部を有する。内外面ナデ調整を施す。胎土は32・ 39'41・ 42・ 43・ 45。 461よ褐灰色を、

44・ 47は橙褐色を、33・ 35。 36・ 37・ 38・ 401よ 暗褐色を呈する。32・ 46は 1～ 7mmの長石粒をやや多く、35。 37・

41・ 42は 1～ 5mmの長石粒を多量に、39'40。 43・ 44は 1～ 2mmの長石粒を多量に、33・ 36・ 39・ 45・ 47は 2～4mmの

長石粒を少量含む。

高杯

48は 日径83、 器高6.8、 脚部底径5,lcmを 測 り、てづくね成形の後内外面ナデ調整を行う。胎土は暗褐色を呈し、

1～4mm程度の長石粒を比較的多く含む。

鉢

34は推定回径40cm前後、残存高13.8cmを 測り、如意状口縁を有するものである。比較的直立気味の体部を有し、

外面口縁成形時にユビオサエの後左上がりのハケ調整を施し、最終的にナデ調整を行う。内面は横方向の密なヘラ

ミガキを施す。49は残存高9,9cmを測 り如意状口縁を持つものである。口縁部は長い。外面表面劣化のため調整等

不明であるが、内面はナデ調整を施す。内面には煤が付着する。501ま残存高H2cmを測り、逆「 L」 宇状口縁を有
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]・ 2 黒灰色粘土出土土器

3 黒掲色砂質土出土土器

(S=lβ )Fig,46 S D412出 土土器 (1)
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4～ 20 暗灰色粘土幽土土器

0                          10ctn

Fig47 S D412出 土土器 (2)(S=1/3)
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第4調査区の調査

0                                                  20cm

Fig.50 S D412出土土器 (5)(S=1/3)
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58・ 59 灰色砂質土

60 帰属層位不明土器

60

Fig。51 S D412出土土器 (6)(S=lβ )

するもので、回縁部上面を外傾させる断面三角形の貼り付け口縁を有する。器厚は3～4mmと やや薄手で、日縁部

外面直下には2条のヘラ描き沈線を有する。外面ナデ調整、内面表面劣化のため調整等は不明である。胎土はいず

れも褐灰色を呈し、34は 1～5mmの長石粒をやや多く、49は 1～5mmの長石粒と赤色酸化土粒を少量含む。

甕蓋

51は天丼部径6.3cm、 残存高7.2cmを測り、広く湾曲する体部を有する。内外面ヘラミガキを施すが残存状況は良

好でない。胎土は暗褐色を呈し、3～5mmの長石粒を比較的多く含む。



第4調査区の調査

灰褐色砂質土出土土器 い g50。 51)

弥生土器壺 (52～ 55)、 甕 (56・ 57)が出土した。

壺

52は復元口径 18.4cm、 残存高7.4cmを測 り、広 く湾曲して広がる口縁部を有する。顎部外面には6条以上のヘラ描

き沈線を有し、沈線の際を描き取って削り出し突帯状に成形する。口縁部内外面に横方向のヘラミガキを施す。53

は底径9.2cm、 残存高 12.Ocmを 測 り、平坦な底部と比較的直線的に広 く開く体部を有する。内面表面劣化のため調

整等不明であるが、外面は全体を縦方向にヘラミガキした後底部付近に横方向のヘラミガキを施す。54は底径

8.8cm、 残存高3.8cmを 測り、平坦な底部と直線的に広く開く体部を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明で

あるが、内底面にはユビオサエの痕跡が顕著に残る。55は底径9 2cm、 残存高5,Ocmを 測り、平坦な底部とやや直立

気味に立ち上がる体部を有する。外面表面劣化のため調整等は不明であるが、内面はユビオサエの後ナデ調整する。

胎土は52・ 54が橙褐色、53が褐灰色、55が暗褐色を呈し、52は 1～5mmの長石泣を少量、53・ 54・ 55は 1～ 7mmの

長石粒を多量に含む。

甕

56は復元回径 17.9cm、 残存高12.6cmを 測る如意状日縁を持つものである。回縁部の屈曲は強く短く、直線的な体

部を有する。口唇部にはキザミを、外面口縁部直下には2条のヘラ描き沈線を施す。外面縦方向、外面は横方向の

板状工具によるナデ調整を施す。外面には煤が付着する。57は残存高8.6cmを 測る如意状日縁を持つものである。

口縁部は短く、胴部は直線的である。口唇部にはキザミを持たず、外面口縁部直下には4条のヘラ描き沈線を施す。

内面表面は劣化のため調整等不明であるが、外面はナデ調整を施す。体部外面には煤が付着する。胎土はともに褐

灰色を呈し、56は 1～ 3mm程度の長石粒を少量、57は 3mm程度の長石粒を大量に含む。

灰色砂質土出土土器 (日 g.51)

弥生土器壷 (58・ 59)が出土した。

58は底径8.8cm、 残存高22.Ocmを 測 り、底部から肩部まで残存する。平坦な底部と直線的に広 く開く体部下半を

有し、胴部最大径は中央付近に位置する。内面ナデ調整、外面縦方向のヘラミガキを施す。肩部には2条のヘラ描

き沈線を有する。591よ底径7 4cm、 残存高8.6cmを測 り、やや上げ底の底部と緩やかに湾曲して開く体部を有する。

内面表面は劣化のため調整等不明瞭であるが、外面には縦方向のヘラミガキの痕跡が残る。胎土は共に橙褐色を呈

し、1～5mmの長石粒、赤色酸化土粒を含む①

帰属層位不明土器 (F咆 .51)

弥生土器壺 (60)

層位確認のためのサブトレンチより出土した遺物である。復元口径 14 9cm、 残存高11.Ocmを 測り、強く湾曲して

広がる日縁部を有する。外面と口縁部内面に横方向のヘラミガキを施す。胎土は褐灰色を呈し、1～ 3mmの長石粒を

少量含む。

石器 (Fig.52～ 54)

黒灰色粘土出土石器 (日g52)

打製石斧 (61)が出土した。

打製石斧

61は小型の打製石斧と考えられる。刃部角は43度で、刃部先端から体部にかけて磨滅痕が確認できる。完形で、

最大長6.3cm、 最大幅3.3cm、 最大厚 1.Ocm、 重量23.9g、 サヌカイト製。

暗灰色粘土出土石器 (同g.52)

石鏃 (62)、 石錐 (63)、 磨製石包丁 (64)打製石包丁 (65)、 打製石斧 (66)が出上した。

石鏃

62は 凹基式の石鏃である。背面に素材面を残す。背面側に打点が集中しており、剥離の切 り合い関係から、背面

右側の側縁と逆刺に調整が施されたのち、左側の側縁と逆刺に調整が施されていることがわかる。他の遺物に比べ

風化が著しいことから、縄文時代の遺物の混入の可能性が考えられる。切先を折損しており、最大長 (1.8cm)、 最

大幅1.4cm、 最大厚0.3cm、 重量0.4g、 サヌカイト製。

47



石錐

63は頭部と錐部の境が明瞭で、錐部が細長い形態の石錐である。背腹両面に素材面を残す。錐部の調整が簡素で

あることから、石錐未製品の可能性も考えられる。完形で、最大長5.2cm、 最大幅4 5cm、 最大厚 1.Ocm、 重量 15.88、

サヌカイト製。

磨製石包丁

64は磨製石包丁である。背部と狽J辺の形状から、長方形を呈すると考えられる。紐部は背面側から穿子しの後、腹

面側から穿孔を行つている。腹面に未貫通の穿孔が2ケ 所確認できる。欠損 しており、最大長 (7.8cm)、 最大幅

(3 7cm)、 最大厚 (0.5cm)、 重量 (18.2g)、 安山岩製。

打製石包丁

65は打製石包丁である。両端に快 りをもつ形態で、刃部の再調整によると考えられる形態の変容が認められる。

背部には一部分を除き背潰し加工を施し、刃部は腹面側を調整した後、背面側の調整を行っており、背面側刃部に

顕者な微細剥離痕が確認できる。また発達した光沢面が確認できる。完形で、最大長H.2cm、 最大幅5.5cm、 最大

厚0.9cm、 重量53.7g、 サヌカイト製。

打製石斧

66は小型の打製石斧と考えられる。刃部角は33度で、刃部先端に磨減痕が確認できる。基部を折損しており、最

大長 (4.9cm)、 最大幅4.6cm、 最大厚 1.3cm、 重量26.2g、 サヌカイト製。

灰色粘土出土石器 (Fig.53・ 54)

石錐 (67)、 石匙 (68)、 スクレイパー (69～ 72)、 打製石包丁 (73)、 楔形石器 (74・ 75)、 石核 (76)、 安山岩素材

(77)、 敲き石 (78)、 磨石 (79)が出土した。

石錐

67は頭部と錐部の境が明瞭で、錐部が細長い形態の石錐である。刃部先端を欠損しており、最大長 (4.4cm)、 最

大幅2.Ocm、 最大厚0.9cm、 重量6.3g、 サヌカイト製。

石匙

68は縦長の石匙である。横長剥片素材で、両刃に両面調整を施す。剥片の打面側の刃部よりも剥片端部側の刃部

の調整が丁寧である。両刃部両面に微細剥離痕が確認できる。完形で、最大長8.3cm、 最大幅5 3cm、 最大厚0.8cm、

重量33.8g、 サヌカイト製。

スクレイパー

69～ 721よ スクレイパーである。石材はすべてサヌカイトである。69は小型の横長剥片素材であるが、打点は折損

している。背面には4面の背面構成が確認できる。刃部は剥片の縁辺を利用し、一部に二次加工がみられ、背面側

刃部に明瞭な微細剥離痕が確認できる。完形で、最大長3.9cm、 最大幅5 8cm、 最大厚0.5cm、 重量6.5g。 701よ分割し

た折れ面で背部を構成する。刃部は背面を中心に調整が施されており、腹面側の調整は一部分のみである。背面の

左側刃部に微細剥離痕が確認できる。ほぼ完形で、最大長4.Ocm、 最大幅6.2cm、 最大厚0 8cm、 重量 18.5g。 71の背

部は自然面、狽1辺は自然面と折れ面で構成される。刃部は剥片の縁辺部を利用しており、背腹両面とも顕者な微細

剥離痕が確認できる。完形で、最大長6 1cm、 最大幅6.9cm、 最大厚 1,7cm、 重量47.4g。 721ま横長剥片素材で、背部

は折れ面と背漬し加工で構成されている。刃部には荒い両面調整が施されており、背面の右狽1刃部に微細剥離痕が

確認できる。完形で、最大長6.6cm、 最大幅8.3cm、 最大厚0,9cm、 重量53.lg。

打製石包丁

73は打製石包丁である。両端に狭 りをもつ形態で、背面に自然面をとどめる。背部は研磨による背潰し加工が施

されている。刃部は両面調整されているが、磨減が著しい。刃部から体部の一部、背部にかけて磨滅面・光沢面が

確認できる。完形で、最大長 12.7cm、 最大幅5,8cm、 最大厚 1.2cm、 重量954g、 サヌカイト製。

楔形石器

74・ 75は楔形石器であり、石材はすべてサヌカイトである。741ま対向する2側縁に顕著な階段状剥離と微細剥離、

潰れが確認できる。両狽J辺は斑晶によつて折損 している。完形で、最大長5.5cm、 最大幅6.Ocm、 最大厚2.9cm、 重量

111.Og。 75は分割された粗割素材IIを 素材とする。1側辺を自然面で構成し、顕著な階段状剥離が確認できる。また
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田∩
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6フ～フ9 灰色粘土出土石器

S D412出 土石器 (3)
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分割されている2俣]面にも潰れ痕が確認できる。やや厚手の石材であることから、さらに薄手の剥片の剥離を試み

た可能性が想定できる。完形で、最大長 13 0cm、 最大幅7.8cm、 最大厚3 2cm、 重量4790g。

石核

76は石核 (楔形石核)である。対向する2狽‖縁から中心に向かって剥片が剥離されている。完形で、最大長6 4cm、

最大幅6.7cm、 最大厚 1 5cm、 重量65.7g、 サヌカイト製。

素材

77は安山岩製の板状の素材で、法量や石材から磨製石包丁の素材と考えられる。一部に剥離痕が確認できるが、

製品の製作に関連するような調整は見られない。最大長 10.9cm、 最大幅14.4cm、 最大厚 1.6cm、 重量285.Og。

敲き石

78は敲き石である。背面体部に線状の敲打痕をもつ敲打部が、上・下端部に敲打部が確認できる。完形で、最大

長 11.2cm、 最大幅9.3cm、 最大厚4 9cm、 重量581,Og、 硬質砂岩製。

磨石

79は磨石兼敲き石である。ほぼ全面に磨面が存在し、腹面体部と下端には敲打部が確認できる。赤色顔料が付着

しており、蛍光 X線分析の結果、水銀朱と同定された。一部欠損しており、最大長 10.3cm、 最大幅6 5cm、 最大厚

5 7cm、 重量 (601.08)、 閃緑岩製。

S D415

調査区東端を南北に走る溝である。幅160～ 256cm深 さ40cm前後を測 り、埋土は灰褐色礫混じリシルトである。

部分的に葉理を形成し、流水の痕跡が見られる。水流の方向等は南から北への流れが考えられる。現状畦畔の配置

に近接し、坪境溝の可能性がある。埋土内より須恵器壺、胎土目唐津皿、近世～現代の国産陶器類、近世～現代の

染付、瓦質土器釜、ガラス類が出土した。

土坑

S K421

調査区南端V o W21区 に位置する土坑である。埋土は大きく上下2層 に分かれ、上層は S D412の埋土と一体であ

る。下層は礫を多量に含む黒灰色・灰色の礫混じり細砂で構成され、 S D4121こ 切られる。埋土内から弥生時代前

期の土器が出土した。

S K 421 出土遺物 (F咆 .55)

石器

石鏃が出土した。

凹基式の石鏃である。背面の一部に素材面を残す。背面狽1を調整した後、腹面側を

調整して成形している。風化が著しい。完形で、最大長2.2cm、 最大幅 1 3cm、 最大厚

0,4cm、 重量07g、 サヌカイト製。

S K424

調査区南側 V23区 に位置し、 S D4121こ 切られる土坑である。 S D4121こ より大きく削平されるため本来の規模等

は不明である。埋土は角礫状の黄褐色粘土ブロックを多量に含み、人為的な埋没が考えられる。壁は比較的まっす

ぐに立ち上がり、部分的に若干オーバーハングする。埋土内から弥生時代前期の土器が出土した。

肉中☆
◇

0               5cm

S=2/3

Fig.55 S K421出 土石器
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→  0             5cm
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X423出 土石器Fig。 57  S
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538 8D547(Fig 69に 土層図あり)

土層図 (S=1/80)



第5調査区の調査

SD540(Fg7]に 土層図あり)

1 造成土
2 黒褐色砂質土 (現代耕土 )

Fig.59 第5調査区西 (北)壁土層図 (東端)(S=1/80)

Fig.60 S D504土層

断面図 (S=1/40)

その他の遺構出土遺物

調査区一帯に広がる小ピット群より石器が出土した。北狽1の まとまりをS X419、 南恨1の ものをS X423と して取

り上げを行った。

S X419出土遺物 (Fig.56)

石器

石鏃が出土した。

平基式の石鏃である。背腹両面に素材面を残す。腹面側に調整を施した後、背面側を調整している。切先を欠損

しており、最大長 (3.Ocm)、 最大幅2.lcm、 最大厚0 5cm、 重量 (2.7g)、 サヌカイト製。

S X423出土遺物 (Fig.57)

石器

石匙が出土した。

横長剥片素材の石匙と考えられる。刃部は両刃でやや磨減している。背面体部に磨減痕が確認できる。折損、欠

損しており、最大長 (6 4cm)、 最大幅3.8cm、 最大厚0 8cm、 重量 (21.2g)、 サヌカイト製。

第7節 第5調査区の調査

第1項 概要
水路建設に伴い設定した調査区である。第9次調査北区に沿って、幅200cm、 長さ50m前後の規模で設定した。土

層は基本的に第8次・第9次調査と同じで、現代の造成土と近現代の現代耕土直下に床土と考えられる責灰色シル ト

が存在、更に下層の暗灰褐色砂混じリシルトを除去した面が遺構面になる。

検出遺構は第9次調査で検出した環濠、古墳時代の溝等の延長を確認した。また、その他に多数の土坑・ピット

等を確認し、第8次調査の成果と第9次調査の成果の間を繁ぐ貴重な知見が得られた。

第2項 検出遺構・遺物
溝

S D504・ 508(Fig.60)

調査区中央西寄りC・ D5～ 7区 にかけて位置する溝である。本来は同一の溝であつたと思われる。幅14～ 18cm、

深さ8～ 10cmを 測 り、断面箱型を呈する。埋土は上層が黒褐色、下層が暗褐色の粘質土で、葉理等を形成しない。

底部の形状はフラットで勾配も存在 しな

い。埋土内から弥生土器・石器が出土した。

S D504出土遺物 (日g61)

土器

弥生土器奏が出土した。

1は残存高5,8cmを 測る如意状口縁を持つ

卿:拳
義 是据雹雑雖

0           1m

Fig.61 S D504出土土器 (S=1/3)



ものである。日縁部は弱く長く屈曲する。外面口縁部直下には3条のヘラ描き沈線を施すが、口唇部のキザミの有無

は不明である。内外面表面劣化のため調整等は不明である。2は残存高4.6cmを 測る如意状日縁を持つものである。

口縁部は強く屈曲する。外面口縁部直下には3条のヘラ描き沈線と竹管文を施すが、日唇部のキザミは持たない。内

外面表面劣化のため調整等は不明である。胎土は1が橙褐色を呈し2～ 4mmの長石粒・赤色酸化土粒をやや多く含む。

2は灰褐色を呈し、1～ 3mmの長石粒をやや多く含む。

S D535 (Fig 62)

調査区中央付近 E・ F3～ 5区に位置する溝で、第9次調査 S D083と 同一の溝である。大半を現在の水路によつて

破壊される。幅235cm、 深さ66cm前後を測 り、断面なだらかな逆台形を呈する。底部は平坦で、3基の杭穴が存在

する。杭穴は溝最下層除去後に検出したもので、径5cm前後を測り黒色粘土で充填される。溝埋土は最下層に接合

性のある角礫状の明黄 ttB●色粘土ブロックを含む黒褐色粘質土 (8層 )が堆積、その後亜角礫状で接合性の低い黄掲

色粘土ブロックを含む褐色シルト (4・ 5'7層 )が堆積し、最終的に亜角礫状の接合性のあるブロック構造を持つ

黒褐色シルト層 (2'3層 )が堆積する。2・ 3層は大量の遺物を含むが、これらの遺物は一定の方向性を持たず不規

則に出土した。第9次調査 S D083は全域にわたつて掘り直しの痕跡を確認したが、北端は溝幅が広がり掘り直しが

顕者ではなかった。今回検出した S D535では掘 り直しが顕著ではなく、溝の維持管理が全面的なものではなかっ

た可能性がある。

S D535出土遺物 (F咆 .63)

土器・土製品

弥生土器壼 (1)、 奏 (2)、 土製円板 (3)、 鉢 (4)が出土した。

重

1は復元口径22.6cm、 残存高5 2cmを 測り、直立する頸部と広く湾曲して広がる日縁部を有する。内外面表面劣化

のため調整等は不明である。胎土は明褐色を呈し、2～4mm程度の長石粒・チャートを含む。

甕

2は残存高2.6cmを 測る如意状口縁を持つものである。日縁部は強く屈曲する。外面口縁部直下には3条のヘラ描

き沈線を施すが、日唇部

のキザ ミは持たない。内

外面表面被熟による劣化

のため調整等は不明であ

る。胎土は橙褐色を呈し2

～4mmの 長石粒・赤色酸

化土粒をやや多く含む。

土製円板

3は 直径2.8～ 2.9cm、 厚

さ8mm前後を測 り、土器

を転用 したものである。

側縁部は打ち欠き後研磨

を施 したものと考えられ

るが、表面劣化のため調

整等は不明である。胎土

E

L=11000m
W

明褐色砂質土 (径5mmの小石含む)
黒褐色砂質土 (大きめの礫合む)

黒褐色ンルト質土 (大きめの礫、土器、石器を多量に含む )

暗褐色ンルト質土 (砂のプロック含む)

一

〇

―

~3

暗褐色ンルト質土 (径1～2cmの 小礫、砂のブロックを含む)
黒褐色砂質土 (白・黄の小ブロック含む。溝肩の崩落か?)

褐色ンルト質土 (下部に明黄褐色の角のない粘土ブロックを含む)

黒褐色粘質土 (灰白色・明黄褐色の粘土ブいックを多く含む)

Fig。 63 S D535出 土土器・土製品 (S=1/3)

0                                        2コ n

Fig.62 S D535土層断面図 (S=1/40)



第5調査区の調査

は淡橙褐色を呈し5mm前後の長石粒を含む。

鉢

4は残存高7.Ocmを 測る如意状回縁を持つもの

である。日縁部の屈曲は弱い。回唇部のキザミ

や外面 EIl縁部直下の沈線は見られない。内外面

表面劣化のため調整等は不明である。胎土は淡

褐色を呈 し、2～ 4mmの 長石粒 。赤色酸化土粒

をやゃ多く含む。

S D536 (Fig.64)

調査区中央付近 E・ F6・ 7区 に位置する溝

で、第9次調査 S D081と 同一の溝である。幅

250cm、 深さ44cm前後を測 り、断面なだらかな

逆台形を呈する。底部は平坦で、第9次調査で

検出した窪み等は見られない。埋土は底部立ち

上がり付近に亜角礫状の明黄褐色粘土ブロック

と礫を含む黒褐色砂質土 (5層 )が堆積、その

後亜角礫状での灰白色粘土ブロックを含む黒色

N

粘質土 (3層 )が堆積する。その上層には砂礫を含む暗褐色シル ト質土 (2層 )が堆積、最終的に礫を含む褐色砂質
土 (1層 )が堆積する。第9次調査で検出した地山ブロック層は見当たらない。第9次調査ではこの溝は途中までは

弥生時代前期中葉に埋められるが、他の部分は開口した状態にあったことを確認したが、今回の調査でも2層 より

断面三角形の貼 り付け突帝を有する逆「 L」 字状口縁甕が出土しており、2層以上の埋没が前期後半に降ることが

判明した。環濠の維持管理に関する興味深い事例と言える。

S D536出上遺物 (Fig.65)

土器

黒褐色シル ト質土出土土器

弥生土器甕 (2・ 3)、 鉢 (1)、 壺蓋 (4)、 甕蓋 (5)が出土した。

甕

2は残存高4.6cmを 測 り、緩やかに湾出する体部と外面日縁部直下に突帯を持つものである。突帯にはキザミを有

し、突帝直下には4条のヘラ描き沈線を施す。内外面表面劣化のため調整等は不明である。31よ復元底径7.6cm、 残

存高8.7cmを 測 り、平坦な底部と直線的に立ち上がる体部を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明である。

胎土はいずれも橙褐色を呈し、2は 3mm程度の長石粒を多量に、31よ 2～ 4mmの長石粒・チャー ト・赤色酸化土粒を

多く含む。

鉢

1は残存高9.8cmを測る如意状口縁を持つものである。日縁部の屈曲は短く、一部外側へ粘土が捲れ返る。日唇部

のキザミや口縁部直下の沈線は持たない。表面劣化のため調整等は不明であるが、外面には横方向のヘラミガキの

痕跡が残る。胎土は褐灰色を呈し、3～5mmの長石粒を多量に含む。

壺蓋

4は復元口径12.3cm、 器高3.3c mを測る。天丼部にはけ↓のつまみを有していたと思われるが、片側を欠損する。

天丼部中央の穿孔の有無は不明である。表面劣化のため調整等は不明であるが、外面にはヘラミガキの痕跡が残る。

胎土は灰褐色を呈し、3mm程度の長石粒を少量含む。

甕蓋

5は天丼部径5,3cm、 残存高6 5cmを 測 り、外底面を窪ませる天丼部と直線的に開く体部を有する。内面横方向、

外面縦方向のヘラミガキを施す。胎土は暗掲色を呈し、3～ 5mmの長石粒を比較的多く含む。

ｍ

却一Ｗ

1 褐色砂質土 (礫、径2～ 5mmの石英 長石を多く含む)
2 嗜褐色シルト質土 (径2～臨 mの石英 長石を多く含む)
3 黒色粘質土 (白色のプロックを多く含む・ラミナと思われるものがあるが水平のものは少ない)
4 黒褐色ンルト質土 (下部に溝肩の崩落とみられる黄褐色ブロック含む)
5 黒褐色砂質土 (径 3cm程の礫を多く含む。濤肩の崩落上を含むか?)

0                                            2rn

Fig.64 S D536土層断面図 (S=1/40)

黒掲色砂質土 (現代耕土 )



黒色粘質土出土土器

弥生土器重 (6)、 甕 (7～9)が出土した。

壼

6は底径 8.4cm、 残存高8.4cmを 測 り、平坦な底部と直線的に立ち上がる体部を有する。内面表面劣化のため調整

等は不明であるが、外面には縦方向のヘラミガキを施す。胎土は橙褐色を呈 し、3～ 7mm程度の長石粒を多量に、

赤色酸化土粒を少量含む。

甕

7は残存高4.8cmを測り、逆「 L」 字状口縁を有するもので、日縁部上面を外傾させる断面四角形の貼り付け口縁

を有する。日唇部にはキザミを、回縁部外面直下には6条のヘラ描き沈線を有する。内外面表面劣化のため調整等

は不明である。8は残存高5.6cmを測り、逆「 L」 字状口縁を有するもので、断面三角形の貼り付け日縁を有する。

日唇部のキザミ及び口縁部外面直下の沈線は見られない。内外面表面劣化のため調整等は不明である。91よ残存高

7.6cmを 測り、逆「 L」 字状口縁を有するもので、断面三角形の貼り付け口縁を有する。日唇部のキザミ及び口縁

部外面直下の沈線は見られない。内外面表面劣化のため調整等は不明である。胎土は7・ 9が橙褐色、8が暗褐色を

呈し、7・ 9が2～ 3mmの長石粒をやや多く、8が3～5mmの長石粒を多量に含む。

灰褐色土出土土器

弥生土器甕 (10)が出土した。

10は残存高4 0cmを 測る如意状日縁を持つものである。口縁部の屈曲は弱い。外面口縁部直下には2条のヘラ描き

胎土は2～4mmの長石粒 。赤色酸化土粒をやや多く含む。沈線を施す。内外面表面劣化のため調整等は不明である。

∈≡≡正三三こと:!1::さここ三三三
=二

)4

中す。内

]～5 黒褐色シル ト質土出土土器

I19

6～9 黒色粘質土出土土器

10 灰褐色土出土土器                        OCm

Fig.65 S D536出土土器 (S=1/3)



第5調査区の調査

L=11000m
W E

明褐色砂質±                9 黒褐色砂質±                 18 褐色ンルト質土 (粘土・砂の小ブロック含む)

灰白色砂質±               10 褐色シルト質±                19 明黄褐色粘質土 (溝肩の崩落土か)
H音褐色砂質土 (径1～2mmの 石英・長石含む) n 嗜褐色ンルト質土 (下部に粘土 砂の小ブロック含む)20 灰褐色ンルト質土
暗黄褐色シルト蜜上             12 黒褐色シルト質土 (粘 土の小ブロック含む)      (下 部に黒・茶の角なし小ブロック合む)

(径5mmの石英 長石 粘土プいンク(角あり)含む)13 黒色ンルト質土 (径1-2mmの石英 長石合む)  21 暗褐色ンルト質土
黒褐色砂質土 (径1～2mmの石英 長石含む) 14 黒色砂質土 (黄色の小ブロック含む)      22 黒色粘質土 (黒 黄の角のとれたプいック、

暗褐色シルト質土 (砂 粘土の小ブロック含む)  15 黒褐色ンルト質土 (粘土・砂の小ブロック含む)     水平なプいソクを含む )
暗褐色シルト質土 (砂・粘土の小ブいノク含む)  16 黒色シルト質土 (粘土ブロンク含む)       23 灰褐色砂質土

黒褐色ンルト質土 (しまり強い)        17 黒褐色ンルト質土 (大きく角のある粘土ブロック含む)24 暗褐色ンルト質土 (水平ラミナ形成する)
0                                         2コ n

Fig,66 S D537・ 539土層断面図 (S=1/40)

S D537 (Fig 66)

調査区中央東寄 り付近 E・ F8'9区に位置する溝で、第9次調査 S D167と 同一の溝である。古墳時代の溝 SD
539に 切られる。幅208cm、 深さ74cm前後を測 り、断面なだらかな「 U」 字形を呈する。底部は平坦である。溝埋

土は最下層に円礫状の黒褐色・黄褐色粘土ブロックを含み、葉理を形成する黒色・灰褐色シル ト質土 (22・ 20層 )

が堆積、肩日には崩落土と考えられる亜角礫状の粘土ブロックを含む黒褐色シル ト質土 (16・ 17・ 19層 )が堆積す
る。その後は頻繁に浚渫が行われたようで、やや複雑な堆積状況を呈する。この浚渫後はしばらく開口状態にあつ

たようで、シル トや礫による薄層 (9。 14層 など)が多数存在する。最終的に亜角礫状のブロック構造を持つシル

ト層 (1・ 2・ 3・ 6・ 7層 )に よって埋没する。

S D537出 土遺物 (日 g67～ 68)

土器 (Fig 67)

暗褐色土出土土器

弥生土器壺 (1)、 妻 (2)が出土した。

壼

1は残存高3.5cmを 測 り、「くJ字状に屈曲する日縁部の破片である。表面劣化のため調整等は不明であるが、外

面にはナデ調整の痕跡が見られる。胎土は褐灰色を呈し、1～5mm程度の長石粒を少量含む。

甕

2は残存高4 7cmを 測 り、緩やかに外反する体部と外面口縁部直下に突帯を持つものである。突帯にはキザミを持

たず、突帯際をヘラ状工具によリナデつける。内外面表面劣化のため調整等不明である。胎土は橙褐色を呈し、 1

～3mm程度の長石粒を少量含む。

暗褐色粘質土出土土器

弥生土器壷 (3)、 甕 (4～ 6)、 甕蓋 (7)が出土した。

壷

3は底径9.Ocm、 残存高6.7cmを 測 り、平坦な底部と直線的に開く体部を有する。内外面表面劣化のため調整等は

不明である。胎土は淡橙褐色を呈し、3～5mm程度の長石粒・赤色酸化土粒を少量含む。

甕

4は残存高2.5cmを 測 り、逆「 L」 字状口縁を有するもので、日縁部上面を外傾させる断面三角形の貼 り付け口縁

SD539

黒褐色砂質土 (例代耕土 )



]、 2 暗褐色土出土土器

3～フ 暗掲色粘質土出土土器

Fig。67 S D537出土土器 (S=1/3)

を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明である。5は残存高4.6cmを 測る如意状口縁を持つものである。日縁

部の屈曲は弱く、器厚は8～9mm前後とやや厚手である。日唇部には面を持ち、面の下端部分に大きめのキザミを

施す。外面口縁部直下には4条のヘラ描き沈線を有 し、内外面ナデ調整を施す。6は残存高4.3cmを 測 り、僅かに外

反する体部と外面口縁部直下に突帯を持つものである。突帯直下には3条以上の沈線を施す。内外面表面劣化のた

め調整等不明である。胎土は4が橙褐色、5が暗褐色、6が褐灰色を呈 し、4が3～ 5mmの長石粒を、3・ 6が 1～ 3mm程

度の長石粒をそれぞれ少量含む。

甕蓋

7は天丼部径6.6cm、 残存高7.9cmを 測 り、外底面を僅かに窪ませる天丼部と直線的に開く体部を有する。内面ナ

デ調整、外面上半縦方向、下半斜め方向のヘラミガキを施す。胎土は橙褐色を呈し、3～ 5mmの長石粒を比較的多

く含む。

石器  (Fig.68)

暗褐色土出土石器

石棒 (8)が出上した。

8は石棒である。基部は調整を施した後、研磨している。欠損 しており、最大長 (8.4cm)、 最大幅4,7cm、 最大厚

1.8cm、 重量 133.7g、 緑白色泥質片岩製。

暗褐色粘質土出土石器

石鏃 (9'10)、 石鏃未製品 (11)、 楔形石核 (12)が出上した。

石鏃

9・ 10は凹基式の石鏃で、石材はともにサヌカイトである。91よ背腹両面に素材面を残すが、全体に丁寧な作 りで

ある。調整は腹面の左側作用部と基部を調整した後、背面全体を調整し、最後に腹面の切先と右狽‖作用部、左側基

部の順に調整する。完形で、最大長2,lcm、 最大幅1.7cm、 最大厚0.5cm、 重量 1.2g。 101よ背面の一部に素材面を残す。

腹面側全面を調整 した後、背面側を調整 し、最後に腹面側の一部に調整を施す。切先を欠損 しており、最大長

(2.Ocm)、 最大幅 1.5cm、 最大厚0.4cm、 重量07g。

石鏃未製品

11は石鏃未製品である。背腹両面に素材面を残す。側縁部に細部調整がみられる。最大長2.3cm、 最大幅2 0cm、

最大厚0.5cm、 重量2.3g、 サヌカイト製。

楔形石核

12は楔形石核である。粗割素材IIを素材に両極技法を用いて剥片を剥離した後、下端部を分割している。分割後、

左右の狽!辺から両極技法を用いて剥片を剥離 している。背面右側面に自然面をとどめる。最大長8.lcm、 最大幅
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第5調査区の調査

8 暗褐色土出土石器

的
S=1/2

△中△△↓∧〆‖h
◇     9  ◆     

Ю

 ⇔      11

0                           5cm

(9～ 11)S=2/3

0                                     10cm

(12)S=1/3
9～ 12 暗褐色粘質土出土石器

Fig.68 S D537出土石器

8。 9cm、 最大厚2.8cm、 重量206.Og、 サヌカイト製。

S D538 (Fig`69)

調査区東寄 りE・ F10～ 12区に位置する溝で、第9次調査 S D134と 同一の溝である。大半を古墳時代の溝 SD
547に よつて破壊される。幅は不明であるが、深さ55cm前後を測り、断面なだらかな逆台形を呈するものと考えら

れる。底部は平坦で、肩部には1段の段を有する。肩付近には多数の小ピットが存在するが、埋上が異なり、溝に
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黒褐色シルト質土

黒褐色粕質土

黒褐色粘質土

黒褐色ンルト質土 (1層に比して暗い)

黒色粘質土

明褐色砂質土 (礫含む。しまり弱い)
暗青灰色砂質土(礫合む。しまり弱い)

暗褐色シルト質土

暗褐色砂質土

黒色粘質土

明褐色砂質土 (しまり弱い)  18
青灰色砂質土 (しまり弱い)  19
明褐色砂質土 (しまり弱い)

青灰色砂質土 (礫含む。しまり弱い)

黒褐色砂質土 (しまり弱い)

暗褐色砂質土 (礫合む )

青灰色砂質土 (礫含む)

黒褐色砂質土

暗褐色砂質土 (しまり弱い)

15

16

17

Fig.69 S D538・ 547土層断面図 (S=1わ 0)

は直接関係しないと思われる。埋土は最下層に乗理を形成する黒褐色砂質土 (18層 )が堆積、その後礫を含む暗褐

色土 (16・ 17層 )が堆積、最終的に亜角礫状のブロック構造を持つ黒褐色砂質土 (15層 )が堆積する。

S D538出 土遺物 (Fig,70)

土器

弥生土器壼が出土 し

た。

1は 底径 10.2cm、

残存高5 5cmを 測 り、

平坦な底部と広 く開

く体部を有する。内

外面表面劣化のため

調整等 は不明であ

る。 2は 復 元 日径

38.6cm、 残 存 高

7.7cmを 測 り、緩や

かに屈曲した後端部

を九 く納める口縁部

を有する。日縁部内

面には断面三角形の突帯を1条貼 り付け、頸部外面には4条のヘラ描き沈線を有する。内外面表面劣化のため調整等

は不明である。胎土は1が橙褐色、2が淡掲色を呈し、いずれも2～4mm程度の長石粒・赤色酸化土粒を多量に含む。

S D539 (Fig 66)

調査区中央東寄 り付近 E・ F9区 に位置する古墳時代の溝で、第9次調査 S Do85と 同一の溝である。 S D537を 切

る。幅70cm前後、深さ18cm前後を測 り、断面なだらかな「UJ字形を呈する。埋土は暗褐色シル ト質土を主体と
し、水平方向の葉理を多数形成する。遺物の出土は見られない。

S D540(Fig.71)

調査区東端付近 E・ F16・ 17区 に位置する溝で、第9次調査 S D 131と 同一の溝である。複数の撹乱によって破壊

される。幅196cm、 深さ46cm前後を測り、断面なだらかな逆台形を呈する。底部は平坦である。埋土は最下層に乗

理を形成する黒色粘質土 (8層 )が堆積、その後円礫状で粘土ブロックを含む暗褐色シル ト質土 (4・ 6・ 7層 )が堆

0                                                      20cm

Fig。70 S D538出土土器 (S=1/3)
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第5調査区の調査

積し、これらの層を切り込んで暗褐色シルト層 (5'

3層 )が堆積する。最終的に砂礫を多く含む暗褐色粘

質土 (1,2層 )が堆積するがこれらの層は擾乱が著
しく堆積構造を確認できなかった。

S D540出土遺物 (Fu72～ 73)

土器  (Fig.72)

弥生土器壺 (1・ 5)、 奏 (2～ 4)が出土した。

壺

1は 口径 16 3cm、 残存高8 8cmを 測 り、緩やかに湾

曲して広がる口縁部を有する。頸部外面には3条のヘ

ラ描き沈線を施す。内外面表面劣化のため調整等は

不明である。5は胴部の破片である。強く張る胴部で、

復元最大径47cm前後を測る。4条 を一単位とする貼

り付け突帯を3条有し、突帯際をヘラ状工具でナデつ

ける。キザミは4条全てを同時に施さず、2条ずつ施

文する。外面密な横方向のヘラミガキ、内面粗い横

方向のヘラミガキを施す。胎土は1が褐灰色、5が橙

褐色を呈 し、 11よ 2～ 4mmの 長石粒を少量、5は 3～

N

7mmの 長石粒と赤色酸化土粒をやや多く含む。

甕

2は残存高4.5cmを 測る如意状口縁を持つものである。口縁部の屈曲は弱く、器厚は8～ 9mm前後とやや厚手である。

口唇部には面を持ち、キザミを施す。外面口縁部直下には2条のヘラ描き沈線を施す。内外面表面劣化のため調整等

は不明である。31よ残存高4.5cmを 測 り、逆「 L」 字状口縁を有するもので、口縁部上面を外傾させる長い断面三角

形の貼り付け口縁を有する。外面日縁部直下には複数の沈線を有するが、表面劣化のため条数、調整等は不明であ

る。4は残存高3.Ocmを 測り、逆「 L」 字状口縁を有するもので、口縁部上面を水平にする断面三角形の貼り付け口

縁を有する。外面口縁部直下には4条以上のヘラ描き沈線を有し、内外面表面劣化のため調整等は不明である。胎土

は2が暗褐色、3が褐灰色、4が橙褐色を呈し、2は2～4mmの長石粒を少量、3・ 41よ 3～ 7mmの 長石粒をやや多く含む。

石器  (Fig 73)

石鏃 (6・ 7)、 石錐 (8)、 磨製石剣 (9)、 打製石包丁 (10)、 楔形石核 (11)が出土した。

石鏃

6・ 7は平基式の石鏃である。石材はともにサヌカイトである。6は背腹両面に素材面を残し、背面右側の側辺を

調整後、腹面右狽Jの側辺を調整する。作用部は2～ 3mm間 隔の鋸歯状に調整されている。切先を折損しており、最

大長 (2.6cm)、 最大幅1.lcm、 最大厚0.4cm、 重量1.lg。 7は腹面狽1に素材面を残す。背面側を調整した後、腹面狽Jを

調整している。切先の調整は簡素である。背腹両面に素材面を残す。完形で、最大長4.Ocm、 最大幅1.4cm、 最大厚

0.5cm、 重量2.5g。

石錐

8は頭部と錐部の境がなく、ほぼ一定の幅をもつ棒状の石錐である。背腹両面に素材面を残す。石錐部先端は磨

減している。一部を欠損しており、最大長2,9cm、 最大幅0.9cm、 最大厚0 5cm、 重量 (138)、 サヌカイト製。

磨製石剣

9は磨製石剣と考えられる。鉄剣形磨製石会Jの基部のみ残存しており、両側辺と基端部に研磨を施している。最

大長 (6 7cm)、 最大幅3.5cm、 最大厚 1.Ocm、 重量41.3g、 緑白色泥質片岩製。

打製石包丁

10は打製石包丁である。背部は自然面と敲打による背潰し加工が施されている。刃部には両面調整を施し、背腹

両面ともに顕著な磨減痕と微細剥離痕が確認できる。狭り部は背面側に一撃の加撃で大剥離面を作り出した後、腹

』
却一Ｓ

1 暗褐色砂質土 (径5mまでの石英 長石含む)  6 暗褐色ンルト質土
2 黒褐色粘質土 (下部に砂質土がレン利犬に堆積)  (黒 色土 砂質土のプロック含む)
3 黒褐色ンルト質土 (灰褐色プロックの混入が多い)7 黒褐色ンルト質土 (6層と同質 )
4 暗褐色砂質±               8 黒色粘質土 (底付近に粘土ブロンク

(白色、黒色ブロック、径1-2mの石英・長石含む)  砂質上の混入多い)
5 H音褐色ンルト質土 (小さな砂質ブロックが多く混入 )

0                        2m

Fig,71 S D540土層断面図 (S=1/40)
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Fig.72 S D540出土土器
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Fig,73 S D540出土石器

面狽1に細かな調整を加えて作 り出している。光沢面が確認できる。折損しており、最大長 (5,7cm)、 最大幅4.6cm、

最大厚 1.Ocm、 重量28.5g、 サヌカイト製。

楔形石核

11は楔形石核である。対向する2狽1縁から中心に向かって剥片を剥離している。最大長5.Ocm、 最大幅4.4cm、 最

大厚 1.5cm、 重量41.4g、 サヌカイト製。
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L=11000m
S N

黒掲色砂質土 (現代耕土 )

黄色砂質土 (床

1 暗褐色ンルト質土
2 嗜褐色シルト質土 (砂粒の混入度合が高い)
3 嗜褐色シルト質土 (小さな白色ブロックを含む)
4 黒褐色シルト質土 (砂粒、径5mm程 の小礫を多く含む)
5 黒褐色シルト質土 (4層より暗く、黄色の角のない粘土ブロックを合む)
6 暗褐色シルト質土 (下音Hこ水平方向のラミナ形成 )
7 褐色ンルト質土 (径～5mmの小礫、角のない粘土ブロンクを多く合む)
8 黒褐色ンルト質土 (小～大の粘土ブロックを多量に含む)
9 明黄褐色ンルト質土 (黒掲色ブロック含む。1蕎肩の崩落か)
10 明褐色ンルト質土

0                                        2Hl

Fig,74 S D546土層断面図 (S=1/40)

S D546 (Fig.74)

調査区南端付近A・ Bl～ 3区 に位置する溝で、第9次調査 S D083と 同一の溝である。幅260cm、 深さ128cm前 後

を測り、断面なだらかな「 U」 字形を呈する。底部は若干起伏を持ち、肩部は1段の段を有する。肩部には地山シ

ルトを貼り付けた痕跡があり、護岸の痕跡が見られる。溝底部に杭痕跡等は見られない。埋土は最下層に円礫状の

明黄褐色粘土ブロックを含み、葉理を形成する黒褐色粘土 (16・ 19層 )が堆積、その後同様の構造を持つ暗褐色土

(14・ 15層 )が堆積する。これらを切 り込んで円礫状の粘土ブロックを含み葉理を形成する暗褐色粘質土 (13層 )

が堆積する。この層以上は擾乱が著しく、堆積構造が不明確である。その後遺物を多く含み堆積構造の不明確な黒

褐色シルト質土 (7・ 8'11・ 6・ 10層 )が堆積する。最終的に亜角礫状のブロック構造を持つ黒褐色シルト層 (1～

5層)が堆積する。1～ 5層 は大量の遺物を含むが、これらの遺物は一定の方向性を持たず不規則に出土した。第9次

調査の結果からこの溝は今調査の S D535と 同一の溝と考えられるが、先にも述べたとおりS D535で は掘り直しが

顕著ではなく、溝の維持管理が全面的なものではなかった可能性がある。なお、この溝の最下層部分の土層は不撹

乱試料を作成し、軟X線による微細構造の観察を行った。その結果については第9次調査報告書に掲載しているの

で参照されたい。

S D546出土遺物 (Fig、 75～ 83)

土器 (日 g,75～ 79)

黒褐色土出土土器 俯 g75)

弥生土器壼 (1・ 2)、 甕 (3～5)が出土した。

壺

1は頸部のみ残存する。復元頸部径12.4cmを 測り、11条のヘラ描き沈線と2条のキザミを施す貼り付け突帯を有す

る。内外面表面劣化のため調整等は不明である。21ま復元底径 16.2cm、 残存高7.Ocmを測る大型壼の底部である。平

坦な底部と広 く開く体部を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明である。

胎土は1が橙褐色、2が暗褐色を呈し、1は径2～ 4mmの長石粒をやや多く、2は2～7mmの 長石粒を多量に含む。

甕

3は復元回径20.5cm残 存高6.3cmを測る如意状口縁を持つものである。日縁部の屈曲はやや強く、日唇部にキザミ

を持つ。外面口縁部直下には9条のヘラ描き沈線を施す。内面表面劣化のため調整等不明であるが、外面にはナデ

調整を施す。41よ残存高4.5cmを測る如意状口縁を持つものである。口縁部は短く屈曲は強い。口唇部にはキザミを

m 黒色粘質土 (角のない地山ブロック多く合む)
12 暗褐色シルト質土 (水平ラミナ形成する)
13 日言褐色粘質土 (角のない粘土ブロンク多く含む)
14 暗褐色粘質上 (角のない粘土ブロンク含む)
15 黒褐色砂質土 (径 1～2mmの砂粒を多く含む)
16 黒色粘質土 (角のない粘土プロックを多く含む)
17 暗褐色ンルト質土 (下部に角のない粘土ブロック含む)
18 黄褐色ンルト質土 (斜面に貼り付けた人為的なもの)
19 暗褐色砂質土
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持たず、外面口縁部直下には4条のヘラ描き沈線を施す。内外面表面劣化のため調整等は不明である。51ま残存高

6.lcmを測り、逆「L」 宇状口縁を有するもので、口縁部上面を外傾する断面三角形の貼り付け回縁を有する。外

面表面劣化のため調整等は不明であるが、内面はナデ調整を施す。

胎土は3が暗褐色、4が褐色、5が橙褐色を呈し、31よ 1～ 2mm程度の長石粒と赤色酸化土粒をやや多く、4・ 5は 2～

4mmの長石粒と赤色酸化土粒をやや多く含む。

黒褐色粘土出土上器・土製品 (Fu75～ 77)

弥生土器壺 (6～ 15。 23)、 甕 (16～ 22・ 24～ 32)、 鉢 (33～ 35・ 38)、 土製円板 (36)、 奏蓋 (37)が出土した。

壺

6は復元口径 10 6cm、 残存高5 3cmを 測 り、直立する頸部と広く湾曲して広がる口縁部を有する。器厚はlcm前後

とやや厚 く、内面表面劣化のため調整等不明であるが、外面をナデ調整する。7は復元口径 19.4cm、 残存高6 4cmを

測り、屈曲して長く伸びる日縁部を有する。頸部には4条以上のヘラ描き沈線を有する。内外面表面劣化のため調

整等は不明である。8は頸部から肩部までが残存する。残存高9.4cmを 測り、直立する頸部となだらかに湾曲する体

部を有する。頸部には8条以上のヘラ描き沈線と、沈線直下に小ぶりの竹管文を有する。内外面表面劣化のため調

整等は不明である。9イよ復元口径29.Ocm、 残存高13.8cmを測 り、ラッパ状に広 く広がる口縁部を有する。頸部外面

には4条以上のキザミを持つ貼 り付け突帯を、日縁部内面には上位に2条、中位に3条のそれぞれキザミを持つ貼り

付け突帯を有し、中位のものは全周しない。内面のキザミは各突帯独立して刻まれるが、外面については不明瞭で

ある。また、貼り付けの際の調整についても、外面の突帯は突帯際にヘラ状工具によるナデつけを行うが、内面の

ものは顕著でない。上位のものと中位のものの間には独立した渦巻状の突帯を貼 り付ける。口縁部外面には沈線の

痕跡を有するが、表面劣化のため不明瞭である。また内外面調整等も不明である。Hと 同一個体である可能性があ

る。loは底径7 2cm、 残存高6 6cmを測 り、平坦な底部と強く立ち上がる体部を有する。外面左上がりのヘラミガキ

を、内面ナデ調整を施す。Hは頸部の破片である。外面に刺突文に挟まれた7条 のヘラ描き沈線と鋸歯文、その下

にまた刺突文と沈線を有し、2つの円孔を持つ縦位の突起を貼り付ける。内面にはキザミを持つ3条の貼 り付け突帯

を有する。キザミはそれぞれ独立して施す。外面横方向のヘラミガキ、内面ナデ調整を行う。12は残存高8.3cmを

測 り、やや直立気味の頸部と広 く開く体部を有する。頸部にはキザミを有する3条以上の貼 り付け突帯を有する。

表面劣化のため確実ではないが、キザミは3条一度に刻むと思われる。内外面表面劣化のため調整等は不明である。

13は底径8.8cm、 残存高4,6cmを測 り、平坦な底部と緩やかに湾曲して開く体部を有する。底部と体部の境界付近の

稜は不明確で、外底面には「×」もしくは「∧Jの焼成前線刻を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明であ
る。14は底径 10.Ocm、 残存高7.3cmを 測 り、平坦な底部と強く立ち上がった後直線的に広く開く体部を有する。内

外面表面ナデ調整を施す。15は底径6.8cm、 残存高13.lcmを 測り、平坦な底部と緩やかに湾曲して開く体部を有す

る。内面ナデ調整、外面左上がりのヘラミガキを行う。23は底径20.4cm、 残存高4.9cmを 測 り、平坦な底部を有す

る。内面ナデ調整、外面横方向のヘラミガキを行う。

胎土は6・ 7が明褐色を、8が淡灰褐色を、9,12・ 14・ 23は橙褐色を、lo,13・ 15は褐灰色を、11は表面暗褐色、

断面橙褐色のサンドイッチ構造を呈し、6イよ2～4mm程度の長石粒・チャートをやや多く、7・ 12は 2～7mmの 長石粒
と赤色酸化土粒をやや多く、8・ 10は 2～4mmの長石粒と赤色酸化土粒を少量、9・ 11は2～5mmの長石粒をやゃ多く、
13・ 15・ 23は 2～7mmの長石粒を多量に、14は 2～ 3mmの長石粒を少量含む。

甕

16は復元口径 18.8cm、 残存高14.Ocmを 測る如意状口縁を持つものである①口縁部は強く屈曲する。口唇部にはキ

ザミを持たず、外面口縁部直下には6条のヘラ描き沈線を、沈線直下には刺突文を施す。内外面表面劣化のため調

整等不明である。17は復元口径 17.6cm、 残存高6.9cmを 測る如意状口縁を持つものである。回縁部の屈曲は短い。

日唇部下半にはキザミを、外面口縁部直下には3条のヘラ描き沈線を施す。体部内外面にナデ調整を行う。18は復

元口径20.Ocm、 残存高8.5cmを 測 り、逆「LJ字状口縁を有するもので、日縁部上面を水平にする断面四角形の長
い貼 り付け口縁を有する。日唇部にはキザミを、日縁部直下には7条のヘラ描き沈線を施し、外面板状工具による

ナデ整等、内面ナデ調整を行う。19は復元口径24 2cm、 残存高8.4cmを 測る如意状口縁を持つものである。日縁部

の屈曲は短い。口唇部にはキザミを、外面口縁部直下には7条のヘラ描き沈線を施す。体部内外面ナデ調整を行う。
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20は復元口径 17.6cm、 残存高6 6cmを 測 り、逆「 L」 宇状口縁を有するもので、回縁部上面を外傾する断面三角形

の貼 り付け回縁を有する。口唇部のキザミは見られず、日縁部直下には6条のヘラ描き沈線を施す。内面ナデ調整

を行うが、外面調整は表面劣化のため不明である。21は復元日径 19.2cm、 残存高10.2cmを 測り、逆「LJ字状口縁

を有するもので、口縁部上面を水平にする貼 り付け口縁を有する。口唇部にはキザミを持たず、日縁部直下にはH

条のヘラ描き沈線を施す。内面表面劣化のため調整等不明であるが、外面には縦方向のハケ調整を施す。22は復元

口径20,8cm、 残存高15.4cmを 測り、逆「LJ字状口縁を有するもので、日縁部上面を水平にする断面四角形の貼り

付け口縁を有する。口唇部にはキザミを持たず、日縁部直下には9条の細いヘラ描き沈線を施し、内外面ナデ調整

を施す。24は残存高12.5cmを 測り、逆「 L」 宇状口縁を有するもので、日縁部上面を内傾させる断面三角形の貼り

付け口縁を有する。日唇部のキザミや口縁部直下の沈線は持たない。内外面表面劣化のため調整等は不明である。

25は残存高13.9cmを 測る体部の破片である。28と 同一個体と思われ、4条 を一単位とする16条の櫛措き文と波状文、

刺突文を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明である。26は復元口径27 0cm、 残存高7.lcmを 測り、逆「LJ

字状口縁を有するもので、口縁部上面を水平にする断面四角形の貼り付け日縁を有する。口唇部にはまばらなキザ

ミ、日縁部直下には6条のヘラ描き沈線を施す。内面調整は表面劣化のため不明であるが、外面には板状工具によ

るナデ調整を施す。27は残存高7.9cmを 測 り、逆「 L」 字状口縁を有するもので、日縁部上面を水平にする貼 り付

け口縁を有する。口唇部にはキザミを、日縁部直下には上から順に6条のヘラ描き沈線、ヘラ描きの鋸歯文、4条以

上のヘラ描き沈線をそれぞれ施す。内面表面劣化のため調整等不明であるが、外面板状工具によるナデ調整を行う。

28は残存高10,9cmを 測り、逆「 L」 字状口縁を有するもので、断面三角形の貼 り付け日縁を有する。口唇部にはキ

ザミを、日縁部直下には上から順に4条 を1単位とする24条の櫛描き文と波状文、12条以上の櫛描き文をそれぞれ施

す。内外面表面劣化のため調整等不明である。25と 同一個体と考えられる。29は復元口径 14.6cm、 残存高2,7cmを

測 り、内湾する体部と外面日縁部直下に突帯を持つものである。突帯にはキザミと上面に竹管文を持ち、直下には

2条以上のヘラ描き沈線を施す。内外面劣化のため調整等不明である。30は復元口径 15.6cm、 残存高5,8cmを 測 り、

僅かに内湾する体部と外面口縁部直下の突帝を持つものである。突帯直下には9条のヘラ描き沈線を施す。内外面劣

化のため調整等不明である。31は復元底径6 6cm、 残存高8.lcmを 測り、平坦な底部と直線的に立ち上がる体部を有

する。内面ナデ調整を行うが、外面は表面劣化のため調整等不明である。32は復元底径6.5cm、 残存高7.2cmを 測り、

平坦な底部と直線的に開く体部を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明である。

胎土は16・ 17・ 18・ 26・ 27・ 29。 30・ 32が暗褐色を呈し、19は灰白色を、20。 21は褐灰色を、22・ 24・ 25'31は

橙褐色を、16・ 25'30・ 31・ 32は 1～ 3mm程度の長石粒と赤色酸化土粒を少量、17・ 18・ 21・ 24'27・ 29は 2～4mm

の長石粒を多量に、19。 26は 2～4mmの長石粒を少量、20。 22は 2～ 4mmの長石粒をやや多く含む。

鉢

33は復元口径18.8cm、 器高14.3cm、 底径8.Ocmを 測り、逆「L」 字状口縁を有するもので、口縁部上面を水平にす

る断面三角形の貼り付け日縁を有する。口唇部のキザミや、日縁部直下の沈線は見られない。外面縦方向のハケ調

整をナデ消し、内面はヘラミガキを施す。34は残存高6 5cmを測り、逆「 L」 字状口縁を有するもので、回縁部上

面を水平にする断面四角形の厚い貼り付け回縁を有する。日唇部にはキザミを持つが、口縁部直下の沈線は見られ

ない。内タト面ナデ調整を施し、内面にはユビオサエの痕跡残る。35は復元口径9 0cm、 器高5,9cm、 復元底径4 1cmを

測る椀形のものである。なだらかに湾出する体部と丸く納める口縁部を有し、内外面表面劣化のため調整等は不明

である。38は復元回径49.8cm、 残存高11 8cmを 測り、逆「L」 字状口縁を有するもので、日縁部上面を外傾する断

面四角形の長い貼り付け口縁を有する。口唇部のキザミや、口縁部直下の沈線は持たない。外面板状工具によるナ

デ調整後、ナデ調整を施し、内面横方向のヘラミガキを行う。

胎土は33が褐灰色、34が赤褐色、35。 38が橙褐色を呈し、33は 1～ 5mmの長石粒を多量に、34は 1～4mmの長石粒

を少量、35'38は 2～ 4mmの長石粒と赤色酸化土粒をやや多く含む

土製円板

36は直径4.6～ 4,7cm、 厚さ1 0cm前後を沢Iり 、土器転用のものである。周囲を打ち欠きによって成形し、研磨など

は行わない。表面劣化のため調整等は不明である。胎土は淡褐色を呈し2～ 4mm程度の長石粒を少量含む。



奏蓋

37は天丼部径7.3cm、 残存高9 5cmを測 り、平坦な天丼部と直線的に開く体部を有する。内面右上がりのヘラミガ

キ、外面横方向のヘラミガキを施す。胎土は灰褐色を呈し、3～5mmの 長石粒を比較的多く含む。

暗褐色粘土出土土器 (Fig,78・ 79)

弥生土器壺 (39・ 40・ 43・ 44)、 甕 (41・ 42・ 45～ 50)、 鉢 (51)が出土した。

壷

39は復元口径 15.5cm、 残存高5,lcmを 測 り、直立した後広く開く口縁部を有する。日縁端部には直立する面を持

つ。内外面に密なヘラミガキを施す。401よ底径 10.4cm、 残存高5 7cmを 浪1り 、平坦な底部と直線的に立ち上がる体

部を有する。内面はナデ調整の後粗いヘラミガキを、外面は左上がりの密なヘラミガキを行い、外底面には「×」

の焼成前線刻を有する。43は肩部のみの破片である。肩部から胴部中央付近までが残存 し、胴部中央には5条のヘ

ラ描き沈線と3条以上のキザミを持つ突帯を貼 り付ける。突帯は害」付線を引いた後貼り付け、キザミ内部にはヘラ

状工具による刺突文を有する。外面ヘラミガキ、内面ナデ調整後粗いヘラミガキを行う。44は底径 11,Ocm、 残存高

15 0cmを 測り、平坦な底部と直線的に開く体部を有する。底部と外部の境界は不明確で、内外面表面劣化のため調

整等は不明である。

胎土は39。 40が褐灰色、43が暗褐色、44が橙褐色を呈し、39。 401ま 2～ 3mm程度の長石粒を少量、43単4は 2～

3mmの長石粒を多量に含む。

甕

41は推定回径 19.2cm、 残存高12.9cmを 測る如意状日縁を持つものである。口縁部は緩やかに屈曲する。日唇部の

キザミの有無は不明で、外面口縁部直下には11条のヘラ描き沈線を施す。内面ナデ調整、外面板状工具によるナデ

調整の後ナデ調整を行う。421よ復元口径21.4cm、 残存高11 9cmを 測る如意状口縁を持つものである。口縁部は強く

屈曲する。口唇部にはキザミを、外面口縁部直下には4条のヘラ描き沈線を施す。内面表面劣化のため調整等は不

明であるが、外面は板状工具によるナデ調整を施す。45は残存高7.4cmを 測る如意状口縁を持つものである。日縁

部は緩やかに屈曲する。口唇部にはキザミを、外面口縁部直下には7条のヘラ描き沈線を施す。外面表面劣化のた

め調整等不明であるが、内面にはナデ調整の痕跡が残る。46は残存高6 1cmを 測る如意状口縁を持つものである。

口縁部は短く弱く屈曲する。口唇部にはキザミを持ち、外面日縁部直下には5条のヘラ描き沈線を施す。内面ヘラ

ミガキ、外面ナデ調整を施す。47は残存高4.8cmを 測る如意状口縁を持つものである。日縁部は屈曲した後長 く仲

びる。口唇部にはキザミを、外面口縁部直下には5条以上のヘラ描き沈線を施す。外面表面劣化のため調整等不明

であるが、内面にはナデ調整を施す。48は残存高5.lcmを測り、逆「 L」 字状口縁を有するもので、日縁部上面を

外傾する断面三角形の貼 り付け日縁を有する。日唇部にはキザミを持たず、日縁部直下には5条のヘラ描き沈線を

施す。内外面表面劣化のため調整等不明である。491ま残存高8.lcmを測 り、逆「 L」 字状口縁を有するもので、日

縁部上面を内傾させる断面四角形の貼 り付け回縁を有する。日唇部にはキザミを持たず、口縁部直下には4条のヘ

ラ描き沈線を有する。内面ナデ調整、外面板状工具によるナデ調整の後ナデ調整を施す。501よ復元底径9,Ocm、 残

存高7.4cmを測 り、平坦な底部と直線的に立ち上がるrtk部 を有する。内面ユビオサエ、外面縦方向のハケ調整を施

す。

胎土は41が褐灰色、42・ 49・ 50が橙褐色、45'46・ 48が暗褐色、47が淡褐色を呈し、41・ 46・ 48・ 50は 2～4mm

の長石粒を多量に、42・ 45。 471ま 1～4mmの 長石粒と赤色酸化土粒をやや多 く、49は 2～4mmの 長石粒を少量含む。

鉢

51は残存高5.lcmを 測る如意状口縁を持つものである。日縁部は弱く屈曲した後長く伸びる。口唇部のキザミや、

外面口縁部直下の沈線は見られない。外面表面劣化のため調整等不明瞭であるが、内タト面ナデ調整を施すと思われ

る。胎土は橙褐色を呈し2～4m mの長石粒を少量含む。

黒色粘質土出土土器 (Fu79)

弥生土器壼 (52～ 56)、 甕 (58・ 59)、 甕蓋 (57)が出土した。

壷

52は復元口径 15,4cm、 残存高4.3cmを測り、広 く開く口縁部の破片である。内外面粗い幅広のヘラミガキを施す。
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1～5 黒褐色出土土器

焦進雲ぎ鷲
==翼
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黒褐色粘土出土土器・土製品

S D546出1土土器 (1)(3=1お )
69
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Fig.76 S D546出土土器 (2)(S=1/3)
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6～38 黒褐色粘土出土土器・土製品
一

④

一

中

0                    :                   10cm
1

Fig,77 S D546出土土器・土製品 (3)(S=1/3、 38のみ S=1/4)
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52～59 黒色粘質土出土土器

20cm

Fig.79 S D546出土土器 (5)(S=1/3)

53は底径5.7cm、 残存高4.2cmを 測 り、平坦な底部と直線的に開く体部を有する。底部と然部の境界は不明確で、外

面縦方向のヘラミガキ、内面ナデ調整を行う。内外面に油煙状の煤が付着し、煤は破断面に及ぶ。54は復元底径

7.4cm、 残存高6.2cmを測 り、平坦な底部と直線的に開く体部を有する。被熟により内外面表面劣化が著しいが、内

面ナデ調整、外面横方向のヘラミガキを施す。55は底径8,7cm、 残存高5.lcmを 測 り、平坦な底部と直線的に開く体

部を有する。外面ナデ調整、内面は表面劣化のため調整等不明である。56は底径7.4cm、 残存高 13.6cm、 胴部最大

径 16.6cmを 測 り、底部から肩部まで残存する。平坦な底部と緩やかに湾由する体部を有し、最大径は胴部中央付近

に位置する。内面表面劣化のため調整等不明であるが、外面には密なヘラミガキが見られる。ヘラミガキは底部外

面まで及ぶ。

胎土は52・ 54・ 55が暗褐色、53が褐灰色、56が橙掲色を呈し、52・ 53・ 54・ 56は 1～4mmの長石粒を多量に、55

1よ 1～ 5mmの長石粒、黒雲母を多量に含む。黒雲母を含む胎土を持つ土器は中の池遺跡では客体的存在であり、搬

入品と考えられる。

甕

58は残存高3.4cmを 測 り、逆「 L」 字状口縁を有するもので、口縁部上面を水平にする断面四角形の貼 り付け口

縁を有する。日唇部にはキザミを持つが、日縁部直下の沈線は見られない。内外面ナデ調整を施す。59は残存高

5,Ocmを測る如意状口縁を持つものである。口縁部は緩やかに屈曲し、器厚3～4mmと 薄手である。外面口縁部直下

には5条のヘラ描き沈線を施す。内外面表面劣化のため調整等不明である。

胎土は58が橙褐色、59が暗褐色を呈し、共に2～ 3mmの長石粒を少量含み、59は赤色酸化土粒を含む。
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甕蓋

57は天丼部復元径6.6cm、 残存高7.8cmを 測 り、平坦な天丼部と直線的に開く体部を有する。内面ナデ調整、外面

縦方向のハケ調整の後横方向の粗いヘラミガキを施す。外面熱を受け橙色に変色する。胎土は橙褐色を呈し、2～

4mmの長石粒を比較的多く含む。

石器 (Fig 80～83)

黒褐色土出土石器 (Fig.80)

石鏃 (60・ 61)、 石鏃未製品 (62)、 打製石包丁 (63)、 楔形石器 (64)が出土した。

石鏃

60。 61は平基式の石鏃である。601よ背腹両面に素材面を残す。腹面側の作用部と基部の左側を調整した後、背面

側の作用部と基部の右側を調整している。切先を折損しており、最大長 (2 3cm)、 最大幅2.lcm、 最大厚0,4cm、 重

量 1.4g。 61は切先を調整しているものの、体部や側縁部の調整が簡素であり、石鏃未製品の可能性も考えられる。

最大長2.2cm、 最大幅1.9cm、 最大厚0.3cm、 重量 1.2g。 ともにサヌカイト製。

石鏃未製品

62は石鏃未製品である。腹面側に素材面を残し、側縁に丁寧な押圧剥離を加えている。切先を大きく欠損してい

るため切先の状態は不明であるが、大型石鏃の可能性も考えられる。最大長3 2cm、 最大幅2.4cm、 最大厚0.5cm、 重

量 (3.3g)、 サヌカイト製。

打製石包丁

63は打製石包丁である。背部は敲打の後、研磨による背潰し加工を施している。刃部と体部の一部が著しく磨減

しており、腹面刃部に微弱な微細剥離痕が確認できる。腹面体部に自然面を残す。折損しており、最大長 (5.5cm)、

最大幅5.2cm、 最大厚 1.2cm、 重量34,18、 サヌカイト製。

楔形石器

64は大型横長剥片素材の楔形石器である。打製石包丁の素材として搬入されたが、剥片の端部が折損 したため楔

形石器として転用されたと想定できる。最大長4.8cm、 最大幅 11.4cm、 最大厚 1.Ocm、 重量74.lg、 サヌカイト製。

黒褐色粘土出土石器 (Fig.80。 81)

石鏃 (65～ 67)、 打製石包丁 (68)、 スクレイパー (69～ 73)、 磨製石斧 (74)、 打製石斧 (75)、 敲き石 (76)が出

土した。

石鏃

65～ 67は石鏃である。石材はすべてサヌカイトである。65は平基式の石鏃である。全体に丁寧な調整を加えてお

り、素材面を残さない。腹面側を調整した後、背面側を調整している。切先を折損しており、最大長 (1.5cm)、 最

大幅 1.4cm、 最大厚0.3cm、 重量o.3gを 測る。66は凹基式の石鏃である。背面側に素材面を一部残すが、全体に丁寧

に調整されている。腹面右側作用部と基部を調整した後、背面左側作用都と基部を調整している。切先を折損して

おり、最大長 (1.4cm)、 最大幅1 2cm、 最大厚0 3cm、 重量0.4g。 671ま平基式の石鏃である。背腹両面に素材面を残

し、刃部は3～ 4mm間 隔の鋸歯状に調整している。背面右側作用部と基部、腹面右側作用部を調整 した後、背面左

側作用部と腹面左側が作用部、基部を調整している。切先を折損 しており、最大長 (1,9cm)、 最大幅 1.5、 最大厚

0.3cm、 重量0.8g。

打製石包丁

68は打製石伍丁である。狭 りは腹面狽1に一撃で大きな剥離を加えた後、背面側に調整を加えている。背部は敲打

の後、研磨による調整を施している。刃部は磨減しており、背面側刃部に微細剥離痕が確認できる。刃部や全体の

形状から、複数回の刃部再生が行われたと考えられる。折損しており、最大長 (4.2cm)、 最大幅 (4.5cm)、 最大厚

(1.2cm)、 重量24.8g、 サヌカイト製。

スクレイパー

69～ 73はスクレイパーである。石材はすべてサヌカイトである。69は折断された2側辺を有し、刃部は腹面狽1に

多く調整が施されている。両面に磨減痕と微細剥離痕が確認できる。最大長7.Ocm、 最大幅3 7cm、 最大厚0.9cm、 重

量170g。 701よ剥片の打面部と1側片を折断した後、剥片の端部に二次加工を加え刃部としている。刃部は著しく磨
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減しており、微細剥離痕が確認できる。最大長3.7cm、 最大幅4.ocm、 最大厚 1.lcm、 重量 13.8g。 71は横長剥片素材

で、両刃の刃部には顕著な微細剥離痕が確認できる。また腹面左側の側縁にも微細剥離痕が確認できる。最大長

4.7cm、 最大幅6.8cm、 最大厚 1 0cm、 重量27.5g。 72は粗割素材Iの分割材を素材としている。粗割素材Iの側辺、打面、

剥片端部の順で分割した後、鋭い縁をもった側辺側に二次加工を施している。刃部は背面側にのみ作 り出されてお

り、両面とも微細剥離痕が確認できるが、特に腹面側に顕著である。また剥片端部の分割面の側縁にも微細剥離痕

が確認できる。最大長7.3cm、 最大幅5.5cm、 最大厚 1.8cm、 重量83.8g。 73は粗割素材Hの分割材を素材とした大型の

スクレイパーである。分割面には斑晶がみられることから、意図しない分割であった可能性が考えられる。背部は

折断面の鋭い縁に敲打を施すことで背潰しを行っている。刃部は主に腹面側に作 り出されており、両面に顕著な微

細剥離痕が確認できる。また背面右側の側縁に微細剥離痕が確認できる。最大長9.4cm、 最大幅9,3cm、 最大厚 1.7cm、

目室ξ≧126.2g。

磨製石斧

74は磨製石斧である。自然の転石を素材に、体部の一部と刃部を研磨している。刃角は65度 を測る。中の池遺跡

の近隣には産出しない頁岩製であることから、他地域から搬入されたものと考えられる。最大長8.7cm、 最大幅

3 3cm、 最大厚 1 4cm、 重量54.6g。

打製石斧

75は刃部から基端までほぼ同じ幅で、長方形を呈する短冊形の打製石斧である。刃角は20度 を測 り、刃部先端に

は微細剥離痕が確認できるが、線状痕は確認できない。最大長15,Ocm、 最大幅7.9cm、 最大厚2.2cm、 重量314.5g、

サヌカイト製。

敲き石

76は石核を転用した敲き石である。3面の敲打部が確認できる。最大長9,7cm、 最大幅6.9cm、 最大厚4.8cm、 重量

372.Og、 サヌカイト製。

暗褐色粘土出土石器 (Fig.82)

石鏃 (77)、 スクレイパー (78)、 太型蛤刃石斧 (79)、 くばみ石 (80)が出土した。

石鏃

77は 凹基式の石鏃である。背腹両面に素材面を残 し、背面側を調整した後、腹面側の側縁に調整を施している。

完形で、最大長 1.5cm、 最大幅 1.6cm、 最大厚0.3cm、 重量0.5g、 サヌカイト製。

スクレイパー

78はスクレイパーである。大型の横長剥片素材で、2側辺を折断面で構成する。打面部に背潰し加工は施されて

いない。背面側に作 り出した刃部には微細剥離痕が確認できる。完形で、最大長 10.9cm、 最大幅5.Ocm、 最大厚

1.5cm、 重量662g、 サヌカイト製。

太型蛤刃石斧

79は太型蛤刃石斧である。刃角は56度 を測る。刃端は著しく磨減しており、刃部付近の剥離痕に研磨痕が見られ

ることから、繰 り返し研磨が行われたと考えられる。基部を欠損しており、最大長 (5,8cm)、 最大幅7.9cm、 最大

厚4.6cm、 重量265.Og、 ヒン岩製。

くばみ石兼敲き石

80は くばみ石兼敲き石である。両面にくぼみ部を有 し、狽1辺部全面に敲打痕が確認できる。最大長7.lcm、 最大

幅7.8cm、 最大厚4.4cm、 重量3530g、 軟質砂岩製。

黒色粘質土出土石器 (Fig.82・ 83)

打製石包丁 (81・ 82)、 砥石兼くばみ石 (83)が出土した。

打製石包丁

81・ 82は打製石包丁である。石材はすべてサヌカイトである。81は背部に敲打による背潰し加工を施し、刃部は

背面側を中心に調整され、微細剥離痕が確認できる。また刃部と体部の一部、背部に光沢面が確認できる。折損 し

ており、最大長 (5,2cm)、 最大幅4.6cm、 最大厚 1,Ocm、 重量28.8g。 821よ両端に袂 りのない打製石包丁である。背部

は研磨による背潰し加工が施されている。刃部は両面調整されており、背面側刃部に顕著な微細剥離痕が確認でき
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る。刃部と体部の一部、背部に強い光沢

面が確認できる。欠損 しており、最大長

(12.Ocm)、 最大幅 5。 lcm、 最大厚 1.Ocm、

重量 (64.28)o

砥石兼くぼみ石

83は砥石兼 くばみ石である。表面側の

砥面には3条の線状痕が、裏側にくぼみ

部が2ケ 所確認できる。最大長 19,5cm、

最大幅 10.2cm、 最大厚 6.4cm、 重量

1772.Og、 硬質砂岩製。

S D547 (Fig.69)

調査区中央東寄 り付近E・ Fll～ 13区

に位置する古墳時代の溝である。平面検

出では分離できなかったが、埋土は大き

/ く2層 に別れ、2本の溝が切りあって存在

黒色粘質土出土石器

している可能性が高い。第9次調査 SD
082と 084で ある可能性が極めて高い。 S

D538を切る。幅 140cm、 深さ55cm前後

を測 り、断面なだらかな逆台形を呈する。

底部の形状は平坦である。埋土はいずれ

埋土内より弥生土器・石器が出土した。

Fig。83 S D546出土石器 (4)

も砂礫を多く含む褐色シル ト質土を主体とし、葉理を多数形成する。

S D547出 土遺物 (Fig,34)

土器

弥生土器壷 (1・ 2)、 奏蓋 (3)が出土した。

壼

1は復元口径16.Ocm、 残存高13.6cmを 測り、「く」字状に緩やかに屈曲する日縁部とやや縦長の胴部を有する。日

縁端部には面を持ち、頸部には1条の削り出し突帯を有する。内面ユビオサエとナデ調整を施すが、日縁部内面及

び外面は表面劣化のため調整等不明である。21よ残存高4.9cmを測り、広く開く日縁部の破片である。日縁端部は若

干肥厚して丸く納まる。日縁部内面には1条の貼り付け突帯、外面には2条以上のヘラ描き沈線を有する。内外面表

面劣化のため調整等は不明である。

胎土は1が褐灰色、21よ淡褐色を呈し、いずれも1～4mmの長石粒、赤色酸化土粒を多量に含む。

)                                                      20cm

Fig.84 S D547出土土器 (S=1/3)
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甕蓋

3は天丼部径6.2cm、 残存高6.4cmを 波1り 、平坦な天丼部と広

く開く体部を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明であ

る。胎土は褐灰色を呈し、2～5mmの長石粒を多量に含む。

S D548

調査区南端A・ Bl区で検出した溝である。第9次調査 SD

081と 同一の溝と考えられる。調査区端で一部のみ検出したた

め詳糸Bは不明である。埋土は灰白色砂質土を主体とする。

土坑

S K501 (Fig 85)

調査区南半 D2区で検出した土坑である。短軸 138cm、 深さ

20cm前後を測る長方形を呈し、断面形態浅い皿形を呈する。底

部は若干起伏を有 し、壁面の立ち上がりはなだらかである。埋

土は上層が暗褐色粘質土、下層は暗灰褐色粘質土である。とも

に堆積構造は植物等による擾乱のため不明確である。埋土内よ

り弥生土器・石器が出土した。

S K501出土遺物 (Fig`86)

土器

弥生土器壺 (2)、 甕 (1)が出土した。

重

2は復元底径5.8cm、 残存高4.6cmを測 り、平坦な底部と、

比較的広 く開く体部を有する。内外面表面劣化のため調整等

不明である。胎土は橙褐色を呈し、2～ 7mmの 長石粒と赤色酸化土粒を

やや多く含む。

甕

1は残存高 5。2cmを 測る、如意状口縁を有するもので、日縁部は緩やか

に長く屈曲する。日唇部にはキザミを持たず、外面口縁部直下には2条の

沈線を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明である。胎土は暗褐

色を呈し、2～4mmの長石粒を多量に含む。

S K502 (Fig 87)

調査区南半 C・ D2区で検出した土坑である。長軸50cm、 短軸40cm、

深さ10cm前後を測る円形を呈し、断面形態「U」 字形を呈する。壁面の

立ち上がりは急である。埋土は暗褐色粘質土を主体とし、堆積構造は植

物等による擾乱のため不明確である。底部より5cm程度浮いた位置で弥

生土器壼が出土した。

S K502出 土遺物 (Fig 88)

土器

弥生土器壺が出土した。

復元日径23.8cm、 残存高10 0cmを 測 り、直立 した後広

く開く日縁部を有する。日縁端部には若干垂下する面を

持つ。頸部には2条の貼 り付け突帯を有し、突帯剥離部分

には割付のための沈線が見られる。内外面表面劣化のた

め調整等は不明である。胎土は橙褐色を呈し、1～ 7m
mの長石粒と赤色酸化土粒をやや多く含む。

L=10900m
NMIム
(墓 雰 耳 理 五

SE

l 暗褐色粘質土
0            2 暗灰褐色粘質±  2m

=1/40)

0                          10cln

Fig.86 S K501出土土器 (S=1/3)

(S=1/20)

o                                                  20cm

Fig.88 S K502出土二L器

(S=1/3)

Ｖ

・ｍ
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Fig.89 S K503平面・土層断面図 (S=1/40)
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S K503 (Fig 89)

調査区南半 D3・ 4

区で検出 した土坑で

ある。大半が調査区

外で、調査区内の部

分も撹乱により大き

く破壊される。深さ

12cmを 測 り、底部は

起伏を有する。壁面

の立ち上がりは比較

的なだらかである。

埋土は暗褐色粘質土

を主体とし堆積構造

は植物等による擾乱

のため不明確 であ

る。埋土内より遺物

の出土はみられない。

S K520 (Fig 9o)

調査区中央付近 C10区 で検出した土坑である。短軸58cm、 深

さ12cm前後を測る隅九長方形を呈し、断面形態浅い皿形を呈す

る。底部は若干起伏を有し、壁面の立ち上がりはなだらかであ

る。埋土は上層が亜角礫状の灰褐色粘質土ブロックを含む黒褐

色粘質土、下層は混入物の少ない黒褐色粘質土である。埋土内

より遺物の出土は見られない。当初平面形態から木棺墓の可能

性も考えたが、断面形態、埋土等の観察からその可能性はきわ

めて低いと言える。

S K522 (Fig.91)

調査区南半 B4区で検出した土坑である。短軸98cm、 深 さ

22cm前後を測る隅九長方形を呈し、断面形態浅い皿形を呈する。

大半が調査区外に位置する。底部は平坦で、壁面の立ち上が り

はなだらかである。埋土は上層が粒径の粗い黄灰色シル ト、下

層は亜角礫状のブロック構造を有する黒掲色粘質土である。埋

土内より弥生土器・石器が出土した。

S K522出土遺物 (Fig。 92・ 93)

土器 (日 g.92)

弥生土器壼 (1)、 甕 (2～4)が出

土した。

重

復元口径H4cm、 残存高5.6cm

を測り、緩やかに屈曲する頸部と

口縁部を有する。頸部外面には1

条の貼り付け突帯を有し、内外面

表面劣化のため調整等は不明であ

る。胎土は淡褐色を呈し、1～ 3m

L=10200m
S_N

2

l 黒褐色粘質土 (灰褐色土ブロック合む)
2 黒褐色粘質土

0           1m

Fig。90 S K520平面

図・土層断面図

(S=1/40)

L=10500m
S

F18。92 S K522出 土土器 (S=1/3)

1 黄灰色粘質±  3 黄灰色シルト質土 (しまり良く、粒径粗い)
2 黒褐色粘質±  4 黒褐色粘質土 (黒 褐 橙色のプロック含む)
0                       2m

Fig.91 S K522・ 524平面図・土層断面図

(S=1/40)
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mの長石粒を多量に含む。

甕

2は残存高3.9cmを 測る。やや内湾する体

都と日縁部を有し、外面口縁部直下には突

帯を有する。突帯直下には4条以上のヘラ描

き沈線を施す。内外面表面劣化のため調整

等は不明である。31ま残存高4.4cmを 測る。

僅かに内湾する体部と口縁部を有 し、外面

口縁部直下には突帯を有する。突帝直下に

沈線等は見られない。内外面表面劣化のた

め調整等は不明である。4は復元口径 15,4cm、

残存高8.8cmを 測 り、逆「 L」 字状口縁を有

するもので、口縁部上面を水平にする断面

三角形の貼 り付け口縁を有 し、日縁部直下

には4条 のヘラ描き沈線を施す。内外面表面

劣化のため調整等は不明である。

胎土は2が暗掲色、3'4が橙褐色を呈し、

Fig.94 S K524出 土土器 (S=1/3)

Fig。93 S K522出土石器

，

ｏ

2・ 3は 1～3mmの長石粒と赤色酸化土粒をやや多く、4は 1～ 5mmの長石粒を多量に含む。

石器 (Fig.93)

スクレイパー (5)、 打製石包丁 (6)、 磨石 (7)が出土した。

スクレイパー

5はスクレイパーである。両面調整された刃部は全体に磨減しているが、特に背面左側が磨減している。側辺を

折損しており、最大長4,9cm、 最大幅 (5 0cm)、 最大厚 1.2cm、 重量30,Og、 サヌカイト製。

打製石包丁

6は打製石包丁である。背部には敲打による背

潰し加工がみられる。刃部は両面調整されてお

り、背面右狽1の刃部には著 しい潰れ痕がある。

快りは背面側に調整することで作り出している。

折損 しており、最大長 (6.3cm)、 最大幅4.6cm、

最大厚 1.2cm、 重量410g、 サヌカイト製。

磨石

7は磨石である。石英片岩製で、加工痕はみられない。遺跡付近で産出しない石材であることから、搬入された

ものと考えられる。最大長 1.4cm、 最大幅1.6cm、 最大厚 1.2cm、 重量4.2g。

S K524 (Fig.91)

調査区南半B4区で検出した土坑である。短軸68cm、 深さ18cm前後を測る楕円形を呈し、断面形態浅い皿形を呈

する。底部は平坦で、壁面の立ち上がりはなだらかである。埋土は上層が黄灰色シルト質土、下層は黒褐色粘質土

である。ともに堆積構造は植物等による擾乱のため不明確である。埋土内より弥生土器・石器が出土した。

S K524出土遺物 (F咆。94・ 95)

土器  (Fig.94)

弥生土器壼 (1)、 甕 (2)が出土した。

壺

1は復元底径9.2cm、 残存高5,8cmを 測 り、平坦な底部と、比較的広 く開く体部を有する。外面は被熱する。内外

面表面劣化のため調整等不明である。胎土は暗褐色を呈し、2～ 7mmの 長石粒を多量に含む。



第5調査区の調査

７

ｏ
S=1/2

L譜      丁

暗褐色粘質±    3
黒褐色粘質土

灰白色粘質土 (黒褐色プロック含む)

Fig.96 S K542平 面図・土層断面図

(S=1/40)

Ocm

S=1/3

Fig。95 S K524出 土石器
Fig.97 SK542出土土器

(S=1/3)
甕

2は残存高6.9cmを測る、如意状口縁を有するもので、日縁部は緩やかに短く屈曲する。日唇部のキザミの有無は

不明で、外面日縁部直下には4条のヘラ描き沈線を有する。内外面表面劣化のため調整等は不明である。胎土は暗

褐色を呈し、2～4mmの長石粒を多量に含む。

石器  (Fig.95)

スクレイパー (3)、 台石 (4)が出土した。

スクレイパー

3はスクレイパーである。両側辺を折断し、両面調整された刃部は全体に磨減しており、微細剥離痕が腹面右側

刃部に確認できる。一部欠損しており、最大長4,9cm、 最大幅7.8cm、 最大厚 1,3cm、 重量 (29.2g)、 サヌカイ ト製。

台石

4は硬質砂岩の転石を利用した台石である。両面に線状の敲打痕を含む敲打部が、側辺部に敲打部が確認できる。

欠損しており、最大長14.9cm、 最大幅 (18.lcm)、 最大厚4.5cm、 重量734.Og。

S K542 (Fig 96)

調査区南半C,D ll区 で検出した土坑である。短軸80cm、 長軸166cm、 深さ18cm前後を測る長楕円形を呈し、断

面形態は浅い皿型を呈する。底部は平坦で、壁面の立ち上がりは東側がはなだらかであるのに対し、西側はまっす

ぐに立ち上がる。埋土は上層 (1・ 2層 )が黒褐色粘質土、下層 (3層 )は亜角礫状の黒褐色土ブロックを含む灰白

色粘質土である。上層は堆積構造が植物等による擾乱のため不明確である。埋土内より弥生土器が出土した。

S K542出土遺物 (Fig 97)

土器

弥生土器重 (1)、 甕 (2)が出土した。



甕

2は残存高5.Ocmを 測る、如意状日縁を有するもので、口

縁部を欠損する。外面日縁部直下には4条の半裁竹管に

よる沈線を有する。内面ナデ調整、外面縦方向のハケ

調整を行う。胎土は暗褐色を呈し、2～4mmの長石粒を

多量に含む。

S K549

調査区南半A・ B5。 6区 で検出した遺構である。幅

280cm前後、深さ70cm前後を測り、大半が調査区外に位

置する。底部は起伏が激しく、壁面の立ち上がりはい

くつもの段を有する。埋土は上層が褐色シル ト質土、

下層は黒褐色シル ト質である。植物等による擾乱のた

め堆積構造は不明確である。当初環濠かとも思われた

が断面形態や埋土が著しく異なる事などから別種の遺

構と考えた。溝になる可能性もあるが、これまでの調

査で延長部分が見つかつておらず、大型の土坑として

扱っておく。埋土内より弥生土器・石器が出土した。

S K549出土遺物 (Fig.98・ 99)

土器 (Fig,98)

弥生土器壼 (1)、 甕 (2・ 3)が出土した。

壺

Δt基
恥

◇

0                          5cm

Fig.99 S D549出土石器 (S=2潟 )
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0                  5cm
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S K528出 土石器

0                         10cm

Fig.101 S K529出土土器 (S=1/_3)

0                         10cm

Fig。98 S D549出 土土器 (S=1/3)

1は底径8 2cm、 残存高3.Ocmを測 り、平坦な底部と直立した後直線的に開く体部を有する。内底面は比較的薄い。

内外面表面劣化のため調整等不明である。胎土は淡褐色を呈し、2～4mmの長石粒を多量に含む。

甕

2は底径5,7cm、 残存高4.2cmを 測 り、やや湾曲した底部と直線

的に開く外部を有する。底部には焼成後の穿孔を有する。内外面

表面劣化のため調整等不明である。31よ残存高3.4cmを 測り、如意

状口縁を有するもので、口縁部は緩やかに長く屈曲する。日唇部

にはキザミを持たず、外面日縁部直下には3条以上の沈線を有す

る。内外面表面劣化のため調整等は不明である。胎土は2が橙褐

色を呈し、2～4mmの長石粒を多量に含み、31ま褐灰色を呈し2～

3mmの長石粒・赤色酸化土粒を少量含む。

石器 (Fig,99)

石鏃 (4)、 石鏃未製品 (5)、 石錐 (6)が出土した。

Fig■ 00

石鏃

4は平基式の石鏃である。背腹両面に素材面を残す。切先の調整は

やや簡素である。基部を欠損 しており、最大長 (2.2cm)、 最大幅

2 0cm、 最大厚0.4cm、 重量 (1.88)、 サヌカイト製。

石鏃未製品

5は石鏃未製品である。剥片の縁辺を調整しているが、切先は未調

84
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S=2/3

Fig。 102 S P515出土石器
S K528出土遺物 (Fig,loO)

石器

スクレイパーが出土した。

背部は折損面と敲打による弱い背潰し加工が、刃部は両面調整が施されている。腹面刃部中央に弱い微細剥離痕

が確認できる。背面左側の側辺を折損する。最大長4,Ocm、 最大幅 (5,lcm)、 最大厚0.8cm、 重量 16.2g、 サヌカイト

製。

S K529出土遺物 (日 g.101)

土器

弥生土器甕が出土した。

復元日径 18 9cm、 残存高8.3cmを測 り、如意状口縁を有するものである。日縁部の屈曲は緩やかである。外面口

縁部直下には3条のヘラ描き沈線を施す。内外面表面劣化のため調整等は不明である。胎土は褐灰色を呈し、1～

5■mの長石粒を多量に含む。

SP5司 5出土遺物 (日 g.102)

石器

石鏃が出土した。

凹基式の石鏃で、腹面側に一部素材面を残す。腹面側を調整した後、背面側を調整している。切先を欠損してお

り、最大長 (3.5cm)、 最大幅1.8cm、 最大厚0.6cm、 重量 (1.7g)、 サヌカイト製。

第5調査区の調査

整である。基部の一部を欠損しており、最大長 1,8cm、 最大幅1.7cm、 最大

厚0.4cm、 重量 (0,9g)、 サヌカイト製。

石錐

6は全体が多角形を呈する石錐である。横長剥片を素材とし、腹面狽1に

素材面を残す。錐部を折損しており、最大長 (5.6cm)、 最大幅1.5cm、 最

大厚0.6cm、 重量6.Og、 サヌカイト製。

その他の遺構出土の遺物

この他にもS K528、 529、 S P515な どから出土している遺物を紹介す

る。



第6章 自然化学分析
第1節 中の池遺跡出土石器の使用痕分析

(株)ア ルカ・池谷勝典

はじめに

本遺跡から出土している扶入打製石包丁1点、打製石包丁1点、赤色顔料付き磨石+敲石1点の 3点について低倍率

と高倍率による使用痕観察をおこなった。

観察方法

使用した機器は、キーエンス社のデジタルHDマ イクロスコープ (VHX 100)に よる低倍率ズームレンズ (VH_

Z05)と 高倍率ズームレンズ (VH Z450)を用いて高倍率の使用痕光沢の観察をおこなった。観察倍率は、 5倍～

40倍 と450倍 ～1000倍 (倍率はマイクロスコープでの倍率で従来の金属顕微鏡の倍率比とは異なる)である。観察

面は、中性洗剤で洗浄をおこない、適宜アルコールを浸した脱脂綿で軽 く拭き取り、脂分などを取り除いた。観察

範囲は、石器表面全体を詳細に観察し、使用痕光沢および線状痕の認定をおこなった。使用痕光沢分類は東北大学

の分類基準に基づく (梶原 。阿子島1981、 阿子島1989)。

観察時には、適宜使用痕のデジタル写真を撮影した。

資料と観察結果

打製石包丁 (Fig.82-82)

石材はサヌカイトである。横長剥片を素材としている。左側辺が一部欠損しているが、平面形は背部が湾曲する

形態で磨製石包丁の形態とよく似ている。背部の湾曲は垂直打撃で整形した後に縁辺を研磨で調整している。刃部

は、背面側にやや大きな規模の平らな剥離を入れている。主要剥離面側には加工は施されない。刃角は28～ 36度で

ある。刃幅は残存部の計測で99mm、 破損部を推定復元すると135 mmで ある。

使用痕については、刃部に刃こぼれが顕著に観察される。刃こばれは表裏に観察されるが裏面側に顕著に観察さ

れる。肉眼では背面狽1の刃部縁辺付近と背面側の左よりの凸部 (稜線上・Fig。 103写真 1、 2)と 裏面側の中央部 (剥

離稜線上・Fig。 104-写真10)に摩耗が観察される (Fig.H3)。 裏面側に見られる中央部の摩耗は、正面側に見られる

摩耗とは様相が違い、摩耗面が非常に平坦であるのが特徴である (Fig。 104-写真 10)。 一方、正面側に見られる摩耗

は、摩耗面が非常に滑らかで丸みを持つているのが特徴である (Fig。 103-写真 1、 2)。 両者の違いは、前者が着柄に

よる摩耗と推定され、後者が被加工物との接触で生じた摩耗と推定される。それは、摩耗が平坦であることから接

触したものもある程度硬さのある平坦なものと考えられる。一方、被加工物が柔らかいものである場合、石器の表

面と接触したときにその表面形状に沿つて接触するために滑らかな摩耗となる。

高倍率の使用痕観察では、全面を精査したがイネ科植物に特有のA・ Bタ イプの使用痕光沢は観察されなかった。

線状痕等も不明瞭である。しかしながら、摩耗の激しい部分では450倍で観察すると、鉱物の斑晶が不明瞭となり

表面が磨り消し状の外観で表面の凹凸が少ない状態である。一方、あまり摩耗していないところでは、鉱物の斑晶

が明瞭に観察され、表面の凹凸も激しい状態である (Fig 104・ 105)。

挟入打製石包丁 (Fig.52-65)

石材はサヌカイトである。横長剥片を素材としている。両側辺には狭部を作出している。刃部は、主要剥離面側

を直接打撃で平らな剥離を入れた後、その面を打面として背面側にやや急角度に押圧剥離で刃部を整形している。

背部は、垂直打撃で整形している。刃角は48～ 52度である。刃幅は110 mmである。

使用痕については、肉眼でも顕著な摩耗が観察される摩耗の範囲は、 トーンで表示した (Fig.H3)。 正面側の摩

耗が顕著な範囲は、正面側が左側刃部付近、裏面側が左側刃部付近と表裏で摩耗の強い分布域が分かれる点が興味

深い。刃部の刃こばれの状況を観察すると主要剥離面側から背面側に剥離するパターンのものである。

高倍率の使用痕観察では、全面を精査したがイネ科植物に特有の A・ Bタ イプの使用痕光沢は観察されなかった。



中の池遺跡出土石器の使用痕分析

線状痕等も不明瞭である。しかしながら、摩耗の激しい部分では450倍で観察すると鉱物の斑晶が不明瞭となり表

面が磨り消し状の外観で表面の凹凸が少ない状態である。一方、あまり摩耗 していないところでは、鉱物の斑晶が

明瞭に観察され、表面の凹凸も激しい状態である (Fig 109・ 110)①

磨石+敲石 (日g54-79)

石材は閃緑岩である。素材は楕円礫である。風化と被熱によると思われる表面の破損が激しい。主面部を除く両

狽‖面部にかけて赤色顔料が付着している。端部には敲打痕の集中による平坦面が形成されており、この敲打面もわ

ずかに摩耗している。裏面側には石器のほぼ中央部に敲打痕の集中が観察されるが、非常に弱い敲打痕である。磨

面はほぼ全面に観察され、線状痕は長軸に対して直交するか斜行する方向に観察される。磨面は、素材礫の表面形

状に沿って形成されているわけではなく、比較的平坦面をもつ磨面となっている。このような磨面は手首をあまり

かえすことなく、固定した状態で磨られていることが推定される。

高倍率の使用痕観察では、狽1面部の赤色顔料が残存している部分ではBタ イプ類似の使用痕光沢が観察される。

剥片石器の使用痕光沢分類であるBタ イプがなぜ磨石の磨面に観察されるのか。その成因は不明であるが推測され

るのは、赤色顔料の微粉末が人間の手と磨面の間に挟まれる状態であり、顔料がちようど研磨剤の役目を担つてい

たのではないかと推測される。同じような現象は皮なめしの際にオーカーを混ぜてスクレイパーで掻き取りをする

とBタ イプ類似の光沢が生じるという報告がある (Lcv卜 Sala,1993:407-408)。 さらに、剥片石器などに見られるB

タイプもイネ科植物に含まれる珪酸体による石器表面の研磨の可能性が指摘されており (Lcvi― Sala,1993:408-409)、

同様の現象が起こっていると考えられる。

まとめ

打製石包丁 2点については、以下の点が明らかとなった。

資料 (Fig 82-82)

・微細剥離は表裏に見られるが、裏面側により顕著に見られる。

・丸みをもつ磨耗の分布域が正面側の左側に偏る。

・着柄痕と考えられる平坦な磨耗が裏面側の中央部付近に観察される。

・使用痕光沢は観察されないが、磨耗部と磨耗がない部分では高倍率の観察でも斑晶の見え方、表面の凹凸状態

で違いが見分けられる。

資料 (Fじ 52-65)

・微細剥離は正面側に顕者に見られる。

・丸みをもつ磨耗の分布域が正面側の左側に偏 り、裏面側でも同じく左側に偏る。

・正面側の左側にある磨耗は、刃部の剥離面に切られているが、裏面側の左側にある磨耗は、剥離面を切ってい

る。

・使用痕光沢は観察されないが、磨耗部と磨耗がない部分では高倍率の観察でも斑晶の見え方、表面の凹凸状態

で違いが見分けられる。

資料 (F咆 .54-79)

・磨面が顕者な主面部よりも側面部に赤色顔料がよく付着している。主面部にもわずかな凹みに顔料が残存して

いる (Fig。 112-写真 10)

・使用痕光沢は、赤色顔料がよく付着している部分にBタ イプ類似の光沢が観察される。それ以外の部分では、

強い線状痕をともなうやや鈍い光沢で表面の凹凸が激しい光沢が観察される。

・線状痕は石器の長軸に対して直交かやや斜行する方向に観察される。

考察

打製石包丁 2点については、上記の観察結果から装着方法の違いがあるのではないかと推定される。打製石包丁

(Fig 82-82)は 裏面側に平坦な磨耗部をもち、堅い平坦なものが密着して擦れた状態を示していると考えられる。

したがって、何らかの柄に相当するようなものが取り付けられていた可能性がある。その柄の装着範囲を使用痕の



分布から推測するとFig。 115の ような装着復元図になる。

一方、袂入打製石包丁 (Fig.52-65)の ほうは、狭部を作出されている点、着柄痕と考えられる摩耗がない点、

摩耗の分布が左恨‖に偏 り背部にも摩耗が広がることや狭 り内部にもわずかに磨耗がみられることから、Fig.115の よ

うに袂りに紐などの軟質のものを引っかけて使用していたのではないかと推測される。

さらに、快入打製石包丁 (Fig.52-65)で興味深い点は正面恨1の摩耗が刃部加工に切られており、正面側の摩耗

が使用により形成された後に刃部を再加工していることが分かる。裏面側では、刃部加工を摩耗が切つており、刃

部の再加工は行われておらず最終的な使用面であると推定される。このことから正面狽1を主に使用した後に刃部を

再加工して、その後使用面を裏面側に代えてもう一度再使用していることが推浪1さ れる。その使用法は、微細剥離

が正面側に偏る点から裏面狽1か ら力が加わるような使用法が考えられ、磨製石包丁で確認されている手首をかえし

ながら摘み取る動作が推測される。以上のような装着方法と使用法については、御堂島氏が分析した長野県飯田地

域の快入打製石包丁の分析報告 (御堂島1989)と もほぼ一致しており、地理的距離はあるが同じような装着
・使用

法が見られることは弥生文化の流入ルートを考えていく上で非常に興味深いものである。

また、顔料製作に使用された磨石十敲石 (Fig 54-79)に ついては、顔料製作時の磨面の使用痕の状態がどうい

うものであるかという点で貴重な観察データを得ることができた。興味深い点は、顔料が付着している狽↓面にBタ

イプ類似の光沢が観察されることである。これは、使用痕光沢の成因に関連して顔料の微粉末が作業者の手と石器

の間に挟まれる状態であり、柔らかい人間の手に微粉化した顔料が付着し、石器の表面をゆっくりとこする状況が

生じていたのではないかと考えられる。顔料が研磨剤として機能した結果ではないかと考えられる。良く磨られて

いる主面部に赤色顔料があまり付着していないのは、摩耗が顕著なため表面の凹凸がなく平滑であるため顔料が付

着する余地がないからである。一方、摩耗が顕著でない場合は表面にまだ凹凸が残っているためその凹みに顔料が

付着する余地があるために残存しやすいという理由からである。磨石の操作方法については、線状痕の方向から石

器を短軸方向に手のひらに握り前後に動作したと推定される。

おわりに

分析点数は少ないながら打製石伍丁の装着
。使用法にまで言及することができた。これは、われわれが現在打製

石包丁として分類している石器群の形態差や加工方法の違いが何に起因するのかという点を考える上で使用痕分析

が有効なデータを提供できるという確信を得た。中の池遺跡では、打製石包丁を主体としてわずかに磨製石包丁も

出土しており、それらの使い分けがあつたのかどうか、打製と磨製の違いは何なのかいろいろと疑間が湧いてくる。

打製石包丁の中でも今回 2種類の作 り分けが有ることがより具体的に判明しており、中の池遺跡の実態を解明して

いく上で遺構、土器、石器などを関連づけた総合的な分析がますます重要である。
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中の池遺跡出土石器の使用痕分析

sと 1/2

3 刃部加工 (押歴剥離による平らな剥離画) 4 刃部加工 (押歴剥離による平らな剥離面)

6 刃郡加工 (押圧剥難tこ よる平らな剥離面)     6 背縁部の研磨
Fig.103 中の池遺跡・打製石包丁 (Fig.82-82)低倍率観察 (1) 半数字の天地力淳真の天地に対応
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7 刃部の微細剥離

9 刃部の微細剥離 iO 平坦な摩耗

13 使用痕光沢なし (鉱物の斑晶不明瞭)
Fig.104 中の池遺跡 。打製石包丁
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14 使用痕光沢なし (鉱物の斑晶不明瞭)
(Fig.82-82)高 倍率観察 (2)



16 使用痕光沢なし (鉱物の斑晶が明瞭)

21 使用痩光沢なし (鉱物の斑晶が明瞭)
Fig。 105 中の池遺跡・打製石包丁
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16 使罵痕光沢なし (鉱物の斑晶が明際)

22 使用痕光沢なし (鉱物の斑晶が明繰)
(Fig.82-82)高 倍率観察 (3)

イド箕

≒ご:

ギ

脅鸞

:鏡

(鉱物の斑晶が明際) 18 使用痕光沢なし (鉱物の斑晶が明瞭)

19 使用痕光沢なし (鉱物のIII晶が明瞭)



Fig.106 中の池遺跡 。打製石包丁
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24 使用痕光沢なし (鉱物の斑晶が明瞭)

使用痕光沢なし (鉱物の斑晶が明瞭)

27 使用痕光沢なし (鉱物の環晶が明瞭) 23 使用疲光沢なし (鉱物の環昌が不明際)

(Fig.82-82)高 倍率観察 (4)



2 微綴剥離と摩耗

8 摩耗と刃部再加工剥離 (摩耗がal」離に切られている) 4 正面左側快部・摩耗

5 摩耗
Fig。 107 中の池遺跡・狭入打製石包丁 (Fig.52-65)
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中の池遺跡出土石器の使用痕分析

i2

11

25  S=1/2

6 正面右側快部・摩耗
イ氏
。
高 イ音茸導現察  (1)半数字の天地が写真の天地に対応

Ｑ

胤

Ｈ

Ｈ

Ｖ

1

I 微組剥離と摩耗



刃部の加工 (押圧剥離 10 刃部の加工 (押圧剥離)

14 使用痕光沢なし (鉱物の斑晶不明際)
Fig.108 中の池遺跡・狭入打製石包丁 (Fig.52-65)低・高倍率観察 (2)
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中の池遺跡出土石器の使用痕分析

16 15の 拡大 (斑晶が確認でき平滑になっている)

18 使用痕光沢なし (鉱物の斑晶不明

19 使用疲光沢なし (鉱物の斑贔不明瞭) 20 使用痕光沢なし

2員  使用痕光沢なし (鉱修の斑晶不明瞭)      22 使用痕光沢なし (鉱物の斑轟不明
Fig.109 中の池遣跡・狭入打製石包丁 (Fig。52-65)低 。高倍率観察 (3)
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22 使用痕光沢なし (鉱物の斑轟不明糠)



縄
國

蔭

24 使用痕光沢なし (鉱修の斑晶不明験)

25 使用痕光沢なし (鉱物の斑晶明瞭) 26使用痕光沢なし (鉱物のJII

光沢なし (鉱物の斑晶明瞭)

29 使用痕光沢なし (鉱物の斑轟不駆 30 使用痕光沢なし (鉱物の斑晶不明瞭)
Fig.110 中の池遺跡・決入打製石包丁 (Fig.52-65)低・高倍率観察 (4)
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5 Bタイプ類似光沢
Fig.111 中の池遺跡・磨石+敲石

中の池遺跡出土石器の使用痕分析

4 不明光沢と線状痕

6 5の拡大・Bタイプ類似光沢

(Fig.54-79・ 赤色顔料付着)低 。高倍率観察 (1)
97

2 裏面側・敲打痕の集中

1 赤色顔料の付着状況



7 8タイプ類似光沢と不明光沢 8 Bタイプ類似光沢と不明光沢

9 不明光沢と線状痕 10 不明光沢と線状疲

il 不明光沢と線状痕1光沢と線状狼                12 使用痕光沢なし

Fig。 112 中の池遺跡・磨石十敲石 (Fig.54-79。 赤色顔料付着)低・高倍率観察 (2)



中の池遺跡出土石器の使用痕分析

Fig 82-82

丸みをもつ摩耗の強い範囲

にけ平壇な摩耗の範囲

婢持"微細劉離が顕著に見られる範囲

Fig。 113 中の池遺跡打製石包丁摩耗・微細剥離分布図

Ｑ

鴻

口

旧

▼

Ｑ

鴻

口

＝

Ｖ

再加工された部分
aの摩耗部が剥離に

切られている

裏面側が最終使用面

Fig.H4 刃部再生と表裏を入れ替えて再利用

やや堅い材質の装着

Fig,115 推定装着模式図

紐などによる装着
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第 2節 中の池遺跡出土磨石に付着した赤色顔料の分析

(財)元興寺文化財研究所 。川本耕三

丸亀市中の池遺跡出土磨石に付着した赤色顔料の分析について報告を行う。

1.分析概要
丸亀市中の池遺跡出土の磨石の表面は比較的滑らかであるが、多数の細かい凹部に赤色物質が残存している。こ

の赤色部分と赤色でない (白色)部分を成分分析し比較することによつて赤色顔料の成分を調べた。

2.使用機器と分析条件
エネルギー分散型ケイ光X線分析装置 (XRF)(セ イコーインスツルメンッ (株)製 SEA5230)は試料の微小領
域にX線を照射し、その際に試料から放出される各元素に固有のケイ光X線を検出することにより元素を同定する
ための装置である。

測定は大気圧下 (カ リウム (K)よ り軽い元素は検出範囲外)で行い、 φO.lmmのコリメータを用いて、50k Vの
管電圧で300秒間行った。

3.結果と考察
赤色顔料としてはベンガラ (酸化鉄、Fe2 0 3)と 水銀朱 (硫化硫黄、HgS)が考えられ、遺物の白色部分と赤
色部分とを比較すると赤色部分には水銀が多く存在する。硫黄はカリウムより軽いうえ、水銀とピークが重なるた

め確認できなかったが、赤色物質は水銀朱である可能性が高いと考える。

[試料像4

視野:IX Y16。604。95(mm)[XⅥ 6。604,95ぃ m)
Fig。 116 測定部位試料像

磨石赤色部 磨石白色部



中の池遣跡出土磨石に付着した赤色顔料の分析
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原子番号 元素 元素名 ライン 赤色部(cps) 白色部(cps) R O Irkcvゝ
20 Ca カルシウム Kα 1.188 2.409 3.54… 3.84

26 贄 鉄 Kα 2.005 3.830 6.23‐ 6.57

38 Sr ストロンチウム Kα 4.118 3.209 13.92‐14.36

80 Hg 水銀 Lβ 3.305 0.876 11,65-12.06

Fig.117 スペクトル及び測定値
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第3節  S D546出土土器付着煤状物質の分析

(財 )元興寺文化財研究所 。植田直見

刊.調査対象
第5調査区 S D546か らは、油煙状の物質が付着した弥生土器甕底部が出土した (Fig.7953)。 この物質は甕底部の

破断面にも付着しており、土器破損後に付着したことが明らかである。このような煤が付着する使用形態としては、

後世では灯明皿などの燈火具、香炉などが考えられる。弥生時代前期にすでにこのようなものが出現していた可能

性は考えにくいが、煤の付着形態は煮炊きに伴うものとは考えにくく、特殊な用途が考えられる。また付着物その

ものも肉眼での観察からは通常の焦げ付きなどとは異なり、光沢を持った油煙状のものであつた。そこで、付着物

を分析し、その成因を検討することとした。

2.調査内容
黒色部の一部を採取し赤外分光分析 (以下、FT―IR)イこよる材質分析を行なった。また、黒色部の一部をアセ ト

ンで抽出し溶解物を同様に分析した。

3.使用機器及び測定条件
フーリエ変換型赤外分光光度計 (FT― IR)(日 本電子 (株)JIR-6000)

赤外線を試料に照射することにより得られる、分子の構造に応じた固有の周波数の吸収を解析 し、化合物の種類

を同定する分析方法である。

条件 :K Br錠剤法 (試料をKBr(臭化カリウム)と 混合、圧縮し錠剤を作製して行う方法 )、 分解能 2cm・、検出器

TCS

4.結果
黒色部およびアセ トン抽出部とも赤外吸収スペクトルはほぼ同じ吸収位置と強度を示した (Fig,H8-1、 Figl18-2)。

2800～ 2900cm lの メチレンに由来する吸収が検出されたことより黒色部分に有機物が存在することがわかった。ま

た、1710cm-1の カルボエルに由来する吸収よりこれらは植物に由来する多糖類や糖類などあるいは油脂が炭化し

た可能性が高いと考えられた。さらに、1000～ 1100cm lの吸4又は多糖類および土壌成分の両者が考えられる。これ

らのことより炭化しているため断定はできないがこの黒色物は多糖類などの植物に由来する有機物および油脂など

が炭化したものである可能性が高いと考えられた。結論的には何らかの有機物が付着していることは確認できたが、

これが油脂に起因するものであるかどうかについては別種の分析が必要である。
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S D546出 上土器付着煤状物質の分析
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第4節 プラント・オパール分析 (第 1回 )
株式会社 古環境研究所

1. はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si02)が蓄積 したものであり、植物が枯れたあとも

微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。プラント・オパール分析は、この微化石

を遺跡土壌などから検出して同定・定量する方法であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古植

生・古環境の推定などに応用されている (杉山,2000)。 また、イネの消長を検討することで埋蔵水田跡の検証や

探査も可能である (藤原・杉山,1984)。

中の池遺跡の発掘調査では、複数の層準において水田作土とみられる堆積層が認められた。そこで、これらにつ

いてプラント・オパール分析を行い、稲作弥の可能性について検討することになった。なお、分析は2002年 の発掘

調査段階で層位把握のために行った1回 目と、調査終了後に行つた2回 目の分析がある。それぞれ節を分けて報告を

行う。なお、試料採取地点は1回 目2回 目ともに通し番号で記載し、採取地点については第4調査区B・ C区南壁を

Fig.37に 、第2遺構面・第3遺構面・第4遺構面をFig,132～ 134に示している。

2.試料
調査地点は、4調査区B・ C区の南壁と第4遺構面 (27層検出面)である。分析試料は、南壁では暗灰褐色粘土

(試料1,試料10:9層 )、 暗黄褐色粘土 (試料H l10層 )、 暗黄灰色粘土 (試料 12:12層 )、 暗褐灰色粘質土 (試料

13:18層 )、 暗灰色細砂 (試料2:19層 )、 暗褐灰色細砂 (試料3:23層 )、 暗褐色細砂 (試料4:21層 )、 黄灰色粘土

(試料 14,試料60,試料63,試料66:26層 )、 黒色粘土 (試料5,試料15:27層 )、 暗灰色粘土 (試料6:29層 )、 黒灰

色粘土 (試料7:31層 )の 16点、第4遺構面 (27層検出面 (黒色粘土))では3-B、 3-D、 3-G、 3-H、 3-Kの 5点である。

3.分析法
プラント・オパールの抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原,1976)を もとに、次の手順で行っ

た。

1)試料をlo5℃ で24時間乾燥 (絶乾 )
2)試料約lgに直径約40μ mの ガラスビーズを約0,02g添加 (電子分析天秤により0.lmgの 精度で秤量 )

3)電気炉灰化法 (550℃・6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・ 42KHz・ 10分間)に よる分散
5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オ イキット)中 に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数
検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞 (棄身にのみ形成される)に由来するプラント・オパールを同定の対象と

し、400倍 の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行つた。これはほぼプレパラ

ート1枚分の精査に相当する。検鏡結果は、計数値を試料 lg中 のプラント・オパール個数 (試料lgあ たりのガラ

スビーズ個数に、計数されたプラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める)に換算して示した。

おもな分類群については、この値に試料の仮比重 (10と 仮定)と 各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体1個 あたりの

植物体乾重,単位 :10-5g)を乗じて、単位面積で層厚lcmあたりの植物体生産量を算出した。イネ (赤米)の換

算係数は2.94(種実重は1.03)、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 ネザサ節は0.48お よびクマザサ

属 (チ シマザサ節・チマキザサ節)は0.75である。

4.結果
分析試料から検出されたプラント・オパールは、イネ、ヨシ属、ススキ属型、タケ亜科 (ネザサ節型、その他 )

および未分類であり、これらの分類群について定量を行った。プラント・オパールの検出密度と推定生産量をTab.2、

Fig.120～ Fig122に 示した。なお、主要な分類群については顕微鏡写真を示す。

5.中の池遺跡における稲作跡と環境

水田跡の検証あるいは探査を行うにあたつては、試料 lgからイネのプラント・オパールが3,000イ固以上の密度で

検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断している。さらに、当該層でプラント・オパー
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プラント オパール分析

ル密度にピークが認められれば、その可能性はより確実なものとなる。なお、密度が基準値に達していなくてもピ

ークとなっていれば、上層から後代のプラント・オパールが混入した危険性は考えにくいことから、その場合も稲

作が行われていた可能性が考えられる。これらのことを基準として、稲作の可能性について検討を行う。

(1)第 4調査区BoC区 南壁
イネのプラント・オパールが検出されたのは、上位より9層、10層、12層、19層、21層、23層、26層 および27層

である。このうち、9層 、10層、12層ではプラント・オパール密度がおよそ3,000個 /g以上と高い値である。したが

って、これらの層準については稲作跡である可能性が高いと考えられる。また、21層 でも3,000イ固/g弱 と比較的高い

密度であることから、稲作が行われていた可能性が考えられる。一方、23層 は溝状の堆積である。ここからもイネ

のプラント・オパールが4,000個 /gと 高い密度で検出されている。よつて、当該層の堆積時期にも調査地点もしくは

近傍において稲作が行われていた可能性が考えられる。

19層 、26層 および27層 ではプラント・オパール密度が1,000イ固/g前後と低い値である。こうしたことから、これら

の層準については稲作が行われていた可能性は考えられるものの、他所からプラント・オパールが混入した危険性

も否定できない。

(2)第 4調査区BoC区 第 4遺構面 (27層検出面 )
ここでは、27層 (黒色粘土)検出面で採取された5試料について分析を行った。その結果、試料3-Dと 試料3-Kか

らイネのプラント・オパールが検出された。プラント・オパール密度はいずれも300イ固/gと 低い値である。このこと

から、当該層において稲作が行われていた可能性を積極的に支持することはできない。仮にここで稲作が行われて

いたとするならば、それは非常に短い期間 (1～数年)であったと考えられる。

(3)プ ラント・オパール分析から推定される植生・環境

イネ以外の分類群では、上位より9層、10層、12層、19層、23層 および21層 にかけてネザサ節型やススキ属型が

優勢である。このことから、これらの堆積時期は調査地近辺は比較的乾いた環境であり、ネザサ節やススキ属が生

育していたと推定される。また、9層、12層、19層 の時期は、調査地の周辺に一部ヨシの生育する湿地が存在した

と推定される。

6.ま とめ

中の池遺跡においてプラント・オパール分析を行い、稲作の可能性について検討した。その結果、上位より上層

水田を覆う暗灰褐色粘土 (9層 )、 上層水田作土 (10層 )、 暗黄灰色粘土 (12層 )お よび S D428埋土上層 (23層 )に

おいて稲作が行われていた可能性が高いと判断された。なお、黒色粘土 (27層 )については稲作跡である可能性を

積極的に肯定することはできなかった。仮にここで稲作が行われていたとすると、ごく短期間のものであつたと推

定された。
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第5節 プラントオパール分析 (第 2回 )、 花粉分析及び寄生虫卵分析について
株式会社古環境研究所

第1項 プラン トオパール分析

1. 滸t米斗
調査対象は、第4調査区B・ C区第2遺構面 (上層水田作土)[暗責褐色粘土,10層 ]、 第3遺構面 (下層水田作土)
[暗灰色細砂,22層 ]、 第4遺構面 (黒色粘土,27層 )お よび南壁である。各地点における分析試料は以下の通りで
ある。なお、南壁の試料採取地点はFig.37に 、第2～4遺構面の試料採取地点はFig132・ 133・ 134に記載している。

(1)第 2遺構面 (上層水田作土 )

推定水田作土において、1-A,1-C,1-E,1-G,

(2)第 3遺構面 (下層水田作土 )

推定水田作土において、2-A,2-B,2D,2-I,

lI,1-K,1-L,1-Oの 8点が採取された。

2-M,2-R,2-Kの 7点が採取された。
(3)第 4遺構面 (27層 )

検出遺構面において、3-B,3-C,3F,3-G,3-H,3-I,3-J,3-Mの 8点が採取された。
(4)南壁

上位より暗緑灰色砂質土 (2層 ,試料43)、 灰褐色細砂 (6層 ,試料44)、 暗灰褐色粘土 (9層 ,試料45)、 暗黄褐色
粘土 (10層 ,試料46)、 暗黄灰色粘土 (12層 ,試料47)、 暗灰色粘質土 (17層 ,試料48)、 暗灰色細砂 (19層 ,試料
49)、 暗褐色細砂 (21層 ,試料4)、 黄灰色粘土 (26層 ,試料50)、 黒色粘土 (27層 ,試料51)、 黄白色粘土 (28層 ,

試料52)、 暗灰色粘土 (29層 ,試料53)、 灰色粘土 (30層 ,試料54)、 黒灰色粘土 (31層 ,試料55)の 14点が採取さ
れた。

2.分析方法
プラント・オパールの抽出と定量は、ガラスビーズ法 (藤原,1976)を用いて、次の手順で行つた。
1)試料をlo5℃で24時間乾燥 (絶乾 )
2)試料約lgに対 し直径約40μ mの ガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天秤により0,lmgの 精度で秤量 )
3)電気炉灰化法 (550℃ ・6時間)に よる脱有機物処理
4)超音波水中照射 (300W。 42KHz・ 10分間)に よる分散
5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去
6)封入剤 (オ イキット)中に分散してプレパラート作成
7)検鏡・計数
検鏡は、おもにイネ科植物の機動細胞 (葉身にのみ形成される)に由来するプラント・オパールを同定の対象と
し、400倍 の偏光顕微鏡下で行つた。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラ

ート1枚分の精査に相当する。

検鏡結果は、計数値を試料lg中 のプラント・オパール個数 (試料lgあ たりのガラスビーズ個数に、計数された
プラント・オパールとガラスビーズの個数の比率を乗じて求める)に換算して示した。また、おもな分類群につい
ては、この値に試料の仮比重 (1.oと 仮定)と 各植物の換算係数 (機動細胞珪酸体 1個あたりの植物体乾重,単位 :

10-5g)を 乗じて、単位面積で層厚lcmあたりの植物体生産量を算出した。イネの換算係数は294(種実重は1.03)、
ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス スキ)は 1.24、 ネザサ節は0.48、 クマザサ属 (チ シマザサ節・チマキザサ節 )
は075である (杉山,2000)。

3.分析結果
分析試料から検出されたプラント・オパールは、イネ、ヨシ属、ススキ属型、タケ亜科 (ネザサ節型、その他 )

および未分類である。これらの分類群について定量を行い、その結果をTab.3、 Tab.4、 Fig,123～ 126に示す。主要な

分類群については顕微鏡写真を示す。以下にプラント・オパールの検出状況を記す。

(1)第 2遺構面 (上層水田作土 )

イネは8試料すべてで検出され、うち5試料では高い密度である。ヨシ属は6試料で検出されている。試料 1-Cで比

較的高い密度である以外は低い密度である。ススキ属型、ネザサ節型はすべての試料で検出されている。それぞれ
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採取地点でばらつきはあるものの、全体でみれば概ね高い密度である。

(2)第 3遺構面 (下層水田作土 )

イネは7試料すべてで検出されている。このうち3試料では高い密度である。ヨシ属は6試料で検出されている。2-

Mでは比較的高い密度である。ススキ属型とネザサ節型はすべての試料で検出されている。ここでもばらつきがあ

るものの全体の平均は概ね高い密度である。

(3)第 4遺構面

イネは8試料のうち7試料で検出されている。3-Iで高い以外はいずれも低い密度である。ススキ属型とネザサ節型

はすべての試料で比較的高い密度で検出されている。なお、ヨシ属はいずれからも検出されない。

(4)南壁

イネは2層 ～21層 、27層 、29層 ～31層で検出されている。2層、6層、9層、17層 および29層 では高い密度である。

ヨシ属は6層、19層 、28層 ～31層で検出されているがいずれも低い密度である。ススキ属型は26層 を除く各層で検

出されている。2層～9層 、17層 、19層 、27層 、30層および31層では高い密度である。ネザサ節型はすべての層で検

出されている。21層では高い密度であり、2層 、6層、12層 ～19層、27層～30層では比較的高い密度である。

4.中の池遺跡における稲作

(1)上層水田

上層水田では、分析を行った8試料すべてにおいてイネのプラント・オパールが検出された。プラント・オパー

ル密度は700～ 6,800イ固/gと 試料によつて大きくばらついているが、8区画の平均値は3,400個/g弱 と稲作跡の可能性を

判断する際の基準値である3,000イ固たを超過している。こうしたことから、本層準において稲作が行われていたこと

はほぼ間違いないであろう。

イネ以外では、ヨシ属が6試料から検出されている。試料1-Cで比較的高い密度である以外は低い密度である。こ

れに対して、すべての試料から検出されているススキ属型やネザサ節型はいずれも比較的高い密度である。こうし

たことから、当該層堆積時の調査地周辺はやや乾いた環境であり、部分的に湿地もみられたと推定される。

(2)下層水田

下層水田でも7試料すべてからイネのプラント・オパールが検出された。プラント・オパール密度は1,000～ 5,400

個/gと ここでもばらつくが、全体の平均値は2,900イ固/g強で基準値にほぼ近い値である。したがって、当該遺構につ

いても稲作跡である可能性が高いと判断される。

ここではヨン属は6試料から、ススキ属型とネザサ節型はすべての試料から検出されている。このうち、ヨシ属

は試料2-Mで比較的高い密度であるが他は低い密度である。ススキ属型は3試料で、ネザサ節型は大半の試料で比較

的高い密度である。したがって、当該層の堆積時も上層水田同様、調査地周辺は概ね乾いた環境であったと推定さ

れる。

(3)第 4遺構面

ここでは、分析を行つた8試料のうち7試料からイネのプラント・オパールが検出されている。ただし、プラン

ト・オパール密度は試料3-Iで 3,100イ固/g検出された以外は1,00oイ固/g前後であり、平均値は1,200個 /g弱 と稲作跡の可能

性を判断する際の基準とされる3,000個 /gには達していない。こうしたことから、当該遺構において稲作が行われて

いた可能性を積極的には肯定することはできない。もしここで稲作が行われていたとするならば、イネのプラン

ト・オパール密度が低いことの要因として次のようなことが考えられる。すなわち、1)稲作が営まれた期間が非

常に短かつた、2)稲藁の多くが耕作地の外に持ち出されていた、3)土層の堆積速度が速かった、4)作土が流失
したなどである。

イネ以外の分類群では、ヨシ属はまったく検出されずススキ属型やネザサ節型が比較的高い密度である。よって、

当該層堆積時は調査地周辺は乾いた環境であつたと判断される。

(4)南壁

本地点では、上位より2層 ～21層、27層 、29層 ～31層 でイネのプラント・オパールが検出されている。したがっ

てこれらの層準において稲作が行われていた可能性が考えられる。このうち、2層 については現代耕土であり、分

析結果はこのことと矛盾しない。なお、発掘調査の段階で初生の堆積構造を残す氾濫堆積層であるのか作土である

のか判断のつかなかった9層 からは、3,500イ固/gの高密度で検出されている。前回分析を行った西側の同一層準 (9層 )

では、1,800個 /gの検出密度であつた。上層水田や下層水田の分析結果に示されるように、水田面においても地点に

よって検出密度にばらつきがみられることから、当該層が水田作土であった可能性は高いと判断される。また、6

層、17層 および29層 ではプラント・オパール密度が3,000個/g以上の高い値であり、なおかついずれもピークを形成
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している。こうしたことから、これら3層準についてはそれぞれ水田作土層である可能性が高いと判断される。

イネ以外では、一部でヨシ属がごく少量検出されるものの、全体にススキ属型とネザサ節型が比較的高い密度で

検出されている。こうしたことから、調査地周辺は下位の31層堆積時より現在に至るまでほぼ乾いた環境で推移し

たものと推定される。

5.ま とめ

中の池遺跡第11次調査において検出された上下2面の水田遺構と第4遺構面および南壁についてプラント・オパー

ル分析を行い、検出遺構面における稲作の検証とその他層における稲作の可能性を検討した。

その結果、上層水田、下層水田ともに槻ね高い密度でイネのプラント・オパールが検出され、それぞれの遺構で

稲作が営まれていたことが確認された。第4遺構面ではイネのプラント・オパールは検出されたもののやや低い密

度であることから、ここで稲作が行われていたことを積極的に支持することはできなかった。

南壁では6層 、9層、17層、29層 において稲作が行われていた可能性が示唆された。
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-50μ

Fig,127 プラント・オパールの顕微鏡写真
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